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巻

頭
l-!0 

沖縄とラオスとの

交流を

。

洋之介

東京大学名誉教授・

政策研究大学院大学教授

G 

原

G 

原洋之介
(はら ょうのす付)

東京大学名昔教授・農学博士。アジ
ア経済研究所発毘途上国研究奨励
賞(1986年)をはじめ、第12回大平
正芳記念賞(1996年)、 JICA国際協
力功芳賀(2003年)、ラオス政府国
際協力言献賞(2005年)、外務大臣
表彰(2006年)ほか畳賞多数。著書
に「クリフォ ド・ギアツの経清学・
アジア研究と経済理論の聞でJ
(1985年)、fアンア経清論の構図
新古典派開発軽済学をこえてj
(1992年)、「グ口一パリスムの終宴J
(1999年)、「現代アジア経済論j
(2001年)、「北町大地・南町列島の
「農j地域骨権化と農政改革J(2007
年)等がある。現在、タイ思メ フ
ァールアン大学特荘教授、政葉研
究大学院大学教授、(財)アジア人
口目開発協会評議員。

数
年
前
に
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
内

鰹
国
ラ
オ
ス
か
ら
、
友
人
で
あ
る
計
画
投

資
委
員
会
の
副
大
臣
や
ル
ア
ン
プ
ラ
パ

ン
県
副
知
事
ら
が
地
場
産
業
の
見
学
の
た

め
に
沖
縄
を
訪
問
し
た
。
私
も
、
こ
の
旅

に
同
行
す
べ
く
那
覇
に
飛
ん
だ
。
那
覇
市

牧
士
山
公
設
市
場
に
同
行
し
た
と
き
、
ゴ
ー

ヤ
な
ど
白
歯
農
産
物
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が

そ
こ
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
彼
ら
は

驚
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
国
際
通
り
に
あ

る
「
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、
沖
縄
の
多

様
な
物
産
を
見
て
感
激
し
て
い
た
。
特
に
、

紅
型
や
芭
蕉
布
と
い
っ
た
沖
縄
伝
来
の
種

類
の
多
い
織
物
に
強
い
興
味
を
持
っ
た
よ

う
だ
。
こ
れ
ら
織
物
は
、
化
学
染
料
を
用

い
な
い
天
然
染
色
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
ラ

オ
ス
伝
来
の
織
物
と
同
じ
で
あ
り
、
私
は

琉
球
震
が
ラ
オ
ス
北
部
の
藍
と
同
じ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
い
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
残
波
何
で
珊
瑚
礁
刊
の
青
い
海

を
見
て
感
激
し
て
い
た
ラ
オ
ス
の
友
人
た

ち
は
、
内
陸
国
と
島
鍛
と
い
う
遣
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
自
国
と
沖
縄

と
が
非
常
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
た
よ
う
だ
。

己
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
沖
縄

2 



と
ラ
オ
ス
、
こ
の
両
者
の
簡
に
は
経
済
発

展
の
段
階
と
い
う
意
味
で
は
全
く
違
っ
た

位
置
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
臨
し
て

い
る
問
題
で
は
、
両
者
が
大
き
く
類
似
し

て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
も
、
経
済
自
立
を
求
め
続
け
て
そ

れ
に
成
功
し
え
て
い
な
い
。
両
者
と
も
に
、

前
世
紀
最
終
局
面
で
加
速
化
し
た
市
場
経

済
の
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と
広
域
地

域
化
の
中
で
の
「
敗
者
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
ラ
オ
ス
も
沖
縄
も
、
結
局
他

地
域
に
は
な
い
よ
う
な
独
自
の
偲
性
を
活

か
し
た
開
発
の
形
を
発
見
す
る
こ
と
し
か

経
済
自
立
の
道
は
な
い
。
ま
さ
に
沖
縄
と

ラ
オ
ス
と
は
、
自
ら
に
見
合
っ
た
経
済
自

立
隠
発
の
形
と
戦
略
構
想
の
衝
で
、
多

く
の
問
題
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

沖
縄
と
ラ
オ
ス
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
他
地
域
に
は
類
の
な
い
農
業
な
ど

を
核
に
し
た
地
域
内
発
型
の
産
業
ク
ラ
ス

タ
の
構
築
を
、
開
発
の
重
要
な
柱
と
し

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
沖
縄
に
は
、
そ
の

個
性
的
な
自
然
環
境
に
適
応
し
た
地
場
産

業
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
伝
統
を
現
在
も

っ
と
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
地
域

社
会
の
取
り
組
み
も
多
い
。
そ
う
い
っ
た

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
世
界
規
模
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
枯
渇
を
受
け
て
、
沖
縄
本

島
の
西
北
に
位
遣
す
る
伊
江
島
で
は
、
「
バ

イ
オ
マ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
本
島
本
部
町
の
西
に

浮
か
ぶ
こ
の
島
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
減

産
の
た
め
に
、
今
か
ら
3
年
ほ
ど
前
こ
の

島
に
あ
っ
た
砂
糖
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

こ
の
島
で
最
近
、
醸
造
の
ブ
ロ
で
あ
る
ア

サ
ヒ
ピ

i
ル
と
モ
ン
ス
タ
ー
ケ

i
ン
と
い

う
高
バ
イ
オ
マ
ス
量
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
開
発

に
成
功
し
た
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
の
共
同
研
究
事
業
と
し
て
、
バ
イ
オ
エ

タ
ノ

i
ル
生
産
の
実
証
的
試
験
が
始
め
ら

れ
て
い
る
。
村
内
の
家
畜
排
濯
物
を
は
じ

め
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
堆
肥
と
し

て
農
地
に
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
が
、
そ
こ
に
「
土
作
り
の
作
物
」
と
い

わ
れ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
の
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
l
ル
を
組
み
込
ん
だ
の
が
、
こ
の
構
想

で
あ
る
。
ラ
オ
ス
で
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
タ
イ
に

翰
出
さ
れ
そ
こ
で
精
製
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
含
め

て
ラ
オ
ス
は
、
沖
縄
で
の
多
様
な
取
り
組

み
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
沖
縄
と
ラ
オ
ス
、
こ
の
両
者
間
で
情

報
や
人
材
の
受
流
の
直
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
か

っ
そ
れ
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

臼
本
は
こ
の

8
月
下
旬
に
A
S
E
A
N

全
体
と
自
由
貿
易
協
定
を
核
と
し
て
包
括

的
経
済
連
携
協
定
を
絡
ん
だ
。
ま
た
同
時

に
地
方
分
権
化
も
進
め
て
い
る
。
こ
う
い

う
流
れ
の
中
で
、
わ
が
国
は
ア
ジ
ア
諸
冨

と
の
閣
で
多
様
な
領
域
で
、
相
互
の
受
流

を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
隅
師
、
東
京
と
ア
ジ
ア
の
苔
認
が
結
び
つ

く
と
い
う
形
だ
け
で
は
全
く
不
充
分
で
あ

り
、
分
権
化
に
よ
っ
て
自
立
性
を
高
め
ざ

る
を
え
な
い
日
本
の
各
地
方
地
域
は
、

自
ら
の
個
性
を
的
確
に
押
さ
え
て
、
ぞ
れ

を
活
用
で
き
る
寝
や
地
域
と
連
携
を
深
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
端
的

に
い
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
こ
そ
が
国

際
安
流
の
担
い
手
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

沖
縄
と
ラ
オ
ス
と
の
潤
の
直
接
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
そ
の
一
つ
の
有
益

な
事
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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人口と開発/自次

巻
頭
言
/
沖
縄
と
ラ
才
ス
と
の
受
流
を

原

洋
之
介

T
i
C
A
D
N
と
G
B
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
持
続
可
能
な
開
発
の
だ
め
の
人
口
・
保
健
・

地
域
相
互
扶
邸
能
力
構
築
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
i
ム
口
議

l

主
催
者
挨
拶

福
田

要

挨
拶

。
森

言

〈
講
演
要
旨
〉

-
人
口
増
加
と
資
源
減
少
の
ち
と
で
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て

ー
特
に
稲
作
を
中
心
と
し
て

i

・
人
口
転
換
と
社
会
経
済
発
展

;
B本
の
場
合

武

阿

藤

誠

清

水

英

佑

清
水
嘉
与
予

。沼、江

感
染
症
対
策
に
お
け
る
コ
ミ
コ
二
テ
ィ
の
重
要
性

-
B本
の
戦
後
の
農
村
開
発
と
人
口

〈提

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
対
応
能
力
開
発
に
関
す
る
東
京
宣
言

至
。
人
口
、
保
健
、

視
察

社
会
的
男
女
関
係
効
果
的
な
H

V

/
工
イ
ズ
予
防
戦
略
の
中
核
(
上
編
)
マ
ド
ゥ
・
パ
ラ
・
ナ
i
ス

地
球
シ
グ
ナ
ル
/
中
国
の
人
口
問
題
|
一
人
っ
予
政
策
の
助
罪

!f! 
瀬

O
D
A
の
反
転
矯
額
を
|
民
間
有
識
者
が
提
言

。
尾
崎
美
干
生

政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)
に
関
す
る
提
一
一
一
己

国
際
家
族
計
闘
連
盟

(
p
p
F
)
活
動
レ
ポ
ー
ト

7 

中
村

誌
上
再
録
④
/
人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え
る

議

h
L
ゆ
1
4
9
ふ
あ

i
ら
む

投
稿
唱
団
文
募
佳
T
U
/
A
P
D
A
賛
朗
会
員
一
一
雰
集
邸
/
本
協
会
実
施
認
査
報
告
書
及
び
出
版
物
i
e
m

U
N
F
P
A
関
連
出
版
物
|
釘
/
A
P
D
A
日
誌
|
ω
/
働
四
団
|
削

2 

4 

5 6 9 11 17 27 22 34 40 53 

保
子

58 60 61 

百
合

68 

R圭
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アフリカ・アジア会議

TICAD IVとG8サミットに向けた

持続可能な開発のための

人口・保健・地域格瓦扶助能力構築に関する

アフリカ・アジア国会議員対話プログラム

一会議一

•••• • • •• • • • • •• • • • •• •• ••••••••• • • •• • •• • 
ッ
ト
)
の
ホ
ス
ト
毘
で
あ
り
、
ま
た
来
年
に
は
第
4
凶
日

と
な
る
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
(
寸
。

}4。
H
Z
2ロ
R
5ロ
mt

n
oロ
問
。
日
ロ
目
。
ロ
〉
苛
H
n
M
M

ロ
ロ
宮
、
巴
o
u自
由
民
一

T
I
C
A

D
)
を
間
開
催
す
る
。
日
本
は

1
9
9
3年
の
第
I
図
T
I

C
A
D
開
催
以
来
、
こ
の

T
I
C
A
D
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
国
際
社
会
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
開
発
の
イ
ニ
シ
ア
テ
f

国
際
機
関

-
N
G
O代
表
者
が
多
数
参
加
し
た
。

日
本
は

2
0
0
8年
G
B主
要
国
首
脳
同
会
議
(
サ
ミ

果
を
得
る
た
め
に
、
政
府
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
開
発
機
関

は
、
全
て
の
間
発
凋
速
の
契
約
を
国
会
議
員
に
提
示
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
に

価
す
る
。
(
全
文
は
別
項
)

提
言
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
参
加
議
員
ら
は
各
国

政
府
、

T
I
C
A
D
町
お
よ
び

G
B
サ
ミ
ッ
ト
に
提
出
す

る

こ

と

を

替

約

し

た

。

(

恒

川

ひ

と

み

)

の
参
加
議
員
に
加
え
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J

ア
の
持
続
的
在
開
発
に
向
け
、
人
口
問
題
と
保
健
・
環
境

P
F
P
)
お
よ
び
日
本
・
ア
フ
リ
カ
連
合

(
A
U
)
友
好
分
野
と
の
関
連
性
と
南
北
協
力
お
よ
び
市
南
協
力
、
政
府

議
員
連
盟
会
員
の
日
本
議
員
、

U
N
F
P
A
、
国
際
家
族
同
開
発
援
助

(
O
D
A
)
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ

計
題
連
盟

(
I
p
p
F
)
、
ド
イ
ツ
世
界
人
口
基
金

(
D

れ
た
。
特
に
、
ア
フ
リ
カ
で
議
会
の
権
問
削
が
軽
視
さ
れ
や

5
W
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
す
い
現
状
を
踏
ま
え
、
議
会
と
議
員
が
よ
り
人
口
と
開
発

ス
述
合

(
A
R
H
A
)
、
ジ
ョ
イ
セ

7
な
ど
の
田
内
外
の
問
題
に
関
わ
る
べ
く
「
透
明
性
を
確
保
し
、
よ
り
良
い
成

日
フ
ム
」
を
凋
催
し
た
。

2
0
0
7年
8
月間品

l
m
H
に
都
内
で
開
催
さ
れ
た
議

員
会
議
に
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

「
T
I
C
A
D
N
と
G
8
サ
ミ
ァ
ト
に
向
け
た
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
人
口
・
保
健
地
域
相
互
扶
助
能
力
構

築
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
対
話
プ
ロ
グ

務
省
の
後
援
を
受
け
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
四
カ
国
か
ら
の
国
会
議
員
初
名
を
日
本
に
招
待
し
、

き
、
ア
ジ
ア
の
議
員
に
よ
る
人
口
政
策
、
狂

I
V
/
エ
イ

ズ
、
教
育
、
農
村
凋
発
と
い
っ
た
取
り
組
み
に
関
す
る
成

功
事
例
、
ま
た
ア
フ
リ
カ
の
議
員
か
ら
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
保
健
衛
生
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
そ

の
解
決
に
饗
す
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と
い
っ
た

問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

会
議
の
最
後
の
セ
ッ
、
ン
ヨ
ン
で
は
、
「
提
言
文
案
の
討

議
」
が
行
わ
れ
、

M
D
G
S
の
達
成
と
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ

(
財
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

A
P
D
A
)
と
プ
を
発
揮
し
、
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

「
人
口
と
凋
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

(
A

本
会
議
で
は
、
人
口
転
換
、
保
健
衛
生
の
改
善
、
農
村

F
P
P
D
)
は
、
国
連
人
口
慕
金

(
U
N
F
P
A
)

・
外
開
発
で
の
日
本
の
経
験
に
掬
す
る
専
門
家
の
講
演
に
続

5 
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福田康夫APDA理事長照会挨拶

皆
様
の
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員

会
議
お
よ
び
視
察
へ
の
参
加
を
必
よ
り
歓

迎
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
日
本
は
、

G

B

サ
ミ
ッ
ト
な
ら
び
に
第
4
回
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議

(
T
i
C
A
D
N
)
と
い
う
、
わ

が
国
に
と
り
ま
し
て
ち
、
世
界
の
開
発
問

題
を
考
え
る
上
に
お
き
ま
し
て
ち
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
会
議
を
ホ
ス
ト

い
た
し
ま
す
。

皆
様
ご
得
知
の
よ
う
に
、

2
0
0
7
年

ド
イ
ツ
で
調
催
さ
れ
た
G
8
ハ
イ
リ
ゲ
ン

ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
成
長
と
責
任
」

を
テ
ー
マ
に
「
世
界
経
済
L

、
「
ア
フ
リ
カ
」

を
主
要
議
題
と
し
て
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た。

2
0
0
B
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る

G

B
サ
ミ
ッ
ト
ち
こ
の
基
本
的
な
路
線
を

継
承
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
ま
疋
同

じ
年
に
T
I
C
A
O
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
日
本
政
府
ち
そ
の
援
問
の
中
の
を
ア

フ
リ
カ
開
発
に
向
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
ご
参
集
い
十
に
だ
い
だ
会
議
と
視

察
の
臼
的
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
隠
発

問
題
を
解
決
す
る
上
で
重
要
と
な
る
人
口

問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
こ
の
人
口
問
題

を
解
決
す
る
上
で
重
要
な
意
昧
を
持
つ
課

6 
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題
に
つ
い
て
、

ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ

日
本
、

力
の
経
験
を
受
流
し
、
互
い
に
学
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
ご
参
加
の
皆
様
の

子
で
ア
フ
ソ
力
各
冨
政
府
に
提
言
し
て
い

だ
だ
き
、

T
i
C
A
D
に
参
加
さ
れ
る
各

国
政
府
代
表
団
の
意
見
に
反
映
し
て
い
正

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
疋
私

ど
ち
と
い
た
し
ま
し
て
ち
、
来
年
の
G

B

お
よ
び
T
I
C
A
O
N
の
ホ
ス
ト
闘
と
し

会議参加者

そ
の
準
備
過
程
の
中
で
4
7
回
の
会
議

と
視
察
の
成
果
を
積
極
的
に
提
言
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
で
、
A

コ
ロ
の
会
議
が
、

て、

そ
う
す
る

T
l
C
A
D
 

wな
ら
び
に
G

B
サ
ミ
ッ
ト
仁
向
け
て
重

要
な
意
義
を
搭
つ
こ
と
に
な
る
と
確
信
い

疋
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
0
7
年
G

B
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ

と
な
っ
疋
「
気
候
変
動
」
、
「
ア
フ
リ
カ
問

題
」
は
地
球
規
模
的
な
課
題
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
課
題
は
「
人
口
問
題
」
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。
一
言
う
ま
で
ち
な
く
、

人
口
の
急
増
が
続
く
中
で
環
境
負
荷
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
ぜ
ん
。
従
っ
て
、
「
気

候
変
動
」
、
つ
ま
り
「
地
球
温
暖
化
」
の
問

題
古
人
口
問
題
の
解
決
な
く
し
て
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
ま
ぜ
ん
。
そ
し
て
一
般
に

「
ア
フ
リ
カ
問
鐙
」
と
い
わ
れ
る
ち
の
は
、

「
貧
困
」
、
「
H

V

/
工
イ
ズ
L

を
は
じ
め

と
す
る
「
新
興
感
染
症
L

と
「
結
核
」
・

「
マ
ラ
ソ
ア
L

・
「
デ
ン
グ
熱
」
な
ど
の

「
再
興
感
染
症
L

、
「
環
境
」
な
ど
の
問
題
が

複
合
し
た
ち
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題

ち
ま
た
人
口
問
題
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
ア
フ
リ
カ
地
域
、
特
に
サ
ハ
ラ

以
南
の
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
、
急
激

な
人
口
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
各
罰
と
ち
人
口
規
模
が
増
大
し
、
そ

の
人
口
密
度
忘
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
ア
フ
リ
カ
問
題
」
の
主
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
「
感
染
症
拡
大
」
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
が
、
人
口
爆
加
で
あ
る

こ
と
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
ア
フ
リ
カ
が
経
験
し
て
い
る
人
口
増

加
は
、
人
口
規
模
の
拡
大
と
高
い
人
口
密

度
を
ち
だ
ら
し
ま
す
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ

に
と
っ
て
歴
史
的
に
見
て
初
め
て
の
経
験

と
な
り
ま
す
。
こ
の
人
口
の
増
加
が
訟
き

起
こ
す
環
境
負
荷
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
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る
か
。
A

コ
ア
フ
リ
カ
に
は
新
し
く
ア
フ
リ

カ
が
置
か
れ
定
状
況
に
あ
わ
ぜ
だ
、
新
し

い
対
処
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
ア
フ
リ
カ
で

生
じ
だ
筒
題
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
世
界

中
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
池
球
と

い
う
星
に
住
む
私
た
ち
人
類
に
と
っ
て
、

ち
は
や
他
人
事
と
い
う
ち
の
は
存
在
し
ま

ぜ
ん
。
こ
の
意
昧
で
ア
フ
リ
カ
問
問
題
は
、

ア
ジ
ア
の
問
題
で
あ
り
、
世
界
の
問
題
な

の
で
す
。
こ
の
ア
フ
リ
カ
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ア
フ
リ
カ
の

人
々
だ
け
で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
自

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
し
か
こ
の
問
題
を
解

決
に
導
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て

経
験
し
だ
こ
と
の
な
い
難
問
に
挑
戦
し
、

そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ア
フ

リ
カ
の
人
々
の
強
い
意
士
山
と
努
力
が
必
要

で
す
。
私
↑
に
ち
ア
ジ
ア
や

B
本
の
国
会
議

員
は
、
そ
の
努
力
を
可
能
な
限
り
支
援
し

て
い
き
左
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
地
域
は
、
歴
史

的
に
高
い
人
口
密
度
を
抱
え
て
き
ま
し
た
。

高
い
人
口
密
度
の
中
で
人
々
は
、
努
力
し

工
夫
し
、
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
ア
ジ
ア
の
文
化
の
根
底
が
、
現
代
に
お

け
る
私
た
ち
の
人
口
転
換
の
背
景
と
な
っ

疋
の
で
す
。
合
回
の
会
議
と
視
察
で
は
、

日
本
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
会
議
員

の
皆
様
仁
臼
本
の
経
験
を
見
て
い
だ
だ
き
、

ア
ジ
ア
の
経
験
に
学
び
、
ア
フ
リ
カ
開
発

に
対
す
る
新
し
い
可
能
性
を
見
い
だ
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

政
治
家
は
一
人
ひ
と
り
の
国
民
の
幸
福

を
願
う
存
在
で
す
。
人
口
と
開
発
と
い
う
、

人
類
の
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
未
来
の
問

鐙
を
解
決
す
る
だ
め
に
、
こ
こ
に
ど
参
集

さ
れ
た
皆
様
の
中
に
、
「
命
を
尊
び
、
一
人

ひ
と
り
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
世
界
を
つ
く

る
へ
と
い
う
理
念
を
共
有
し
な
い
政
治
家

は
い
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
人
々

の
代
表
と
し
て
の
私
た
ち
政
治
家
が
、
国

民
と
と
ち
に
な
し
う
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、

な
す
べ
き
こ
と
を
な
す
、
こ
の
努
力
な
く

し
て
未
来
は
存
任
し
な
い
と
確
信
し
ま
す
。

8 



アフリカ・アジア会議

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
拶;実

(AU)友好議員連盟会長/元E本国総理大臣

衆議院議員喜朗

日本・アフリカ連合

~ 
ホ木

参議院議員知悪子

読

南野

代

JPFP副会長/元法務大臣

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
「
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
お

よ
び
視
察
」
の
開
催
を
の
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

2
0
0
8
年
、
日
本
は
、

G
8
サ
ミ
ッ
ト
な
ら
び
に
第
4
ロ
ア
フ
リ

カ
間
開
発
会
議

(
T
i
C
A
D
N
)
を
ホ
ス

ト
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
前
に
、
「
財
罰

法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
」
、
お
よ
び

「
人
口
と
開
発
に
隠
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

ラ
ム
」
の
共
催
で
、
一
し
の
会
議
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
意
昧
を

持
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
問
題
が
官
界
の
問
題
で
あ

り
、
私
た
ち
同
じ
池
球
に
住
む
ち
の
と
し

て
、
共
通
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
A

コ
や
共

通
認
識
に
な
つ
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
問
題
の
中
で
ち
感
染
症
の
問
題

は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
仁
留
ま
ら
ず
世
界
的

な
影
響
を
ち
た
ら
し
て
い
ま
す
。
私
走
ち

が
生
き
て
き
た
初
世
紀
は
科
学
の
時
代
で

し
た
。
医
学
ち
進
歩
し
、
多
く
の
疫
病
が

制
圧
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
は
い
ず

れ
世
界
的
な
規
模
で
感
染
症
は
制
圧
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
人
々
が
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ

だ
場
所
に
人
々
が
立
ち
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
で
は
工

イ
ズ
や
工
ポ
ラ
出
血
熱
な
ど
、
ア
ジ
ア
で

ち
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
や
S
A
R
S
(
サ
ー
ズ
)

な
ど
、
か
つ
て
想
像
ち
で
き
な
か
っ
定
感

染
症
の
脅
威
に
直
面
す
る
こ
亡
に
な
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
は
科
学
を
信
じ
、
人
簡
が

何
で
ち
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
患
っ
て

い
疋
私
た
ち
人
類
に
、
冷
や
水
を
浴
び
せ

か
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
走
。
こ
れ
ら
の

感
染
症
が
人
類
社
会
に
与
え
る
影
響
の
甚

大
さ
を
認
識
し
、
私
が
総
理
在
任
中
に
、

九
州
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
に
呼
び
か
け

た
結
果
、
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ

ア
対
策
基
金

(
G
F
A
T
M
一
通
称
グ
ロ

パ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
)
が
2
0
0
2
年
仁

発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ァ
ン
ド
が
世
界
最
大
の
感
染
症
対
策

の
基
金
と
し
て
非
常
に
効
果
的
に
運
営
さ

れ
、
大
き
な
成
田
ー
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、

提
唱
者
と
し
て
非
常
仁
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
は
、
臼
本
の
戦
後
の
経
験

や
ア
ジ
ア
の
経
験
を
ア
フ
リ
カ
に
移
転
す

る
一
し
と
か
主
な
白
的
で
あ
る
と
う
か
が
っ

9 



て
お
り
ま
す
。
現
在
の
ア
フ
リ
カ
が
抱
え

る
問
題
を
解
決
仁
向
け
る
上
で
不
可
欠
な

条
件
が
2
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

福
田
先
生
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
人
口

の
安
定
化
、
そ
し
て
ち
う
一
つ
は
人
々
が

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

日
本
は
第
2
次
世
界
大
戦
後
、
灰
同
国
の

中
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

人
口
増
加
の
抑
制
と
飢
え
を
克
服
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
走
。
そ
こ
に
は
世
界
各
国

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
媛
を
得
た
こ
と
ち

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
仁
は
一
人
ひ
と
り

の
日
本
人
が
努
力
し
て
現
在
の
日
本
が
形

づ
く
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
」
の
努

力
の
基
盤
に
は
、
日
本
人
が
先
祖
代
々

営
々
と
し
て
築
き
上
げ
て
き
だ
伝
統
や
文

化
、
生
活
へ
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

フ
リ
カ
に
お
い
て
人
口
を
安
定
さ
せ
、
飢

え
を
な
く
す
だ
め
に
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

よ
う
な
伝
統
的
な
工
夫
や
知
恵
を
い
か
に

活
用
す
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
ア
フ
リ
カ
問
題
の
重
姿
性
を
認

識
し
、
日
本
ア
フ
ソ
力
友
苅
議
連
の
会
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
会
議
が

こ
の
よ
う
な

B
本
や
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な

知
恵
を
生
か
す
と
い
う
視
点
か
ら
、
開
催

さ
れ
る
と
聞
い
て
、
わ
が
富
山
を
得
だ
思
い

が
い
疋
し
ま
す
。
向
じ
地
球
に
住
む
向
胞

と
し
て
、
幸
せ
な
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
は
、
私
ど
ち
に
と
っ
て
ち
重
要
な
意

昧
を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
で
他
人
の
問
題
と
い
え
る
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
持
ち
寄
り
、
で

き
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
問
題

仁
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
明
る
い

未
来
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
甘

ん
。
合
、
私
だ
ち
が
行
っ
て
い
る
努
力
は
、

予
ど
ち
ゃ
孫
だ
ち
へ
の
責
任
を
果
た
す
た

め
の
努
力
だ
と
思
い
ま
す
。

4
7
g
の
会
議
や
視
察
が
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
諸
問
題
を
解
決
し
、
国
際
的
な
協
力

関
係
を
構
築
す
る
上
で
大
き
な
役
割
討
を
果

た
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
熱
ゆ
な
討
議
が
未
来
を
拓
く
き

っ
か
け
と
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

10 
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> 

人口増加と資源減少のもとでの

アジア・アフリカ農業の持続的発展に向けて
~特に稲作を中心として~

1::> 
B 講演要< 

(独)農業・食品産業技術総合研究機構 (NARO)

理事長堀江武

こ
の
叩
年
間
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
人

口
は
2
倍
以
上
に
増
加
し
だ
。
穀
物
の
生

産
量
ち
同
じ
よ
う
に
携
加
し
て
い
る
が
、

1
人
当
た
り
の
生
産
量
で
見
る
と
、

1
9

9
0
年
代
の
後
半
に
頭
打
ち
と
な
り
、
そ

の
後
、
変
動
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
準
加
は

完
ら
れ
な
い
。

次
仁
、
水
資
源
に
つ
い
て
完
て
み
る
と
、

ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
1
人
当
だ

り
の
水
の
利
用
可
能
量
は
1
9
6
0
年
代
、

1
9
8
0
年
代
、

2
0
0
0
年
代
に
か
け

て
減
少
し
、
南
北
ア
メ
リ
カ
地
域
、
ォ

i

ス
ト
ラ
ソ
ア
大
陸
に
比
べ
、
非
常
に
低
い

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
農
業
を
展
開

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

世
界
の
稲
作
の
割
合
を
見
る
と
、
日
本

の
よ
う
な
潅
滋
に
よ
る
稲
作
は
約
半
数
の

臼
%
を
占
め
、
天
水
・
低
地
栽
培
が
お
%
、

畑
地
栽
培
が
悶
%
で
あ
る
。
畑
地
栽
培
の

大
部
分
は
焼
焔
で
あ
り
、
そ
の
生
産
性
は

h
a
当
だ
り
せ
い
ぜ
い
1
1
2
t
、
潅
殺

で
あ
れ
ば
3
1
9
t
の
収
穫
が
期
待
で
き
、

天
水
に
よ
る
稲
作
が
そ
の
中
間
の
4
1
5

t
と
な
る
。

問
問
題
は
、
一
し
の
1
0
0
0
年
以
上
続
い

て
き
た
ア
ジ
ア
の
焼
般
に
よ
る
稲
作
が
、

ほ
と
ん
ど
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
を
例
に
と

る
と
、

1
9
5
0
年
間
闘
は
、
ー
度
稲
作
を

行
え
ば
お
年
ほ
ど
森
に
戻
し
て
汁
開
閉
し
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
ラ
オ
ス
の
人
口

は
約
3
倍
仁
増
え
一
、
そ
の
だ
め
休
閑
の
期

間
ほ
ど
ん
ど
ん
短
く
な
り
、
最
近
で
は
1

度
稲
を
つ
く
れ
ば
、

2
年
間
だ
け
休
隠
し
、

ま
た
穏
を
つ
く
る
と
い
つ
だ
非
常
に
過
酷

な
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
休
閑
年
数
が

十
分
に
長
け
れ
ば
h

a
当
定
り
2
t
ほ
ど

の
収
量
が
見
込
め
る
が
、
休
閑
年
数
が
短

く
な
れ
ば
不
安
定
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き
な
い
と
い
っ
た

厳
し
い
状
況
が
起
き
る
。
焼
畑
農
業
で
は
、

一
度
焼
畑
を
行
う
と
土
壌
中
に
蓄
え
ら
れ

て
い
る
炭
素
は
減
少
し
、
完
全
に
回
復
す

る
の
に
勾
年
ほ
ど
か
か
る
。
つ
ま
り
却
年

に
1
回
焼
く
な
ら
、
炭
素
は
回
復
し
持
続

的
で
あ
る
が
、

t
L

っ
た
2
年
間
の
休
閑
で

は
土
壌
中
の
炭
素
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て

し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
、
農
業
、

資
源
、
環
境
は
相
互
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、

II 
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ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
が
人
口
増
加
を

続
け
る
中
で
、
よ
り
生
産
性
が
吉
岡
<
、
掲

続
的
な
農
業
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
緊
急

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

A
7
回
私
が
与
え
ら
れ
疋
「
ア
フ
リ
カ
開

発
を
持
続
的
に
行
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

考
え
定
時
、
ア
ジ
ア
で
発
達
し
↑
に
水
田
農

業
が
、
実
は
由
百
十
百
持
続
可
能
で
あ
り
、
し

か
乞
安
定
し
だ
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
根

拠
は
主
に
5
つ
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
1
点

目
に
、
最
ち
栄
養
萄
で
優
れ
て
い
る
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。
コ
メ
は
他
の
主
要
穀
物
と

異
な
り
人
間
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
必

須
ア
ミ
ノ
酸
の
ほ
と
ん
ど
を
含
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
認
理
が
簡
単
と
い
う
利
点
ち

あ
る
。

2
点
臼
に
、
多
く
の
途
上
国
で
は

水
の
コ
ン
ト
ロ

i
ル
が
効
か
ず
、
雨
が
降

れ
ば
洪
水
に
な
り
、
降
ら
な
い
と
乾
い
て

し
ま
う
が
、
水
に
浸
か
つ
だ
ら
枯
れ
て
し

ま
う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
に
出
べ
、
稲

は
水
中
で
ち
陸
で
ち
育
つ
た
め
、
途
上
国

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

3
点
目

仁
、
稲
は
他
の
作
物
よ
り
高
い
生
産
性
と

安
定
性
を
一
訴
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

図2
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本、(
市
カ
国
の
平
均
)
の
4
つ
の
地
域
で
コ
メ
、

小
麦
、
大
豆
の
初
年
間
の
収
量
を
免
て
み

る
と
、
日
本
亡
中
国
は
圧
倒
的
に
コ
メ
が

吉
田
<
、
小
麦
は
低
い
。
西
ア
フ
リ
カ
で
ち
、

コ
メ
が
一
番
高
<
、
次
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
高
<
、
小
麦
は
不
安
定
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
や
や
高
い
が
、

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
C

V
と
呼
ば
れ
る
変
動
係
数
で
あ
る
。

こ
れ
を
ち
と
に
安
定
性
を
見
る
と
、
ど
の

田
闘
で
ち
主
要
穀
物
の
う
ち
コ
メ
の
生
産
変

動
が
最
ち
少
な
く
、
一
番
安
定
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
量
が
高

い
が
、

8

・9
%
愛
勤
し
て
お
り
、
コ
メ

は
3

・
9
%
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
は
、

コ
メ
は
収
量
が
古
田
い
だ
け
で
な
く
、
変
動

は
約
5
%
と
他
の
穀
物
に
此
ぺ
て
安
定
し

て
い
る
。
一
万
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
叩
%
、

小
麦
は
却
%
と
非
常
に
不
安
定
で
あ
る
。

4
点
目
仁
、
水
田
を
つ
く
り
、
水
を
貯

め
る
こ
と
は
、
炭
素
、
窒
素
、
ミ
ネ
ラ
ル

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
養
分
が
蓄
積
さ
れ

る
定
め
、
持
続
的
で
安
定
し
た
高
い
生
産

性
の
農
業
が
可
能
に
な
る
。
最
後
に
、
水

13 
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回
に
よ
り
雑
草
や
土
壊
伝
染
性
の
病
気
が

抑
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
稲
作
は
合
後
の

ア
フ
リ
カ
の
詩
続
的
発
展
の
墓
礎
に
な
る

と
い
え
よ
う
。

堀江武 NARO理事長

さ

ら

に

最

近

、

(

的

く
2

0

ヨ
0
4

2
8
一三雪印一青島一
O
コ
)
と
い
う
運
動
が
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
仁
広
が
っ
て
い
る
。
一
し
れ

は
、
ア
ン
ソ
・
デ
・
ロ
ラ
二
と
い
う
フ
ラ

ン
ス
人
収
師
が
1
9
8
3
年
に
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
で
始
め
た
稲
作
で
あ
る
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
教
の
布
数
の
た
め
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

に
赴
い
た
が
、
農
民
の
あ
ま
り
の
貧
し
さ

に
、
布
教
を
中
断
し
て
稲
の
研
究
を
し
て

こ
の
農
法
を
発
明
し
走
。
そ
の
後
、
ア
メ

リ
カ
人
研
究
者
の
日
に
留
ま
り
、
1
9
9

7
年
か
ら
は
主
と
し
て
民
間
N
G
O
に
よ

っ
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
各
国
に
広
め
ら

れ
定
。

S 
R 

こ
の
S
R
ー
に
よ
り
、
例
え
ば
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
収
量
が
お
%
増
え
、
水
の
使

用
料
は
必
%
減
、
生
産
コ
ス
ト
ち
お
%
減
、

よ
っ
て
純
利
益
が
1
2
8
%
ち
増
え
↑
に
と

い
う
報
告
が
あ
る
。

S
R
i
の
稲
作
と
従

来
の
稲
作
と
の
違
い
は
、
従
来
の
万
法
で

は
大
き
な
苗
を
数
本
固
め
て
植
え
る
が
、

S
R

は
小
さ
な
箇
を
乾
い
だ
状
態
で

本
ず
つ
、
間
隔
を
空
け
て
植
え
て
い
く
。

さ
ら
に
、
乾
か
し
て
は
水
を
入
れ
、
乾
か

し
て
は
水
を
入
れ
る
と
い
う
間
断
濯
滋
と

い
う
万
法
を
と
る
。
最
初
、
稲
は
貧
弱
だ

が
、
最
後
に
は
立
派
な
稲
が
で
き
る
。
こ

の
稲
作
は
、
民
間
人
の
子
仁
よ
っ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
伝
わ
り
、
次
第
に
農
民
の
筒

に
広
が
り
、
最
近
で
は
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領

が
現
地
を
視
祭
し
、
匿
を
挙
げ
て
普
及
し

よ
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

S
R
i
は
、
水
の
ゴ
ン
ト
ロ
ル
が
で

き
な
い
と
適
応
で
き
な
い
が
、
途
上
国
で

資
源
は
な
い
が
労
働
力
は
あ
る
と
い
っ
た

場
合
、
労
働
力
で
資
源
不
足
を
補
い
、
一
一
回
向

い
生
産
性
を
得
よ
う
と
い
う
考
え
万
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
途
上
国
の
農
業
に
と
っ

て
非
常
仁
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、

こ
れ
を
闇
雲
に
無
条
件
に
当
て
は
め
る
と

失
敗
す
る
で
あ
ろ
う
。
必
ず
現
場
で
テ
ス

ト
を
し
て
か
ら
普
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
ア
フ
リ
カ
で
い
か
に
し
て
持

続
可
能
な
農
業
を
開
発
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
ア
フ
リ
カ
の
稲
作
は
多

様
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
の
抽
出
域
を
見
る

14 
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と
、
雨
の
多
い
森
林
積
か
ら
、
ギ
ニ
ア
・

サ
バ
ン
ナ
帯
、
ス
i
ダ
ン
・
サ
バ
ン
ナ
帯
、

サ
へ
ん
帯
と
、
緯
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て

雨
量
が
減
っ
て
く
る
。
罰
則
量
が
生
育
期
間

を
決
め
、
例
え
ば
サ
ヘ
ル
痛
で
は
、
天
水

で
は

ω臼
ほ
ど
し
か
作
物
を
育
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た
地
域
は
濯
殺

し
な
け
れ
ば
稲
作
は
で
き
な
い
が
、
い
く

つ
か
の
地
域
で
は
既
仁
濯
殺
に
よ
っ
て
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ス
ダ
ン
・
サ
バ
ン
ナ
帯
、
ギ
ニ
ア
・

サ
バ
ン
ナ
帯
、
森
林
帯
で
は
十
分
稲
作
で

き
る
土
地
と
水
が
あ
る
。
ア
フ
ソ
カ
で
は

1
9
6
1
年
以
来
、
コ
メ
の
消
費
量
は
ど

ん
ど
ん
増
加
し
、
現
在
、
西
ア
フ
ソ
力
の

市
力
国
で
約
1
2
0
0
万
t
の
コ
メ
を
消

費
し
て
お
り
、
コ
メ
は
重
要
な
食
料
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
フ
リ
カ

抽
出
域
で
生
産
さ
れ
る
コ
メ
は
消
費
量
の
半

分
程
で
、
残
り
は
輸
入
で
あ
る
。
コ
メ
の

自
給
率
は
印
%
程
で
し
か
な
い
。
西
ア
フ

リ
カ
は
非
常
に
貧
し
い
地
域
だ
が
、
一
し
の

貧
し
い
地
域
が
コ
メ
を
輸
入
す
る
た
め
仁

莫
大
な
外
貨
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
こ
の
地
域
の
経
済
発
展
を
妨
げ
て

い
る
婆
因
の
一
つ
に
ち
な
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
で
持
続
的

な
稲
作
を
発
展
さ
せ
る
か
、
こ
れ
が
実
は

ア
フ
リ
カ
開
発
の
極
め
て
大
事
な
問
題
で

あ
る
。最
近
ネ
ソ
力

(
Z
Oく
く
刃
一

8
4
0
7
P
4
5
ω
)

と
い
う
新
し
い
稲
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
可

能
性
が
期
待
さ
れ
る
。
ネ
ソ
力
は
、
閣
僚

研
究
機
関
で
あ
る
西
ア
フ
リ
カ
稲
作
開
発

協
会

(
W
A
R
D
A
、
ワ
ル
ダ
)
の
モ
ン

テ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ズ
氏
に
よ
り
、
オ
リ

ザ
・
サ
テ
ィ
パ
と
い
う
ア
ジ
ア
稲
と
ア
フ

リ
カ
在
来
の
オ
ソ
ザ
・
グ
ラ
ベ
リ
マ
と
い

う
稿
の
交
配
穫
と
し
て
最
初
に
つ
く
ら
れ

た
。
ア
フ
リ
カ
稲
は
収
E

一
軍
性
、
生
産
性
は

低
い
が
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
病
気
や
虫
に

対
す
る
抵
抗
性
は
強
い
。
そ
の
良
い
点
を
、

ア
ジ
ア
の
収
量
性
の
吉
岡
い
稲
に
導
入
し
て
、

高
い
環
境
適
応
性
と
生
産
性
の
あ
る
稲
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
つ
く

ら
れ
た
ち
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
惜
の

畑
地
農
業
向
け
の
ネ
リ
カ
米
品
種
と
、
印

の
水
田
農
業
向
け
ネ
リ
カ
米
品
種
が
開
発

さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
全
体
で
市
万
h

a
に
わ

た
り
普
及
し
て
い
る
。
こ
の
普
及
に
は
日

本
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
援
問
が

貢
献
し
て
い
る
。
ネ
リ
カ
は
、
ア
フ
リ
カ

農
業
に
貢
献
す
る
司
能
性
が
高
く
、
期
待

さ
れ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
の
問
題
は
品
種
だ

け
で
片
付
く
と
い
っ
疋
簡
単
な
こ
と
で
は

な
く
、
や
は
り
農
業
の
基
盤
と
な
る
土
地
、

水
田
の
開
発
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。

ア
フ
リ
カ
に
水
田
と
い
う
亡
不
思
議
に

聞
こ
え
る
か
ち
し
れ
な
い
か
、
水
田
と
し

て
開
発
で
き
る
余
地
は
大
い
に
あ
る
。
私

が
委
員
を
務
め
て
い
る
ワ
ル
ダ
の
調
査
に

よ
る
と
、
イ
ン
ラ
ン
ド
ヴ
ァ
レ

i
と
呼
ば

れ
る
内
陸
の
小
渓
谷
は
非
常
に
稲
作
に
向

い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ポ
ン
プ
を
使
わ
な

く
て
ち
自
然
な
勾
配
が
あ
り
、
港
紙
が
可

能
に
な
る
。
そ
の
面
積
は
約
2
0
0
0
1

4
0
0
0
万
h

a
あ
り
、
日
本
の
金
水
田

面
積
が
2
0
0
万
h

a
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
そ
の
閉
山

i
勾
倍
の
土
地
が
将
来

水
田
に
な
り
う
る
と
い
え
る
。
そ
う
し
た

観
点
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
は
水
田
の
開
発
の

余
地
が
大
き
い
地
域
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
指
続
的
な
水
田
農
業
を
つ
く

る
に
は
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
。

最
初
に
、
湿
地
を
水
田
に
っ
く
り
変
え
る
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こ
と
。
ま
ず
は
土
地
を
平
ら
に
し
、
国
り

を
あ
ぜ
で
包
い
、
養
分
の
蓄
積
が
起
こ
る

よ
う
な
土
壌
を
つ
く
る
。
次
に
濯
滋
用
水

路
、
排
水
路
を
つ
く
る
。

3
番
自
に
ダ
ム

を
つ
く
る
こ
と
で
非
常
に
安
定
し
た
稲
作

が
可
能
仁
な
る
。
一
度
に
こ
こ
ま
で
つ
く

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ス
テ
ッ
プ
・
パ

イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
う
し
て
生
産
の
慕
盤
が
で
き
れ

ば
、
さ
ら
仁
種
を
増
や
し
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
、
ま
た
収
穫
後
、
例
え
ば
脱
穀
、
ち

み
す
り
、
精
米
の
施
設
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
生
産
物
を
市
場
に
運
ぶ
に
は
翰
送

イ
ン
フ
ラ
が
必
要
に
怠
る
。
さ
ら
に
は
農

民
自
身
の
能
力
構
築
、
教
育
ち
一
体
と
怠

っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い

だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
で
は
7
0
0
0
年、

韓
国
・
日
本
で
は
3
0
0
0
年
j
2
0
0

0
年
と
稲
作
の
歴
史
が
長
<
、
そ
う
し
だ

ア
ジ
ア
の
経
験
・
知
見
は
ア
フ
リ
カ
で
の

稲
作
の
発
展
に
多
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
日
本
で
ち
1
9
6
0
年
頃
は
牛
で

耕
し
、
人
間
の
子
で
田
植
え
、
除
草
、
稲

刈
り
を
し
て
い
た
。
や
が
て
安
定
し
疋
生

産
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
ん

ど
ん
発
展
し
、
印
年
後
は
お
結
え
機
で
苗

を
植
え
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
、
刈
る
と

同
時
に
脱
穀
で
き
る
よ
う
仁
な
つ
走
。
最

近
は
無
人
の
へ
リ
コ
ブ
タ
で
種
を
掻
い

た
り
、

G
P
S
に
よ
る
田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト

ち
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
↑
に
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
の
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
水

田
を
つ
く
り
、
養
分
が
蓄
積
さ
れ
、
持
続

的
な
生
産
が
保
障
さ
れ
疋
お
か
げ
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
農
村
が
豊
か
に
な
り
、
農

村
の
若
者
の
教
育
の
機
会
ち
埠
え
、
医
療

施
設
ち
整
い
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
ち
司
能

に
な
っ
走
。

会
後
、
人
口
が
岨
増
加
し
、
資
源
が
減
少

す
る
中
で
、
措
続
可
能
な
水
田
農
業
を
作

っ
て
い
く
こ
と
は
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の

発
展
の
基
本
と
い
え
、
そ
の
だ
め
に
は
高

い
資
源
の
利
用
効
準
亡
、
吉
岡
い
生
産
性
、

そ
し
て
持
続
性
を
語
っ
た
水
田
が
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
う
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、

開
発
余
地
の
非
常
に
大
き
い
土
地
が
あ
り
、

ネ
リ
力
亡
い
う
新
し
い
品
種
ち
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
で
ち
、

S
R

や

そ
の
他
の
新
し
い
技
術
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

技
術
移
転
や
技
術
開
発
、
能
力
間
開
発
の
面

で
の
一
層
の
協
力
が
重
要
な
力
ギ
と
な
る
。

16 
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人口転換と社会経済発展一日本の場合

IDix 

は
じ
め
巴

私
は
現
在
、
最
近
の
少
子
化
と
人
口
減

少
と
い
つ
だ
人
口
問
題
を
主
に
研
究
し
て

い
ま
す
が
、
本
臼
は
戦
後
直
後
か
ら
1
9

7
0
年
代
半
ば
ま
で
の
包
本
の
出
生
力
転

換
に
焦
点
在
当
て
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
の
移
行
過

程
で
あ
る
日
本
の
人
口
転
換
は
、

4
つ
の

段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
段

階
自
が
戦
前
、

2
段
階
日
が
1
9
4
5
年

か
ら
印
年
ま
で
、

3
段
階
包
が
1
9
6
0

i
百
年
ま
で
、

4
段
階
臼
が
1
9
7
5
年

以
降
の
時
代
仁
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
ムコ

B
は
そ
の
中
で
ち
第
2
、
3
段
階
に

焦
点
を
当
て
て
説
明
し
ま
す
。
こ
の
2
段

階
日
1
9
4
5
年
か
ら
1
9
6
0
年
ま
で

は
出
生
率
が
転
換
し
た
時
代
、
そ
し
て
3

段
階
目
の
1
9
6
0
1
百
年
は
人
口
ボ
ー

ナ
ス
を
享
受
し
た
時
代
で
す
。
こ
の
時
期

に
お
け
る
出
生
力
転
換
の
原
因
と
結
果
に

特
に
力
点
を
お
い
て
、
人
口
転
換
と
経
済

社
会
発
展
の
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
相
相
互
関

係
に
つ
い
て
ち
説
明
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

阿藤早稲田大争特任教授

包
本
で
近
代
化
と
経
済
成
長
が
始
ま
っ

乏
の
は
1
8
6
8
年
の
明
治
維
新
以
降
で

す
。
ゆ
世
紀
終
わ
り
か
ら
第
2
次
世
界
大

戦
が
始
ま
る
ま
で
、
都
市
化
・
工
業
化
に

よ
っ
て
臼
本
経
済
は
急
速
に
拡
大
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
第
2
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

に
よ
っ
て

B
本
の
経
済
生
産
は
戦
前
の
半

分
ほ
ど
に
ま
で
減
少
し
ま
し
だ
。
し
か
し

占
領
軍
の
統
治
の
下
で
、

1
9
5
0
年
代

の
半
ば
ま
で
に
は
戦
前
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

経
済
が
回
復
し
ま
し
だ
。
政
治
的
に
は
新

憲
法
が
出
制
定
さ
れ
、
民
主
主
義
国
家
と
な

り
、
男
女
平
等
、
一
言
論
・
思
想
の
自
由
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
民
活
の
改
訂

が
行
わ
れ
、
新
民
法
に
お
い
て
家
父
長
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
核
家
族
が
新
し
い
民
活

の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
だ
。

G
汁

Q
の
指

揮
の
下
、
財
閥
解
体
や
農
地
改
革
が
行
わ

れ
、
莫
大
な
資
産
や
土
地
を
所
有
者
す
る

人
た
ち
へ
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
し
走
。

ま
た
働
く
者
の
権
利
を
保
護
す
る
労
働
三

法
ち
導
入
さ
れ
ま
し
定
。
こ
う
し
て
日
本

人
の
閏
で
資
産
と
所
得
の
平
等
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

戦
後
、
政
治
的
・
経
済
的
社
会
構
造
が

17 
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劇
的
に
変
化
し
た
こ
と
で
、
人
々
の
上
昇

志
向
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。
農
民
や

労
働
者
ち
、
戦
前
は
硬
直
化
し
疋
不
平
等

な
社
会
構
造
の
中
で
抑
圧
さ
れ
て
い
ま
し

だ
が
、
そ
う
し
た
社
会
構
造
か
ら
解
放
さ

れ
た
お
か
げ
で
、
出
生
率
が
大
き
く
変
わ

り
、
経
済
成
長
を
促
す
こ
と
に
な
っ
疋
の

で
す
。

ー
回
出
生
力
転
換
の
達
成

人
口
学
的
仁
見
て
、
戦
後
汚
年
は
日
本

の
近
代
化
の
節
臼
と
い
え
る
時
期
で
す
。

1
9
4
9
年
の

B
本
の

T
F
円
は
4

・
4

と
い
う
高
さ
で
し
定
。
し
か
し
こ
の
ベ
ピ

ブ
ム
の
直
後
、

T
F
R
は
劇
的
に
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
前
か
ら
出
生
率
の

減
少
は
始
ま
っ
て
い
ま
し
疋
が
、
第
一
段

階
に
お
け
る
出
生
率
の
減
少
は
穏
や
か
な

ち
の
で
し
た
。
そ
の
時
期
に
お
け
る
出
生

率
低
下
の
ま
な
理
由
は
、
結
婚
年
齢
が
上

が
っ
疋
こ
と
に
よ
る
ち
の
で
し
た
。
し
か

し
、
第
二
段
階
で
は
急
激
な
出
生
率
の
減

少
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
夫
婦
の
出

産
そ
の
ち
の
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
ち

の
で
す
。
一
し
の
時
期
仁
、
ー
夫
婦
当
だ
り

で
生
ま
れ
る
7
7

ど
ち
の
数
が

5
人
か
ら

2

・3
人
ま
で
急
激
に
減
少
し
だ
の
で
す
。

な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
こ
ん
な
に
乞
急
速

な
出
生
率
の
転
換
が
集
中
的
に
起
こ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
的
と
し
て
は
い

く
つ
か
の
愛
用
凶
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず

優
生
保
護
法
が
1
9
4
8
年
に
施
行
さ
れ
、

経
済
的
理
由
に
よ
る
中
絶
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
事
実
上
中
絶
が
自
由
化
さ
れ

た
こ
と
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

次
仁
、
避
妊
が
普
及
し
、
家
族
計
画
と
い

う
考
え
万
が
広
が
り
ま
し
だ
。
避
妊
の
普

及
準
は
、

1
9
6
0
年
代
で
は
結
婚
し
だ

夫
婦
の
腎
で
初
%
で
し
た
が
、

1
9
7
0

年
代
で
は
、
印
%
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
絶
よ
り
ち
避
妊
に
よ
る
出

生
率
の
低
下
の
効
果
が
よ
り
顕
著
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
避
妊
の
普
及
の
背
景
に
は
、

N
G
O
や
大
企
業
、
池
万
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
協
力
、
そ
し
て
政
府
志
家
族
計
画

の
受
け
入
れ
を
推
奨
し
だ
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
戦
前
、
中
絶
は
違
法
で
あ
り
、
政
府
が

避
妊
具
の
使
用
を
規
制
し
て
い
た
だ
め
、

避
妊
具
を
入
手
す
る
の
は
難
し
く
、
夫
婦

18 
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に
と
っ
て
避
妊
や
家
族
計
画
は
社
会
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
ち
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
定
。
戦
後
、
中
絶
の
合
法
化
、
避
妊

呉
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
家
族
計
画

の
考
え
万
が
一
気
仁
広
ま
り
ま
し
た
。
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ま
た
、
社
会
的
・
経
済
的
状
況
が
劇
的

仁
変
化
し
た
こ
と
乞
一
因
で
す
。

8
本
は

戦
後
、
食
糧
不
足
に
扇
面
し
、

1
2
5
0

年
代
半
ば
頃
ま
で
は
戦
前
よ
り
ち
貧
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
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い
貧
臨
は
、
多
く
の
世
帯
に
と
っ
て
予
ど

ち
の
数
互
少
な
く
す
る
選
択
を
行
う
だ
め

の
動
機
付
け
と
な
り
ま
し
だ
。
ま
定
G
H

Q
の
民
主
化
政
策
に
よ
り
、
農
家
や
工
場

労
働
者
の
世
帯
で
ち
、
子
ど
ち
を
少
な
く

し
て
生
活
水
準
を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
よ
り
強
ま
り
ま
し
だ
。

こ
の
時
期
、
出
生
率
と
と
ち
に
死
亡
率

ち
急
速
に
減
少
し
、
日
本
の
平
均
寿
命
が

欧
米
に
ほ
ぼ
追
い
つ
き
、
同
時
に
疫
学
的

な
意
昧
で
ち
転
換
を
果
疋
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
感
染
症
に
よ
る
乳
幼
児
の
死
亡
率
が

高
い
時
販
が
終
わ
り
、
日
本
は
人
口
転
換

の
第
3
段
階
に
入
っ
た
の
で
す
。

2
.
人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
経
済
成
長

人
口
転
換
の
第
3
段
階
は
1
9
5
0
代

末
漬
か
ら
初
年
代
半
ば
ま
で
の
約
初
年
間

に
あ
走
り
ま
す
。
一
し
の
時
期
、
出
生
率
は

大
体

2
・
0
1
2
・
1
と
安
定
し
て
い
ま

し
だ
。
人
口
維
持
に
必
要
な
出
生
率
が

2
・
1
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
そ
れ
に
ほ

ぼ
等
し
い
T
F
R
を
維
指
し
ま
し
た
。

1
9
5
0
年
代
、
印
年
代
の
G
D
P
を

経
済
は
年
準
叩
%
の
増
加
率
で
、

19 

見
る
と
、



年少人口 (O~14歳)、生産年齢人口 (15~64歳)、
老年人口(65歳以上)の人口比率

ー
人
当
だ
り
の
所
得
は
1
9
5
5
年
か
ら

1
9
7
5
年
の
間
に
4

・2
倍
僧
加
し
ま

し
た
。
こ
の
急
速
な
経
済
成
長
を
通
し
て
、

日
本
は
経
済
的
に
ち
先
進
国
と
な
り
、
劇

的
な
社
会
的
な
変
革
が
起
こ
り
ま
し
定
。

生産年齢人口

d 凶/
路地

同--・....... 、 年合人口

- みじ川

='-ー
老年人口

(%) 
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年

o 

こ
の
高
度
経
済
成
長
に
は
い
ろ
い
ろ
な
嬰

因
が
あ
り
ま
し
左
が
、
人
口
経
済
学
者
の

閣
で
は
次
の
よ
う
な
考
え
が
一
般
的
で
す
。

ま
ず
1
9
5
0
年
代
、
出
生
率
の
急
激

な
転
換
に
よ
り
、

7
7
ど
ち
の
人
口
出
率
が

減
少
し
、
労
働
年
齢
の
人
口
比
率
が
増
加

し
ま
し
た
。
一
し
れ
に
よ
り
、
「
人
口
ボ
ナ

ス
L

が
得
ら
れ
、
高
度
経
済
成
長
が
可
能

に
な
っ
疋
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
少
人

口
と
生
産
年
齢
人
口
の
分
布
を
見
る
と
、

1
9
5
0
年
代
半
ば
ま
で
、
生
産
年
齢
人

口
は
印
%
で
し
た
が
、

1
9
6
5
年
に
は

閉
山
%
、
そ
の
後
2
0
0
0
年
頃
ま
で
は
お

よ
そ
初
%
弱
で
推
移
し
ま
し
た
。
生
産
年

齢
人
口
が
場
加
し
疋
こ
と
で
人
件
費
が
比

較
的
低
く
抑
え
ら
れ
、
予
古
田
て
の
負
担
が

小
さ
く
な
り
、
社
会
全
体
と
し
て
投
資
や

貯
蓄
が
増
え
、
そ
う
し
だ
こ
と
が
高
度
経

済
成
長
に
寄
与
し
ま
し
た
。

1
9
5
5
年
i
百
年
の
初
年
間
に
お
け

る
農
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
出

率
を
見
る
亡
、
第
2
、
3
次
産
業
の
生
産

高
が
第
1
次
産
業
の
農
業
部
門
の
生
産
高

を
大
き
く
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
の
数
は
、
川
引
%

か
ら
は
%
に
減
少
す
る
一
万
、
第
2
、
3

次
産
業
に
従
事
す
る
人
口
が
こ
の
時
期
に

大
き
く
場
加
し
ま
し
走
。
ま
た
こ
の
却
年

間
で
労
働
者
の
雇
用
形
態
ち
工
業
化
仁
よ

っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
自
営
業
者
、

農
家
の
都
合
が
大
き
く
減
少
し
、
そ
の
代

わ
り
に
、
サ
ラ
リ
マ
ン
の
数
が
特
%
か

ら
印
%
に
増
加
し
疋
の
で
す
。

さ
ら
に
、
中
学
や
高
校
在
終
え
た
者
い

人
た
ち
が
、
地
方
か
ら
都
会
へ
と
ど
ん
ど

ん
出
て
き
て
、
仕
事
や
教
育
を
求
め
ま
し

走
。
日
本
の
社
会
は
都
市
化
が
進
み
、
特

に
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大
都
市
圏

へ
と
人
々
が
移
動
し
て
い
き
ま
し
疋
。
こ

の
お
年
の
践
に
、
二
一
大
都
市
圏
に
住
む
人

の
出
率
が
、
お
%
か
ら
科
%
へ
と
増
加
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
古
帯
が
経
済
的
に
豊

か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
予
ど
ち
だ
ち
は

高
等
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

時
期
、
高
校
へ
の
就
学
率
は
男
予
の
回
%

が
川
町
%
に
、
女
7
7
が
け
引
%
か
ら
回
%
へ
と

矯
加
し
ま
し
だ
。
ま
だ
大
学
進
学
率
に
つ

い
て
ち
こ
の
時
期
、
男
予
が
川
叫
%
、
女
子

が
お
%
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

日
本
は
、
出
生
力
転
換
の
成
功
に
よ
り
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「
人
口
ボ
ナ
ス
」
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
高

度
経
済
成
長
に
つ
な
が
っ
左
わ
け
で
す
が
、

B
本
社
会
は
こ
の
中
で
消
費
主
義
志
向
の

豊
か
な
工
業
化
・
都
市
化
社
会
、
官
同
い
教

育
水
準
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
へ
と
変
わ

っ
て
い
き
ま
し
だ
。
こ
の
変
革
仁
よ
っ
て

女
性
の
社
会
進
出
が
促
進
さ
れ
、

1
9
8

0
年
代
以
媛
、
特
に
者
い
人
定
ち
の
価
値

観
や
仕
事
に
対
す
る
態
度
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
結
婚
や
子
育

て
を
遅
ら
せ
る
人
々
が
増
え
、
出
生
率
が

人
口
維
捧
を
は
る
か
に
下
回
る
レ
ベ
ル
ま

で
減
少
し
て
し
ま
つ
だ
の
で
す
。

現
在
の

B
本
の
出
生
率
は
極
め
て
低
い

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
低
い
出
生

率
が
継
続
す
れ
ば
、

1
0
0
年
後
の
日
本

の
人
口
は
3
分
の
ー
に
ま
で
減
少
す
る
で

し
ょ
う
。
ま
が
L

人
口
構
造
を
見
る
と
、
現

在
は
防
歳
以
上
の
人
口
広
率
は
お
%
で
す

が
、
印
年
後
に
は
紛
%
と
倍
に
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
口
動
態

の
変
化
、
超
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
日
本

の
経
済
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
が
今
日
の
新
し

アフリカ・アジア会議

い
人
口
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

だ
だ
し
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
別
の
フ
ォ

ラ
ム
で
討
議
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
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> ヒー
日講演要< 

感染症対策におけるコミュニティの重要性

英佑

1
・
は
じ
め
巴

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
合
目
、
女
性
は

田山・

ω歳
、
男
性
は
河
川
・
臼
歳
と
な
り
、

世
界
で
一
番
の
長
寿
医
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
高
い
平
均
寿
命
を
獲
得
す
る

ま
で
に
は
長
い
年
月
を
要
し
て
い
る
。
国

の
施
策
、
経
済
成
長
、
国
民
の
衛
生
知
識

や
栄
養
の
向
上
、
医
療
の
貢
献
を
無
く
し

て
、
こ
の
よ
う
な
高
い
水
準
に
達
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
わ
が

国
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
結
ん
で
き
た
い
く

つ
か
の
話
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る。

清水東京慈恵会医科大学名誉教授

2
.

結
核
の
撲
滅

1
9
4
3
年
頃
の
わ
が
国
の
結
核
に
よ

る
死
亡
率
は
人
口
ね
万
人
当
た
り
2
3
5

入
で
あ
つ
だ
。

4
7
日
で
は
1
・
8
人
と
な

り
、
国
民
死
因
の
お
番
目
で
あ
る
。
し
か

し
、
発
展
途
上
置
で
は
、
ま
だ
国
民
死
因

の
上
位
に
位
置
し
て
い
る
密
が
多
い
。
結

核
は
、
感
染
症
の
中
で
ち
慢
性
の
経
過
を

取
り
、
生
命
仁
関
わ
る
病
気
で
あ
り
、
周

囲
に
感
染
さ
せ
、
完
治
す
る
の
に
隠
閤
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
患
者
管
理
は
霊
要
で

あ
る
。
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わ
が
国
で
の
結
核
が
今
日
の
状
態
に
ま

で
改
善
す
る
上
で
は
次
の
よ
う
な
対
策
が

と
ら
れ
た
。
ま
ず
、
結
核
を
医
俣
病
と
し

て
考
え
、
固
と
国
民
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
国
は
厚
生
省
を

設
置
し
、
さ
ら
に
地
域
に
は
1
9
3
8
年

仁
保
健
所
を
設
置
し
た
。

1
9
5
1
年
に

は
結
核
予
防
法
を
施
行
し
、
学
童
に
対
し

て
は
全
員
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

す
る
こ
と
、
胸
部
X
線
写
真
を
撮
る
こ
と

を
義
務
づ
け
た
。
さ
ら
に
職
域
で
ち
結
核

検
診
を
実
施
し
、
的
脳
部
X
線
写
真
の
撮
影

を
従
業
員
全
員
仁
実
施
す
る
こ
と
で
、
患

者
の
早
期
発
見
に
ゆ
掛
け
だ
。
ま
だ
、
地

域
に
お
い
て
ち
保
健
所
が
中
山
山
に
な
っ
て
、

地
域
住
民
の
結
核
患
者
の
早
期
発
見
に
努

力
し
だ
。
感
染
の
危
険
性
の
高
い
患
者
は
、

結
核
療
養
所
や
阻
隔
離
病
棟
に
入
院
さ
せ
、

感
染
の
拡
大
を
防
い
だ
。

医
師
は
結
核
患
者
で
あ
る
と
診
断
す
る

と
保
健
所
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
届
け
出
を
受
け
疋
保
健
所

は
、
患
者
の
住
所
池
を
管
轄
す
る
保
健
所

仁
連
絡
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
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清水英佑東京慈恵会医科大学名誉教授

連
絡
を
受
け
疋
保
健
所
で
は
、
保
健
師
酬
が

家
庭
訪
問
を
し
、
患
者
管
理
を
行
う
。
患

者
が
何
処
に
転
居
し
て
ち
必
ず
転
居
先
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
連
絡
が
行

く
と
い
う
、
水
ち
漏
ら
さ
ぬ
体
制
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
感
染
の
拡
大
を
予
防
し
だ
。

こ
れ
は
現
在
で
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
国
民
の
栄
養
摂
取
の
内
容
乞
よ
く
な

り
、
ま
た
、
抗
結
核
薬
の
普
及
、
医
療
技

術
の
向
上
、
衛
生
数
吉
田
の
充
実
等
で
、
給

付
制
に
よ
る
死
亡
率
は
俗
々
に
減
少
し
だ
。

今
日
で
ち
結
核
の
新
規
擢
患
率
は
人
口

ω万
人
当
た
り
お
人
、
年
間
3
万
人
ほ
ど

で
あ
る
。
た
だ
し
結
核
に
よ
る
死
亡
数
は

日
本
全
体
で
年
間
2
3
0
0
人
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
途
半
端
な
治
療
に
よ
る
薬
剤

耐
性
菌
の
出
現
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、

D
O
T
S
G一寸
R
Sミ

O
U
ω
0
2
0
且↓
3
呉
ヨ
ωコけ

ω
T
6
3
口

O
E
3
0
)
(世直

接
監
視
下
短
期
化
学
療
法
)
に
よ
り
、
地

協
や
病
院
に
お
い
て
ス
タ
ッ
フ
の
直
接
監

視
下
で
抗
結
核
薬
を
服
用
す
る
万
法
を
と

っ
て
い
る
。
結
核
の
撲
滅
仁
隠
し
て
は
、

池
域
に
お
け
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
伎
民
と

の
連
携
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

3
.
寄
生
虫
の
撲
滅

第
2
次
世
界
大
戦
以
前
の
わ
が
闘
の
環

境
衛
生
は
か
な
り
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
大

都
市
部
の
一
一
部
を
除
い
て
上
水
道
は
発
達

し
て
お
ら
ず
、
下
水
道
は
全
底
的
に
未
整

備
で
あ
っ
た
。
大
都
市
東
京
で
ち
尿
尿
の

く
み
取
り
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
定
め
、
全
国
出
的
に
包
民
の
寄
生
虫
感

染
準
は
高
い
状
態
で
あ
っ
定
。
そ
の
原
因

は
、
深
尿
を
白
熔
の
肥
料
に
用
い
て
い
た

こ
と
仁
よ
る
。

1
9
3
1
年
に
は
寄
生
虫

予
防
法
が
施
行
さ
れ
保
健
所
や
学
校
で
の

検
便
が
行
わ
れ
始
め
た
。

私
は
1
9
6
5
年
に
長
野
県
の
あ
る
地

区
で
、
住
民
の
健
康
診
断
お
よ
び
寄
生
虫

検
査
を
実
施
し
た
。
秋
山
郷
と
い
い
、
山

の
中
腹
に
あ
る
人
口

6
8
8
人
で
、
日
人

か
ら
2
0
0
人
伎
の
単
位
の
部
落
が
五
つ

あ
る
。
部
落
は
互
い
に
2
1
4
キ
ロ
メ

ト
ル
以
上
は
離
れ
て
存
在
す
る
池
域
で
あ

る
。
冬
は
古
豪
雪
地
帯
で
、
麓
の
町
と
は
受

通
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
ト
イ
レ
は
戸

外
で
、
直
接
川
仁
流
す
か
瓶
に
蓄
え
、
田

畑
の
肥
料
仁
用
い
る
。
飲
料
水
は
沢
の
水

か
井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
。
野
菜
類
は
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冬
の
保
存
食
と
し
て
塩
漬
け
に
し
て
保
存

す
る
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

1
9
6
5
年
の
最
初
の
年
の
検
査
で
は
、

寄
生
虫
感
染
率
は
位
・
8
%
、
特
に
中
学
生

で
は
位
・
3
%
で
あ
っ
定
。
当
時
の
わ
が
国

の
全
国
平
均
が
ロ
・
8
%
で
あ
る
か
ら
極
め

て
高
率
で
あ
る
。
回
虫
(
3
5且
5
0ヨ
)
に

限
れ
ば
小
学
生
判
・
4
%
、
中
学
生
引
・

5
%
、
成
人
出
・
8
%
、
平
均
臼
・
9
%
で

あ
っ
た
。

2
人
に
1
人
は
回
虫
保
有
者
で

あ
る
。
そ
こ
で
寄
生
虫
撲
滅
対
策
を
潤
始

し
た
。下
水
道
は
な
い
状
態
で
、
田
畑
の
肥
料

に
尿
尿
を
用
い
、
冬
の
保
存
食
と
し
て
野

菜
を
塩
漬
に
し
て
食
べ
る
習
慣
の
中
で
、

寄
生
虫
感
染
源
を
な
く
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
つ
ま
り
侮
漬
け
野
菜
中
で
は
寄

生
虫
卵
は
数
年
間
生
存
可
能
だ
か
ら
で
あ

る。
そ
の
た
め
、
五
つ
の
部
落
全
員
仁
徹
底

的
に
随
一
虫
を
行
う
こ
と
に
し
定
。
つ
ま
り
、

住
民
全
員
が
徹
底
的
に
駆
虫
を
数
年
行
え

ば
寄
生
虫
陽
性
率
は
ゼ
口
に
近
ゴ
く
と
い

う
過
去
の
事
例
か
ら
、
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
大
野
外
実
験
で
あ
る
。

保
健
師
酬
を
ゅ
の
に
、
住
民
と
話
し
合
い

の
上
、
各
部
落
に
衛
生
担
当
者
を
置
き
、

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
年
3
回
(
5
月
、

B
丹
、
什
丹
)
師
団
虫
薬
の
投
与
を
開
始
し

走
。
師
団
虫
薬
は
保
健
所
と
役
場
の
賛
同
に

よ
り
提
供
さ
れ
た
。

2
年

B
の
寄
生
虫
卵
陽
性
率
は
市
・

9
%
減
少
し
、
m
-
9
%
と
な
っ
走
。
回

虫
卵
の
田
用
性
率
は
M
%
減
少
し
、
鈎
%
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
保
健
師
や
衛
生

担
当
者
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
大
き
な
効

果
を
生
み
、
住
民
に
大
き
な
勇
気
を
与
え

た。

24 

し
か
し
、
3
年
包
の
寄
生
虫
卵
陽
性
市
中

は
前
年
よ
り
わ
ず
か
5
・
8
%
減
少
し
、

回
虫
卵
陽
性
率
ち
6
・
6
%
し
か
減
少
し

な
か
っ
定
。
初
年
度
か
ら
2
年
自
に
か
け

て
の
減
少
率
よ
り
ち
、
低
か
っ
た
。
そ
の

原
因
は
、
検
便
の
提
出
率
が
下
が
つ
だ
こ

と
に
よ
る
。
そ
の
だ
め
、
次
年
度
に
か
け

て
、
住
民
に
対
し
て
寄
生
虫
撲
滅
の
た
め

の
啓
蒙
運
動
を
繰
り
広
げ
た
。
ポ
ス
タ

や
新
聞
を
発
行
し
、
寄
生
虫
の
感
染
が
健

康
に
悪
影
響
を
ち
た
ら
す
こ
と
を
説
明
し
、

住
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
効
果
は
十
分
に
上
が
り
、
4
年
目

の
結
果
は
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
並
み
に
落
ち

着
い
た
。
回
虫
卵
陽
性
率
ち
長
野
県
の
平

均
で
あ
る
3
・
3
%
に
ま
で
減
少
し
た
。
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村
役
場
、
保
健
所
、
保
健
錦
、
住
民
の

意
識
の
向
上
と
団
結
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
収
穫
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
連
携
と
連
帯
意
識
は
、
そ
の
後
、
住
民

の
毅
急
医
療
体
制
に
関
す
る
意
識
の
向
上

に
ち
役
立
っ
て
い
る
。

4

乳
児
死
亡
と
よ
水
道
の
普
及

先
史
時
代
よ
り
ヒ
ト
は
河
川
、
湖
沼
、

湧
き
水
を
水
源
と
し
て
判
利
用
し
て
き
た
が
、

集
落
が
形
成
さ
れ
る
と
井
戸
を
掘
り
、
地

下
水
を
利
開
閉
す
る
こ
と
に
な
っ
走
。
し
か

し
、
伝
染
病
仁
関
す
る
知
識
が
な
い
演
は

現
在
の
よ
う
に
飲
み
水
の
ろ
過
を
し
て
用

い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

人
口
の
都
市
集
中
化
現
象
と
広
域
化
は

膨
大
な
水
の
量
を
必
要
と
す
る
こ
と
仁
な

り
、
絶
対
量
の
不
足
と
水
質
の
悪
化
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
。
水
不
足
を
解
消
し
、

水
利
用
の
容
易
さ
か
ら
水
道
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
ダ
ム
の
建
設
が
進

め
ら
れ
る
。
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
河
川
の

水
量
は
完
全
に
管
理
さ
れ
農
業
生
産
に
貢

献
す
る
が
、
こ
れ
は
水
生
環
境
の
衰
退
を

引
き
起
ζ
す
。
淑
の
縮
小
、
湿
地
の
消
滅
、

動
植
物
の
絶
滅
等
に
つ
な
が
る
。
環
境
破

壊
が
進
む
こ
と
に
よ
り
人
々
の
生
活
へ
の

影
響
、
ひ
い
て
は
健
康
へ
の
影
響
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
は
合

日
で
ち
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
日
の
テ

マ
か
ら
は
は
ず
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触

れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
万
、
河
川
や
湖
沼
の
水
を
そ
の
ま
ま

飲
ん
で
い
た
時
代
は
さ
て
お
き
、
や
が
て
、

1
8
0
0
年
間
闘
に
は
、
水
の
濁
り
を
除
去

す
る
目
的
で
、
川
川
の
水
を
ろ
過
を
し
て
飲

料
水
と
し
て
用
い
て
い
た
。

1
8
9
3
年

に
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ル
ズ
と
ド
イ
ツ
の
ラ
イ

ン
ケ
が
向
時
に
川
の
水
を
「
砂
ろ
過
」
し

て
供
給
す
る
と
消
化
器
伝
染
病
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
死
亡
率
ち
減
少
す
る
こ
と
を

認
め
て
報
告
し
走
。
こ
れ
は
三
一
一
的
カ
E
コ口否

現
象
と
呼
ば
れ
る
。
砂
ろ
過
に
よ
る
浄
水

万
法
は
今
日
で
乞
広
く
行
わ
れ
て
い
る
万

活
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
で
は
病
原
体
で
汚
染
さ
れ

た
飲
料
水
で
毎
年
2
5
0
0
万
人
が
死
亡

す
る
と
い
う
。
し
か
ち
下
痢
に
よ
る
脱
水

症
や
栄
養
不
良
に
よ
り
5
歳
未
満
の
予
供

が
毎
年
3
0
0
万
人
死
亡
し
て
い
る
。
こ

れ
は
同
じ
年
齢
層
の
死
亡
者
の

4
分
の
ー

に
相
当
す
る
ち
の
で
あ
る
が
、
経
口
補
氷

療
活

(
O
一
寸
県
高
言
三
面
叶
5
3
7
0
3
ヨ
O
円

T
)
に
よ
り
予
防
・
治
療
が
可
能
で
あ
る
。

点
滴
が
下
痢
に
よ
る
脱
水
症
の
治
療
に
最

適
で
あ
る
が
、
下
痢
症
患
者
全
体
の

5
%

弱
が
点
滴
(
ヰ
口
百
一
コ
ω
2
2
0
3
)
を
す
る
に

過
ぎ
な
い
こ
と
在
考
え
る
と
、
と
り
あ
え

ず
O
R
T
の
普
及
は
重
要
で
あ
る
。

O

R

T
の
配
布
や
普
及
仁
保
健
所
の
役
割
剖
は
大

き
い
。東
ア
ジ
ア
お
よ
び
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を

見
る
と
、

1
9
8
4
年
の
中
国
の
十
大
死

因
の
第
5
位
は
消
化
器
系
疾
患
で
あ
っ
走
。

1
9
9
0
年
の
ベ
ト
ナ
ム
で
ち
や
は
り
第

5
伎
で
あ
っ
た
。

1
9
9
1
年
の
ス
ソ
ラ

ン
カ
で
の
入
院
患
者
の
十
大
死
因
の
第
5

位
は
胃
腸
疾
患
で
あ
る
し
、

1
9
9
2
年

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
民
死
鴎
の
第
9
位
は

下
痢
症
で
あ
り
、
乳
児
死
亡
の
第
4
位
ち

下
痢
症
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
消
化
器

系
疾
患
は
感
染
性
の
ち
の
で
、
特
に
乳
児

に
お
け
る
下
痢
か
ら
脱
水
・
栄
養
失
調
と
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連
動
し
、
命
を
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
予

防
の
た
め
に
ち
O
R
T
の
普
及
は
重
要
で

あ
る
。B
本
の
1
9
0
0
年
頃
は
水
道
の
普
及

率
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
口
に
近
く
水
系
伝
染
病

に
よ
る
患
者
数
は
は
万
人
ほ
ど
で
あ
つ
だ
。

多
く
の
家
庭
は
自
宅
に
井
戸
を
掘
り
、
あ

る
い
は
共
向
井
戸
を
利
用
す
る
こ
と
で
飲

料
水
在
確
保
し
て
い
た
。

1
9
6
0
年
代

に
入
り
水
道
普
及
率
は
印
%
を
超
え
る
と

亡
ち
に
、
水
系
伝
染
病
の
患
者
数
は
激
減

し
始
め
た
。
同
時
仁
、
乳
児
死
亡
率
ち
減

少
し
始
め
た
。
今
日
わ
が
国
の
乳
児
死
亡

率
は
、
出
生

1
0
0
0
人
に
対
し
て
2
・

8
で
あ
り
、
世
界
で
一
番
低
い
値
を
示
し

て
い
る
。
水
道
普
及
率
が
8
畿
を
超
え
る

と
水
系
伝
染
病
患
者
数
は
、
あ
る
一
定
の

基
準
数
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
ま
だ
、
乳
児
死
亡
率
の
低
減
に
ち

貢
献
す
る
。

水
は
供
給
さ
れ
て
ち
、
そ
の
質
が
十
分

保
障
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
因
で
、
下
痢
症

や
消
化
器
系
伝
染
病
を
発
病
す
る
こ
と
に

な
る
。
発
展
途
上
国
の
中
に
は
、
医
師
数
、

病
院
数
、
ベ
ッ
ド
数
、
医
療
費
等
の
萄
で

ま
だ
十
分
な
医
療
供
給
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
霞
々
が
あ
る
。
保
健
所
や
保
健
帥
が

地
域
住
民
に
対
し
て
、
疾
病
の
予
防
や
健

康
管
理
に
十
分
な
知
識
を
与
え
、
啓
蒙
運

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

下
痢
症
に
対
し
て
は
脱
水
の
予
防
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
だ
め
に
は
経
口
補
水
療
法

が
手
っ
取
り
早
く
、
安
全
で
、
誰
で
ち
が

利
用
可
能
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
近
年
、
水
の
汚

染
は
微
生
物
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
か
ら

の
排
水
、
あ
る
い
は
企
業
か
ら
排
出
さ
れ

る
化
学
物
質
等
に
よ
っ
て
ち
重
大
な
健
康

へ
の
影
響
を
来
す
こ
と
ち
常
に
念
頭
に
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
発
展
途
上
司
に
先
進

工
業
冨
か
ら
工
場
が
進
出
す
る
こ
と
で
環

境
の
汚
染
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
地
下

水
の
汚
染
、
飲
料
水
の
汚
染
と
い
っ
た
危

険
を
避
け
る
た
め
に
ち
、
地
域
に
お
け
る

保
健
所
で
の
検
査
体
制
の
確
立
が
明
書
ま
れ

る。5
.
あ
わ
り

Z

A

コ
目
、
先
進
工
業
国
で
は
、
高
い
衛
生

状
態
の
下
で
、
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る

こ
と
に
熱
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
か
さ

の
反
面
、
が
ん
、
脳
即
管
疾
患
、
む
臨
病
、

糖
尿
病
、
肥
満
、
高
血
圧
等
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や

し
て
い
る
。

細
菌
に
よ
る
感
染
症
に
対
し
て
は
、
予

防
接
種
が
広
く
普
及
し
た
と
は
い
え
、
散

発
的
に
流
行
が
起
こ
っ
て
い
る
し
死
者
ち

で
て
い
る
。
感
染
症
の
種
類
に
よ
っ
て
は

診
断
し
た
医
部
が
必
ず
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
相
規
程
さ
れ
て
い
る
ち
の

ち
あ
る
。
最
近
わ
が
国
で
、
大
学
生
走
ち

の
簡
に
麻
疹
や
百
日
咳
の
流
行
が
起
こ
り
、

大
学
の
授
業
の
休
講
や
一
定
期
間
大
学
へ

の
登
校
禁
止
等
の
処
置
が
と
ら
れ
た
。
ワ

ク
チ
ン
を
受
け
な
か
っ
定
年
齢
層
と
、
ー

ロ
の
接
種
だ
け
で
は
完
全
で
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
現
代

医
学
の
弱
点
が
露
見
し
だ
。

保
健
所
は
地
域
に
お
け
る
情
報
収
集
機

関
亡
し
て
ち
重
要
で
あ
る
。
住
民
と
の
遼

携
を
強
く
密
に
す
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
を

得
て
、
住
民
の
安
全
と
健
康
保
持
の
た
定

め
に
持
続
的
な
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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> "'" 目講演嬰< 

日本の戦後の農村開発と人口

嘉与子

1
・
戦
後
の
人
口
移
動
と
健
康
問
鐙

1
9
4
5
年
8
月
、
終
戦
を
迎
え
た

B

本
の
国
民
の
生
活
は
悲
惨
を
極
め
て
い
走
。

国
内
の
人
口
は
約
7
3
0
0
万
人
、
戦
火

仁
よ
っ
て
お
よ
そ
2
5
0
万
人
が
家
を
失

い
、
約
B
0
0
万
人
の
人
々
が
農
村
部
へ

疎
開
、
都
会
生
ま
れ
で
田
舎
の
怠
い
児
童

は
集
団
燦
聞
を
し
て
い
だ
。
終
戦
と
と
ち

に
こ
れ
ら
農
村
仁
疎
開
聞
し
て
い
た
都
市
の

人
口
の
多
く
が
都
市
仁
一
戻
り
始
め
、
さ
ら

に
外
地
仁
い
た
6
5
0
万
人
に
及
ぶ
兵
土

や
国
民
が
帰
還
し
、
ま
だ
日
本
に
い
た
1

7
0
万
人
の
朝
鮮
人
が
母
国
に
帰
ろ
う
と
、

日
本
中
で
人
口
の
大
移
動
が
起
き
て
い
た
。

こ
う
し
た
大
人
口
移
動
の
結
果
、

1
9
5

1
年
の
日
本
の
総
人
口
は
新
生
児
の
誕
生

を
含
め
8
4
5
0
万
人
に
達
し
た
ζ
と
が

記
録
仁
残
っ
て
い
る
。

こ
の
人
口
を
抱
え
て
直
面
し
た
大
き
な

問
題
は
食
糧
不
足
・
栄
養
不
良
の
問
題
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
食
糧
を
求
め
て
人
々

の
行
動
が
広
く
な
る
こ
と
で
感
染
症
ち
伝

撞
す
る
一
万
、
外
恩
か
ら
の
帰
還
者
が
持

ち
込
む
病
原
菌
ち
多
く
、
天
然
痘
・
発
疹

チ
フ
ス
・
コ
レ
ラ
・
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
・

清水元環境庁長官

パ
ラ
子
フ
ス
等
々
の
感
染
症
が
蔓
延
し
た
。

ま
た
当
詩
死
亡
翠
第
1
位
を
占
め
て
い
定

結
核
は
栄
養
不
良
の
状
況
の
中
で
さ
ら
に

蔓
延
し
て
い
た
。

戦
後
の
混
乱
と
急
激
な
人
口
携
で
食
糧

の
絶
対
量
が
少
な
い
こ
と
は
確
か
だ
っ
疋

が
、
同
時
に
伝
統
的
な
門
口
本
人
の
食
生
活

は
栄
養
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
石

持
っ
て
い
た
。
一
し
の
点
に
つ
い
て
、

G
H

G
公
衆
衛
生
局
長
亡
し
て
日
本
に
駐
留
し

た
サ
ム
ス
氏
が
回
想
録
の
中
で

n

世
界
的

な
諮
査
に
よ
れ
ば
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
れ
ば
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の

摂
取
量
が
多
い
ほ
ど
平
均
局
長
が
高
<
、

体
力
ち
あ
り
、
結
核
の
よ
う
な
慢
性
疾
患

を
引
き
起
こ
す
病
原
体
仁
対
し
て
強
い
抵

抗
力
ち
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

日
本
人
は
主
要
な
食
糧
源
を
穀
物
に
の
み

依
存
し
て
き
た
結
果
、
異
常
に
脚
気
と
結

核
の
権
患
率
が
怠
<
、
体
位
が
下
が
り
、

体
力
乞
減
退
し
て
い
↑
に
H

と
指
摘
し
て
い

る。
当
時
日
本
で
は
枚
畜
右
盛
ん
で
な
く
、

日
常
的
に
肉
を
食
べ
る
と
い
う
習
慣
ち
な

か
っ
た
。
冷
蔵
保
存
技
術
ち
な
い
た
め
に
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牛
乳
を
飲
む
習
慣
ち
な
か
っ
た
定
め
、
子

供
た
ち
は
疾
病
へ
の
抵
抗
力
ち
弱
<
、
感

染
症
擢
患
率
ち
高
か
つ
だ
。
ま
疋
下
水
道

の
普
及
右
後
れ
て
お
り
、
下
胞
が
そ
の
ま

ま
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
だ
か
ら
、
寄

生
虫
病
の
蔓
延
な
ど
ち
問
題
で
あ
つ
だ
。

農
家
で
は
少
な
く
な
っ
左
働
き
手
の
労

働
を
女
性
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
女
性
は

過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
だ
上
に
日

本
の
因
習
で
家
事
育
児
の
一
切
の
責
任
を

果
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
定
。
こ
の

た
め
、
健
康
を
損
な
う
女
性
ち
多
く
、
妊

娠
出
産
時
の
異
常
・
母
乳
不
足
に
よ
る
乳

幼
児
の
栄
養
障
害
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

重
ね
て
い
だ
。

2
・
戦
後
の
栄
養
改
善
・
予
防
医
学
の
導
入

急
激
な
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
題
え
た

食
糧
需
要
仁
対
し
、
日
本
政
府
は
北
海
道

な
ど
の
僻
地
・
未
開
発
の
地
を
開
拓
地
と

し
て
人
々
を
移
住
さ
せ
、
一
部
は
海
外
仁

志
移
民
と
し
て
送
り
出
し
、
国
内
の
生
産

性
を
上
げ
る
よ
う
努
力
を
し
た
ち
の
の
、

国
民
全
体
の
飢
餓
状
況
を
改
善
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
食
糧
は
配
給
制
度
が
続
け
ら

れ
て
い
左
。
配
給
で
は
と
て
ち
基
礎
代
識

を
維
持
す
る
食
糧
に
ち
足
り
ず
、
都
市
住

民
は
空
き
地
に
家
庭
菜
園
を
つ
く
り
、
衣

類
な
ど
と
受
換
に
農
家
か
ら
者
干
の
食
糧

を
得
る
闇
行
為
を
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
だ
っ
た
。
諸
外
国
か
ら
緊
急
の
食
糧

援
助
を
受
け
、
そ
の
後
の
栄
養
改
義
や
予

防
医
学
の
導
入
に
よ
る
感
染
症
等
の
羅
患

率
を
改
善
な
ど
に
つ
い
て
は
、

G
H
Q
か

ら
の
強
い
麦
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
走
。具
体
的
な
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ

~つ。
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(1)
全
国
栄
養
調
斎
か
ら
見
た
栄
養
摂
取

の
問
題
点

1
9
4
6
年
、
政
府
は
ゆ
出
山
県
に
わ
た

っ
て
国
民
栄
養
調
査
を
実
施
し
だ
。
そ
の

調
査
結
果
を
分
析
し
た
調
査
結
果
報
告
書

で、

H

都
市
部
で
は
摂
取
熱
量
が
5
月
に

最
低
で
1
5
0
0
k
c
a

、
汁
月
に
2

0
0
0
k
c
a

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

農
村
部
で
は

5
月
2
0
3
O
K
c
a
l
、

れ
月
2
3
3
0
k
c
a
l
、
と
、
都
市
住

民
は
農
村
の
住
民
に
出
し
て
熱
量
不
足
が
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ロ員
集

n

b

一9
1

Lド

い

お

藤

3

E

 

げ

点

叫

1
2
L

右
。
問

H

蛤

an
A
E
 

留のず
、
/方内Jス》す'

Z

員発

明
ら
か
で
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
を

見
る
と
都
市
・
農
村
亡
ち
に

m
E程
度
で
あ

っ
た
が
、
都
市
で
は
こ
の
う
ち
約
時
E
が
動

物
性
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
の
に
対
し
、
農

村
で
は
7
E
程
度
で
あ
っ
た
。
農
村
で
大
豆

の
使
用
が
都
市
仁
比
べ
て
多
い
こ
と
は
確

か
だ
が
、
農
村
に
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
が

あ
ま
り
に
ち
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
依

然
と
し
て
農
村
に
お
け
る
栄
養
改
善
問
題

が
大
き
い
と
い
え
る
。
全
体
的
に
国
民
の

栄
養
状
況
は
わ
ず
か
に
好
転
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
決
し
て
良
好
と
い
え
る
ち
の
で

は
な
く
、
今
後
な
お
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
w

と
結
論
的
つ
け
て
い
る
。

こ
う
し
だ
栄
養
認
査
を
基
に
、
食
料
資

源
の
不
足
を
補
う
た
め
の

F
A
O
(
由
連

食
糧
農
業
機
関
)
等
か
ら
の
支
援
が
行
わ

れ
だ
ち
の
の
、
政
府
の
配
給
だ
け
で
は
必

要
摂
取
熱
量
の
半
分
程
度
仁
し
か
な
ら
な

か
っ
疋
と
い
う
。
さ
ら
に
栄
養
調
査
の
結

果
、
健
康
増
進
と
疾
病
予
防
の
た
め
に
ち
、

適
度
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
定
食
事
を
摂
取

す
る
よ
う
、
食
生
活
の
改
善
が
鐙
ら
れ
る

必
要
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
G
H
Q
の
協

力
ち
あ
っ
て
、
例
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

小
麦
粉
、
パ
夕
、
乳
製
品
、
肉
製
品
な

ど
、
こ
れ
ま
で
包
本
人
の
食
生
活
仁
な
じ

み
の
な
か
っ
た
ち
の
が
導
入
さ
れ
、
同
時

に
そ
れ
ら
の
認
理
方
活
な
ど
、
栄
養
教
育

が
進
一
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
走
。

な
お
、
国
民
健
康
・
栄
養
諮
査
は
、

4
7

日
で
石
健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
。

(
2
)
学
校
給
食
の
再
開
問

1
9
2
9
年
か
ら
民
間
の
社
会
福
祉
問

体
が
学
童
の
栄
養
不
足
を
補
う
だ
め
に
給

食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
き
た
が
、
戦
時

中
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
走
。

政
府
は
学
童
の
栄
養
不
足
を
補
う
た
め

学
校
給
食
の
再
開
と
援
助
を
G
H
Q
仁
要

請
、
サ
ム
ス
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
の
指
示

に
よ
り
、
全
国
に
給
食
再
開
の
通
達
が
出

さ
れ
た
。

1
9
4
6
年
ロ
月
、
東
京
麹
町

永
田
町
小
学
校
で
ラ
ラ
墓
金
寄
贈
の
食
料

品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
直
ち
に
試
験
給

食
が
ス
タ
ー
ト
し
、

1
9
4
7
年
1
円円か

ら
小
学
校
全
児
童
の
学
校
給
食
が
再
開
さ

れ
た
。
こ
こ
で
ち
日
本
の
手
供
の
食
生
活

を
大
き
く
変
え
る
食
品
が
導
入
さ
れ
、
栄
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養
教
育
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
3
)
保
健
所
制
度
の
改
革

戦
前
か
ら
設
還
さ
れ
て
い
た
保
健
所
は
、

主
と
し
て
母
7
7
保
健
活
動
、
衛
生
教
古
田
と

結
核
の
診
断
・
治
療
を
活
動
と
し
て
行
っ

て
き
だ
。
戦
後
保
健
所
は
地
域
住
民
の
公

衆
衛
生
行
政
活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
再

出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
保
健
所
法
の
改

正
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
国
・
地
方
を

通
じ
て
衛
生
行
政
機
構
が
改
箪
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
締
ま
り
本
位
の
衛
生
行
政

か
ら
、
技
術
的
な
指
導
行
政
へ
の
大
転
換

を
図
る
ち
の
で
あ
っ
定
。
人
口
叩
万
人
に

1
力
所
と
い
う
保
健
所
の
整
備
巨
擦
が
掲

げ
ら
れ
定
。
ま
ず
東
京
に
モ
デ
ル
保
健
所

を
設
置
し
、
行
政
・
予
防
・
治
療
・
指
導

等
を
統
合
し
て
行
う
べ
く
、
そ
れ
ま
で
区

が
所
管
し
て
い
た
権
限
・
事
務
・
人
員
の

す
べ
て
を
保
健
所
長
の
下
に
移
し
だ
。
そ

の
後
、
引
き
続
き
各
都
道
府
県
に
モ
デ
ル

保
健
所
が
設
置
さ
れ
、
全
国
仁
公
衆
衛
生

活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
走
。
さ
ら
に
公
衆

衛
生
分
野
で
働
く
職
員
の
卒
後
教
育
の
た

め
の
機
関
で
あ
る
公
衆
衛
生
院
ち
活
発
な

活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ
、

保
健
所
法
の
改
正
に
続
き
、
医
療
法
・
医

師
法
・
保
健
師
朗
産
師
看
護
師
法
、
児
童

福
祉
法
、
性
病
予
防
法
、
精
神
衛
生
法
、

結
核
予
防
法
等
が
公
布
さ
れ
、
法
的
な
整

備
ち
整
っ
て
き
た
。

(4)
結
核
そ
の
他
感
染
症
対
策

終
戦
後
の
死
阪
の
第
1
位
は
結
核
で
あ

っ
た
。結
核
は
家
族
内
感
染
が
多
<
、
栄
養
不

良
は
権
患
率
を
一
一
層
高
め
る
こ
と
と
な
っ

足
。
当
叫
吋
は
結
核
の
治
療
は
ち
つ
ば
ら
大

」
一
丸
・
安
静
・
栄
養
と
い
わ
れ
、

1
9
4
9

年
に
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
が
輸
入
さ
れ

る
ま
で
、
結
核
は
死
の
病
と
考
え
ら
れ
て

い
走
。
結
核
予
防
の
疋
め
に
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
が
導
入
さ
れ
、

8
C
G
接
種

が
義
務
化
さ
れ
、
さ
ら
に
保
健
所
に
よ
る

池
域
全
住
民
の
健
康
診
断
が
始
ま
り
、
化

学
療
活
が
目
覚
し
い
成
果
を
あ
げ
、
結
核

予
防
法
に
よ
る
患
者
の
管
理
シ
ス
テ
ム
、

公
的
医
療
徳
助
制
度
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
急
速
に
結
核
患
者
は
減
少
し
て
い
っ

定。

ま
た
戦
争
の
間
仁
水
道
施
設
や
廃
棄
物

処
理
施
設
は
損
傷
を
受
け
、
感
染
症
に
対

す
る
予
防
接
種
計
画
ち
中
止
さ
れ
る
な
ど
、

B
本
の
公
衆
衛
生
の
水
準
は
低
下
し
て
い

た。

30 

人
口
の
大
移
動
に
伴
っ
て
検
疫
・
防
疫

体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
ち
の
の
、
多
く

の
病
原
菌
が
園
内
に
世
間
ち
込
ま
れ
た
。
天

然
痘
や
発
疹
チ
フ
ス
等
に
よ
る
死
者
ち
増

え
て
い
つ
だ
。
急
性
感
染
症
患
者
認
査
、

防
疫
対
策
、
家
族
指
導
、
鼠
(
ね
ず
み
)

族
・
昆
虫
や
ノ
ミ
・
シ
ラ
ミ
駆
除
、
性
病

予
防
、
寄
生
虫
予
防
、
予
防
接
種
な
ど
保

健
所
は
率
先
し
て
対
策
を
講
じ
た
。
鼠

族
・
昆
虫
や
ノ
ミ
・
シ
ラ
ミ
駆
除
に
使
う

D
D
T
や
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
や
発
疹
チ
フ

ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
屋
内
で
製
造
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
死
亡
者
の
数
十
口
減
り
、

感
染
症
対
策
は
飛
躍
的
成
果
を
あ
げ
た
。

(
5
)
家
族
計
測
の
普
及
・
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン

ク
i
ル
・
母
子
健
康
手
帳

戦
後
復
員
、
引
揚
者
の
帰
還
な
ど
で
人

口
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
仁
出

生
率
が
上
昇
、
べ
ど
ブ
ム
が
始
ま
っ
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定
。
優
生
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
経
済

的
理
由
仁
よ
る
妊
娠
中
絶
を
認
め
定
こ
と

ち
あ
っ
て
か
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
数
ち
増

え
て
い
た
。
無
理
な
中
絶
で
命
を
落
と
す

妊
婦
、
度
重
な
る
中
絶
で
健
康
を
害
す
る

女
性
が
多
く
見
ら
れ
、
悲
惨
な
状
況
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
。

生
ま
れ
定
子
ど
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
子
ど
ち
の

数
乞
少
な
く
で
き
る
。
ま
た
母
体
保
護
の

観
点
か
ら
ち
計
画
的
な
出
産
を
推
奨
す
べ

き
と
、
家
族
計
画
指
導
を
普
及
す
る
民
間

団
体
の
活
躍
ち
活
発
に
な
っ
た
。
ま
た
開

業
助
産
舗
を
中
心
と
し
て
家
族
計
画
指
導

が
始
ま
っ
走
。
受
胎
調
節
実
池
指
導
員
の

資
格
制
度
ち
つ
く
ら
れ
、
保
健
邸
ち
看
護

師
の
研
修
を
受
け
て
、
正
し
い
家
族
計
画

の
知
識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
走
。

さ
ら
に
妊
娠
の
届
出
と
同
時
に
母
子
健

康
子
娠
が
受
付
さ
れ
る
事
業
な
ど
ち
推
進

さ
れ
た
。
安
全
な
妊
娠
出
産
、
子
ど
ち
を

健
や
か
に
古
田
て
る
た
め
の
妊
産
婦
・
乳
幼

児
の
健
康
診
査
、

3
歳
児
健
康
診
資
、
母

親
学
級
、
新
生
児
・
未
熟
児
に
対
す
る
訪

問
指
導
な
ど
の
対
策
の
ほ
か
、
ま
だ
乳
鈎

児
死
亡
率
の
低
下
や
育
児
思
想
の
普
及
啓

発
の
た
め
に
、
各
地
で
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

ル
が
行
わ
れ
た
こ
と
ち
特
筆
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

3
.
戦
後
の
新
生
活
を
支
え
だ
人
た
ち
の

舌
動

(
l
)
保
健
師
の
活
動

戦
後
保
健
師
の
教
育
制
度
は
飛
躍
的
に

改
革
さ
れ
だ
。
保
健
舗
に
な
る
た
め
に
は
、

高
等
学
校
卒
業
後
3
年
の
看
護
師
教
育
を

経
た
後
、
ー
年
(
そ
の
後
6
月
仁
短
縮
)

の
保
健
師
教
育
を
終

3
し
、
国
家
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

保
健
所
の
保
健
部
は
、
地
方
公
務
員
と
し

て
の
安
定
し
た
身
分
を
ち
っ
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
る
。

当
時
の
保
健
所
は
疾
病
予
防
の
第
一
線

機
関
と
し
て
、
従
来
の
健
康
相
談
所
業
務

を
継
続
す
る
と
と
ち
に
、
結
核
や
性
病
の

治
療
ち
行
っ
て
い
た
。
従
っ
て
保
健
闘
の

業
務
と
し
て
、
所
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け

る
診
療
の
補
朗
的
な
業
務
や
集
悶
検
診
の

あ
と
の
保
健
指
導
や
衛
生
数
奇
な
ど
ち
行

わ
れ
た
。
戦
後
の
保
健
闘
の
活
動
と
し
て
、

特
徴
的
な
の
は
、
結
核
患
者
や
乳
幼
児
、

感
染
症
患
者
な
ど
へ
の
家
庭
訪
問
に
よ
る

看
護
や
指
導
、
家
族
を
含
め
だ
健
康
相

談
・
栄
養
相
談
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
個

別
の
看
護
活
動
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。

公
衆
衛
生
活
動
を
農
村
部
に
展
開
す
る

こ
と
は
、
都
市
に
お
い
て
そ
れ
を
実
施
す

る
よ
り
ち
鈎
難
が
大
き
か
っ
た
。
農
村
は
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
都
市
と
の
格
差
が
あ
り
、

前
近
代
的
な
風
俗
習
慣
が
強
<
残
っ
て
い

る
上
に
、
定
住
者
が
広
域
に
わ
だ
っ
て
お

り
、
十
一
公
通
は
不
便
で
あ
る
。
医
療
を
受
け

た
く
て
ち
池
理
的
・
経
済
的
に
受
け
ら
れ

な
い
住
民
ち
多
か
っ
た
。
一
し
の
だ
め
僻
地
、

離
島
を
多
く
抱
え
る
沖
縄
で
は
本
土
復
帰

ま
で
保
健
所
の
保
健
師
を
駐
在
さ
せ
る
制

度
を
持
っ
て
い
た
。
保
健
師
は
、
結
核
の

治
療
か
ら
疾
病
予
防
・
母
子
保
健
対
策
、

救
急
患
者
対
応
と
、
昼
乞
夜
ち
な
い
活
践

で
、
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
保
健
専
門
職

と
し
て
池
域
住
民
の
厚
い
信
頼
を
集
め
だ

が
、
資
格
を
取
つ
だ
ば
か
り
の
宕
い
看
護

師
が
た
つ
だ
1
人
駐
在
所
に
勤
務
す
る
こ

と
は
ど
ん
な
に
心
細
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
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保
健
所
の
保
健
闘
の
ほ
か
、
由
良
山
漁
村

民
に
対
す
る
健
康
保
持
・
疾
病
予
防
対
策

と
し
て
、
任
意
組
合
制
の
地
域
保
険
を
行

う
国
民
健
康
保
険
組
合
が
全
国
各
地
仁
設

立
さ
れ
、
保
健
師
が
配
置
さ
れ
、
多
病

者
・
多
受
診
世
帯
な
ど
加
入
者
に
対
す
る

活
動
を
展
開
し
だ
。
↑
し
の
総
合
の
中
に
は

戦
後
財
政
的
に
継
続
で
き
ず
、
休
止
に
な

っ
疋
組
合
ち
あ
っ
た
が
、
や
が
て
国
民
健

康
保
険
事
業
の
主
体
が
市
町
村
の
運
営
仁

移
り
、
保
健
師
だ
ち
の
多
く
ち
市
町
村
匿

民
健
康
保
検
組
合
に
身
分
が
移
つ
だ
。
そ

の
後
、
市
町
村
職
員
へ
と
身
分
を
替
え
、

今
日
で
は
地
域
住
民
に
密
着
し
定
公
衆
衛

生
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
活
践

し
て
い
る
。

ま
た
開
拓
地
に
入
植
し
定
住
民
の
健
康

の
守
り
子
と
し
て
、
隠
拓
保
健
部
制
度
が

設
け
ら
れ
、
疾
病
予
防
・
母
7
7
保
健
・
応

急
処
置
等
生
活
仁
密
着
し
だ
活
動
が
行
わ

れ
た
。
広
大
な
無
医
地
区
の
中
で
活
動
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で
は
時
に
は
医

師
法
に
触
れ
る
よ
う
な
業
務
を
行
う
こ
と

ち
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
走
。

対
象
こ
そ
違
え
、
保
健
所
の
保
健
師
ち

関
民
健
康
保
険
の
保
健
師
ち
、
間
開
拓
保
健

闘
志
地
域
住
民
の
生
活
全
般
の
問
題
に
か

か
わ
っ
て
活
動
し
て
き
た
点
に
遣
い
は
な

い
。
特
に
農
村
地
域
で
は
古
い
因
習
や
伝

統
に
よ
る
非
衛
生
的
・
非
科
学
的
・
非
合

理
的
な
生
活
そ
の
乞
の
の
改
善
を
図
る
定

め
に
、
苦
労
を
し
た
保
健
師
た
ち
の
活
動

記
録
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
当
時
の
農
家
の
台
所
に
は
、

窓
ち
な
く
暗
く
て
不
潔
、
ま
た
流
し
場
ち

な
く
、
食
器
・
食
品
は
水
が
め
に
汲
ん
だ

水
で
流
す
程
度
で
、
赤
痢
な
ど
の
感
染
症

蔓
延
の
危
険
ち
あ
つ
だ
。
こ
こ
に
、
窓
を

切
り
、
流
し
を
つ
け
、
井
戸
乞
冊
押
し
上
げ

ポ
ン
プ
式
に
す
る
よ
う
改
善
。
ま
走
農
家

の
寝
室
は
一
番
揚
の
当
た
ら
な
い
北
側
の

「
納
一
戸
」
に
藁
布
団
の
万
年
床
で
あ
り
、
産

婦
や
結
核
患
者
は
こ
う
し
定
薄
暗
い
部
屋

に
寝
か
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。

そ
こ
で
万
年
床
を
廃
止
し
寝
具
の
日
光
干

し
を
励
行
さ
せ
、
産
婦
・
病
人
の
部
屋
を

一
番
陽
の
当
だ
る
と
こ
ろ
ヘ
移
す
な
ど
の

指
導
を
行
っ
た
。

ま
定
農
繁
期
の
主
婦
た
ち
の
過
労
妨
止

と
乳
幼
児
の
保
護
の
た
め
、
農
繁
期
託
児

所
の
開
設
を
村
に
建
議
し
、
小
学
校
に
こ

れ
を
開
設
さ
せ
、
保
健
部
自
身
が
保
育
士

と
し
て
中
山
川
的
な
役
割
を
担
当
し
た
。

農
家
の
女
性
仁
課
せ
ら
れ
た
、
過
酷
な

労
働
の
定
め
に
妊
娠
中
の
異
常
ち
早
期
に

発
見
で
き
ず
、
悲
惨
な
事
例
が
数
多
く
あ

つ
だ
。
こ
の
問
題
仁
対
処
す
る
だ
め
に
、

妊
婦
健
診
や
乳
児
健
診
の
徹
底
の
だ
め
の

姑
毅
育
な
ど
右
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

保
健
師
の
活
動
は
地
域
住
民
参
加
の
中

で
よ
り
成
果
を
あ
げ
る
ち
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
活
動
を
支
援
す
る
地
域
住
民
と
の

連
携
右
重
嬰
な
問
題
で
あ
っ
た
。
愛
育
会

在
中
山
と
し
た
母
ヱ
J

保
健
活
動
は
歴
史
の

あ
る
活
動
で
あ
る
。
特
に
由
民
山
漁
村
を
対

象
亡
し
た
母
子
愛
育
活
動
は
、
農
村
を
指

定
し
て
保
健
郎
を
駐
在
さ
せ
、
愛
育
婦
人

会
を
組
織
し
、
部
落
単
位
に
分
会
長
を
選

び
、
分
会
長
を
中
山
仁
川
か
ら
旬
一
戸
を
1

践
と
し
て
愛
古
田
政
を
つ
く
り
、
市
班
内
の
母

子
保
健
の
諸
問
題
の
解
決
や
健
康
の
増
進

を
図
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
運
動
在
日
間
関

し
て
奮
い
評
価
を
得
て
き
た
。
ま
定
家
族

計
萄
の
普
及
の
た
め
に
、
若
妻
会
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
誕
生
し
、
家
族
計
百
四
だ
け
で
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な
く
、
栄
養
改
善
そ
の
他
生
活
全
般
に
つ

い
て
の
学
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
仁

な
っ
た
例
乞
あ
る
。
現
在
で
は
地
域
活
動

在
進
め
る
た
め
に
市
町
村
長
が
母
子
保
健

推
進
出
貝
を
選
ん
で
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
池
域
住
民

が
参
加
し
て
い
る
。

保
健
師
だ
ち
の
献
向
日
的
な
活
躍
は
ち
と

よ
り
、
そ
の
後
の
著
し
い
医
学
の
進
歩
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
達
成
な
ど
、
保
健
医

療
体
制
の
充
実
と
と
ち
に
、
日
本
の
疾
病

構
造
は
大
き
く
変
化
し
走
。

4
7
日
の
保
健

幅
削
た
ち
の
抱
え
る
課
題
は
、
生
活
習
慣
病

対
策
、
精
神
保
健
福
祉
対
策
、
障
害
者
対

策
、
難
病
対
策
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
、

エ
イ
ズ
等
感
染
症
対
策
、
災
害
有
事
対
策

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ア7リカ・アジア会議

(2)
生
活
改
良
持
及
員
の
活
動

こ
れ
ら
の
保
健
師
の
活
動
に
加
え
、
農

家
の
生
活
を
改
差
出
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
農
林
省
が
実
施
し
定
制
度
が
、
農
業
改

良
朋
成
法
に
基
づ
く
生
活
改
良
普
及
員
の

資
格
創
設
で
あ
つ
だ
。
当
時
農
村
で
活
躍

し
て
い
た
女
性
の
専
門
織
は
保
健
闘
・
助

産
師
・
教
師
・
栄
養
士
な
ど
で
あ
り
、
女

性
が
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

な
か
っ
定
農
村
に
あ
っ
て
、
地
万
公
務
員

と
し
て
の
身
分
ち
与
え
ら
れ
た
か
ら
、
農

村
女
性
の
注
包
を
集
め
る
仕
事
と
な
っ
定
。

改
良
か
ま
ど
の
普
及
な
ど
生
活
環
境
の
改

善
や
衣
食
生
活
の
改
善
、
女
性
の
過
重
労

働
の
軽
減
、
伝
統
的
な
生
活
習
慣
の
見
直

し
等
々
、
農
村
の
民
主
化
と
い
う
大
き
な

流
れ
に
乗
っ
て
活
躍
し
た
。

3
.
あ
わ
り
乞

食
糧
難
、
住
宅
難
、
急
性
・
慢
性
感
染

症
の
蔓
延
、
環
境
衛
生
の
悪
化
と
い
う
戦

後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
、

G
H
Q
の
強
い
支

援
を
受
け
た
と
は
い
え
、
戦
後
は
女
性
に

と
っ
て
は
参
政
権
が
認
め
ら
れ
、
高
等
教

育
の
機
会
が
関
か
れ
、
社
会
進
出
で
自
分

た
ち
の
能
力
が
試
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

く
広
が
る
新
し
い
時
代
の
到
来
を
意
味
し

た
こ
と
。
そ
の
中
で
の
保
健
郎
や
看
護
師

の
教
育
制
耐
震
の
飛
建
的
改
革
右
、
優
秀
な

人
材
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
定
新
し
い
日
本
国
憲
活
の
T
P
に
巳
本

の
公
衆
衛
生
行
政
を
担
う
保
健
所
法
が
大

き
く
改
正
さ
れ
、
当
面
す
る
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
、

希
望
に
燃
え
た
公
衆
衛
生
関
係
者
↑
に
ち
が
、

富
民
の
大
き
な
間
期
待
に
応
え
よ
う
と
滅
私

奉
公
で
努
力
し
だ
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を

支
え
る
多
く
の
地
域
住
民
自
ら
参
加
し
た

こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ち
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
の
陪
、

戦
後
の
経
済
成
長
や
医
学
の
進
歩
等
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
で
あ
る
が
、
多
く
の
日

本
人
が
、
平
和
の
中
で
、
新
し
い
時
代
の

到
来
を
夢
に
、
予
ど
ち
↑
に
ち
に
少
し
で
ち

豊
か
な
社
会
を
贈
り
た
い
と
願
っ
て
立
ち

上
が
っ
て
行
動
し
た
こ
と
の
成
果
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。
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一一=口提

コミュニティの保健、人口、

対応能力開発に関する東京宣言

• ••• • ••• •• • • • • • • •• • • ••••• • • •• •••• ••• • • 
前
文「
人
口
と
筒
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ

ォ

ラ

ム

(
A
F
P
P
D
Y
L
L
お
よ
び

「
人
口
と
開
発
に
隠
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
F
A
A
P
P
D
)
2
」

の
代
表
で
あ
る
私
疋
ち
ア
フ
リ
カ
お
よ
び

ア
ジ
ア
鈎
力
国
か
ら
の
引
名
の
国
会
議
員

は
、
「
T
I
C
A
O
N
と
G

B
サ
ミ
ッ
ト
仁

向
け
だ
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
人

口
・
保
健
・
地
域
相
互
扶
邸
能
刀
構
築
仁

関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
対

話
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
」
に
参
加
す
る
た
め

8
月
お
日
・
勾
目
、
東
京
に
参
集
し
た
。

-
私
疋
ち
は
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
白
標

(
M

D
G
S
)
」
を
達
成
す
る
よ
で
、

c
p

D
が
中
山
山
的
な
枠
組
み
提
供
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
が
「
H
l
V
/
工
イ
ズ

予
防
と
保
健
対
策
の
経
済
的
効
果
に
関
す

る
G
8
盟
会
議
員
会
議
」
、
お
よ
び
2
0

0
6
年
什
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た

「

C
P
D
行
動
計
画
実
施
の
だ
め
の

B

際
国
会
議
員
会
議
」
で
採
択
さ
れ
だ
「
富

吉
百
」
で
支
持
さ
れ
、
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
、

こ
こ
に
確
認
す
る
。

-
私
た
ち
は
、
日
本
政
府
お
よ
び
ア
フ
リ
カ

各
国
政
府
の
提
唱
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
開
発

と
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
福
利
を
促
進
す
る

「
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

(
T
I
C
A
D
ど

を
支
措
す
る
。
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-
私
↑
に
ち
は
、

M
O
G
s
、
特
に
包
擦
1
と

地
球
規
模
で
の
保
健
分
野
巴
標
で
あ
る
目

標
4
、
5
、
6
の
達
成
を
強
<
要
請
す
る

と
と
ち
に
、

2
0
0
B
年
日
本
で
回
開
催
さ

れ
る
T
C
A
D
W
な
ら
び
に
G
B
サ
ミ

ッ
ト
の
議
題
と
な
る
よ
う
強
く
要
請
す

る。
-
私
た
ち
は
さ
ら
に
、
ア
フ
ソ
力
遼
合
が
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス

の
履
行
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
全
土
で
の
枠

組
み
を
目
指
し
て
、

2
0
0
6
年
に
ア
フ

リ
カ
連
合
に
よ
り
採
択
さ
れ
だ
マ
ブ
ト
行

動
計
画
が
T
1
C
A
D
N
の
議
題
と
な
る

よ
う
強
<
要
請
す
る
。

-
私
↑
に
ち
国
会
議
員
は
次
の
よ
う
に
確
信
す

る



-
人
口
の
安
定
は
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア

に
お
け
る
貧
困
削
減
、
指
続
可
能
な
開

発
、
環
境
劣
化
を
防
止
す
る
上
で
決
定

的
に
重
要
怠
前
提
と
な
る
ち
の
で
あ

る。

-
地
域
住
民
の
能
力
構
築
は
ア
フ
リ
カ
と

ア
ジ
ア
の
開
発
を
行
う
上
で
力
ギ
と
な

る
ち
の
で
あ
る
。
社
会
的
紐
帯
の
構
築

と
維
持
は
H
i
V
/
工
イ
ズ
蔓
延
を
防

止
し
、
社
会
的
弱
者
を
保
護
す
る
上
で

必
須
料
品
ち
の
で
あ
る
。
特
別
な
注
意
が

遠
隔
お
よ
び
農
村
地
域
に
払
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

アフリカ・アジア会議

a
v
H
i
V
/
エ
イ
ズ
は
単
に
保
健
上
の
問

題
で
は
な
い
。

H
l
V
/
工
イ
ズ
は
ア

フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
開
発
を
根
底
か
ら

握
る
が
す
ち
の
で
あ
り
、
人
間
の
安
全

保
障
を
脅
か
す
こ
の
問
題
に
取
り
組
む

た
め
に
は
、
分
野
横
断
的
な
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

-
南
北
協
力
お
よ
び
政
府
開
発
援
肪

(
O

D
A
)
は
、
か
け
が
え
が
な
い
ほ
ど
雲

愛
で
あ
り
、
南
南
協
力
の
推
進
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
南
南
協
力
は

地
域
協
力
を
構
築
す
る
こ
と
仁
つ
な
が

る。

-
貧
困
の
削
減
、
持
続
可
能
な
開
発
の
推

進
、
そ
し
て
H
ー
v
/
エ
イ
ズ
を
含
む

感
染
症
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
、
リ
ブ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
家
族
計
画

の
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
機
材
互

会
て
の
入
、
特
に
若
い
人
た
ち
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
喫
緊
の
必
嬰
性
が

あ
る
。• 農ア

村ジ
開ア
発と
ア
イフ
ンリ
ヨヵ
フは
手互
どい

22 
言葉

そ
し
て
対
応
能
力
の
向
上

(
0
8
ω
口
ミ

u
oく
笠
口
百
ヨ
0
3
什
)
に
関
す
る

成
防
例
や
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る。
-
私
だ
ち
に
は
、
資
源
生
産
性
の
向
上
と

環
境
に
対
す
る
悪
い
影
響
を
軽
減
す

る
、
担
環
境
的
に
見
て
謁
和
の
と
れ
定
物

質
信
蹟
に
基
づ
く
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

-
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
定
め
に

は
、
富
内
の
平
和
と
治
安
、
安
定
性
、

良
い
政
治
と
行
政

(
Q
O
O且

Q
O
く
雪

3
3
0
)
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
紛

争
の
原
殴
の
一
つ
は
人
口
圧
刀
と
貧
困

で
あ
る
と
い
え
、
乙
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

-
女
性
の
教
育
と
工
ン
パ
ワ

i
メ
ン
ト

(
地
位
及
び
健
康
の
向
上
)
は
社
会
経

済
開
発
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
る
。
女
性
や
少
女
を
女
性
器
切
除

(
F
G
M
/
F
G
C
)
な
ど
の
有
害
な

慣
行
か
ら
出
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努

力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か
な

る
形
態
で
あ
れ
性
差
に
基
づ
く
暴
力
は

廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
に
お
い
て
農
業
は

経
済
の
基
盤
と
な
る
ち
の
で
あ
る
。
従

っ
て
イ
ン
フ
ラ
の
改
良
、
環
境
的
に
持

続
可
能
な
農
業
の
促
進
お
よ
び
水
資
源

管
理
は
不
弓
欠
で
あ
る
。
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-
所
得
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
女
性
の
工
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
に
寄
与
す
る
十
む
の
で
あ
り
、
推

進
さ
れ
奨
励
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

-
地
域
お
よ
び
国
際
協
力
は
必
須
で
あ

る
。
特
に
国
会
議
員
お
よ
び
地
万
議
員

の
協
力
は
開
発
、
良
い
政
治
と
行
政
、

そ
し
て
民
主
政
治
仁
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

-
開
発
計
画
を
実
効
あ
る
ち
の
と
す
る
た

め
に
、
情
報
共
有
お
よ
び
モ
三
タ
リ
ン

グ
の
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
国
会
議

員
の
子
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

-
日
本
政
府
の
T
i
C
A
D
や
G
B
諸問自

は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
開
発
に
貢
献
し

こ
れ
か
ら
ち
ミ
レ
二
ア
ム
関

て
お
り
、

発
目
標
1
、
4
、
5
、
6
を
達
成
す
る

定
め
仁
継
続
さ
れ
拡
大
さ
れ
る
よ
う
要

議
す
る
。

-
透
明
性
を
確
保
し
、
よ
り
良
い
成
果
を

得
る
だ
め
に
、
政
府
お
よ
び
そ
の
ほ
か

の
開
発
機
関
は
、
全
て
の
開
発
関
連
の

契
約
在
国
会
議
員
に
提
示
す
べ
き
で
あ

る。

私
た
ち
国
会
議
員
は
以
上
の
確
信
を
達

成
す
る
た
め
に
白
ら
働
く
こ
と
を
公
約
す

る。【注】
(
1
)
A
F
P
P
D
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
人
口

と
開
発
に
関
す
る
調
整
機
関
で
あ
り
、
世
界

最
初
の
地
戚
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
1
9

8
2
年
に
設
立
さ
れ
た
。

(
2
)
F
A
A
P
P
D
は
1
9
9
7
年
ケ
ー
プ
ヲ
ウ

ン
で
、
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ア
ラ
ブ
地
域
の
国

会
議
員
フ
ォ
ラ
ム
と
し
て
、

1
9
9
4
年

の
l
C
P
D
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
国
際

人
口
開
発
議
員
会
議

(
l
c
p
p
D
)
の
宣

言
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
定
。
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アフリカ・アジア会議

•••• •• •• • • • • • • •••• • ••• • •••••• • •••••••• 
告
ロ提

T okyo Statement of戸arliamentarianson 
Population， Health， and Community 
Capacity Development 

• • •• ••• •• ••••••• • •••• • •• •• •••• •••••••• 
Preamble 

We， the 21 Parliamentarians from 20 countries of Africa and Asia， as representatives of the Asian 

Fortlm of Parliamentarians on Population and Development (AFPPD)山 andthe Forum of Africa and 

Arab Parli剖nentarianson Population and Development (FAAPPD)山 metin Tokyo on August 28-29， 

2007 at the Afro-Asian Parliamentarians' Dialogue on Population， Hea1th and COl11munity Capacity 

Buildil1g for Sustainable Development toward Tokyo lnternational Conference for African Development 

(TICAD) IV and G8 Summit in 2008 

.We affinn the centrality of ICPD as the principle framcwork for the achievcmcnt of the MDGs， 

supported and affirmed by the Berlin Meeting of 08 Parliamentarians' Conference 011 Economic 

Rewards in Investing in HIV / AIDS Prevention and Health， and declaration adopted at the 

International Parl回mentarians'Conference 011 ICPD Implcmentation held in Bangkok in November， 

2006 

.We support the initiative of TlCAD by the Go、.'ernmentof Japan and African Governments for the 
development of Africa and the well-being of African People 

.We urge the attainment of all MDGs， especially Goal 1 and the global health related Goals 4， 5， and 6 

be on the Agenda for TlCAD-IV and G8 Summit to be held in 2008， Japan 

.We further urge that the African Union' s 2006 Maputo Plan of Action for the operationalisation of the 

sext田1and reproductive health continental policy fr剖neworkbe on the agenda of TICAD N 
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.We， the parliamentarians， believe that 

+The stabilization of population is a cr山崎1prerequ山 tefor poverty reduction， suμ川5

develop戸m】悶e目nta出ndp戸r問'eventse白nVl立ronl1le目ntdegr悶ada叫ti旬onin Asia a剖n叫dAfI世11詑ca

+Community development is the key to African and Asian development. Estab1ishing and 

maintaining soc凶1bonds are essential to prevent HIV/AIDS pandel1lic and protect social1y 

vulnerable people; pm1icular attention must be given to the問 moteand rllral areas. 

+HIV/AIDS is not only a health issue; a cross sectoral effort is needed to address this menace to 

humal1 security， which is lIndennining the African and Asian development 

+North-South cooperation and ODA are invaluable and developing South-South coopel叫lQnIS 

essential. In addition， South-South cooperation builds the regional cooperation 

+There is an urgent need for universal access to問productivehealth， fami1y planning， information， 

servIces and commodities especially for young people， to reduce poverty and promote sustainable 

development and prevent pandemic of infectious diseases， including HIV I AIDS. 

+Asia and Africa can learn from each other's best practices and expe1'ie町 esin agriculture， rural 

development， infrastructure， and capacity development. 

+We need to establish a s回0口町C∞Oロ凹削O凹凹1111】1日cs可ys蜘t旬emw帆lt出h剖削1、川ron出nm悶1児len叩n副tall旬y目4却s印o叩m吋 ma叫te白1凶 Cりy戸阿.'cle正"fl伽O凹I 
sustainable productivity and to limit adverse impact on the environment. 

+Internal peace， security， sustainability and good governance a1'e essentIal fo1' sustainable 

development. ¥Ve also recognize that one of the causes of conflict can be traced to population 

pressures and poverty which need to be addressed 

+Wol1len's education and empowerment play a key role in social and cconomic development. All 

efforts should be made to protect women and girls from degrading practices such as Pemale Genital 

Mutilation/Cutting (FGM/FGC)， and all forms of gender-based violence should be stopped 
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+Agricultu日 inAfrica and Asia is the backbone of their economies. lmprovcmcnt to infrastructure， 

promotion of environmentally sustainable agriculture and watcr resource managcmcnt are e日cntial

+Sustainable init 

e剖mpowe町rIncn凶tshould be developed a剖n叫de白ncour悶aged.

+Regional and international cooperat凶 nare vital， especially the cooperation among parliamentarians 

and other electcd representatives who can contribute to development， good governance and 

dcmocracy 

+lnfofmation sharing and monitoring mechanisms need to be developed and implemented by 

parliamentarians for effective developmcnt pl回目

+TICAD. a Japanese Government effort， and G8 governments have contrib凶edtowards Afro-Asian 

Development and urge that these to continue and enhance their support to meet MDGs， especially 1， 

4，5， and 6 

+Governments and other development agencies should keep parliaments informed of all development 

project contracts for transparency for better results. 

We， the parliamentarim】scOllunit ourselves to work tOWaJせsfulfilling the above 

[5主】 回H ・H ・-回日

(1) AFPPD is a coordinating body of national committees of par1iamentarians on pop叫at同nand development and 

parliamentary cOll1mittees in Asia and the Pacific which was established in 1982 as the firsl regional forum of 

parliamcntarians on population and development 

(2) FAAPPD w剖 establishedin 1997 in Capc Town as a regional parliamentarimば forumon poplllation and 

development for Africa and Arab cOllntries lInder the declaration of the International Conference of Par1iamenlar抽出

on Population and Development (ICPPD) which was held in Cairo Egypt in conjunction wilh the ICPD 1994 
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トに向けたTICAD IVとG8サミ ツ

持続可能な開発のための

-保健・地域相互扶助能力構築に関する人口

アジア国会議員対話プログラムアフリカ

一視察一

• 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
8
R
n
i
m
g
の
会
議
仁
円
引
き
続
き
、

初
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
、
東
京
お
よ
び

群
馬
で
人
口
・
保
健
・
地
域
扶
闘
能
力
構

築
に
隠
す
る
視
察
を
行
つ
だ
。
参
加
者
は
、

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
議
員
フ
ォ
一
フ
ム

(
F
A
A
P
P
D
)
」、

「
人
口
と
隠
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
」
お
よ
び
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
人
口
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
E
P
F〉
L

代
表
議
員
治
名
、
こ
れ
に
加

え
て
フ
ァ
ー
マ
・
パ
ー
U
N
F
P
A
ア
フ

リ
カ
局
長
お
よ
び
池
上
清
7
7
U
N
F
P
A

東
京
事
務
所
長
、

A
F
P
P
D
事
務
局
、

F
A
A
P
P
D
事
務
局
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
関
内
委
員
会
事
務
局
お
よ
び

A
P
O
A

事
務
局
を
含
め
総
勢
お
名
で
あ
る
。

東
京
で
は
ジ
ョ
イ
セ
フ
、

J

C

A
料
品

ど
関
係
団
体
を
訪
問
し
、
臼
本
の
包
際
協

力
と
ア
フ
リ
カ
の
支
援
に
向
け
た
活
動
や

戦
後
日
本
の
母
子
保
健
の
改
善
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
群
馬
県
で
は
茂
原
理

男
・
酎
副
知
事
を
表
叡
訪
問
し
、
同
県
職
員

か
ら
結
核
対
策
な
ど
の
公
衆
衛
生
や
消
防

団
活
動
等
の
地
域
棺
互
扶
邸
活
動
、
入
会

地
な
ど
の
ゴ
モ
ン
ズ
、
女
性
の
社
会
的
地

位
の
向
上
や
生
活
改
善
運
動
な
ど
に
お
け

る
群
馬
県
の
経
験
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

だ。

40 

第
1
日
目

2
0
0
7
年
8
月
初
臼
(
木
)

1
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
訪
問

2
・
J
l
C
A訪
問

1
.
財
団
法
人
家
族
計
画
観
擦
協
力
財
団

(
ジ
ョ
イ
セ
フ
)
訪
問

財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
、
人
口
と
ソ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

(
R
H
)
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
工
ク
卜
を
国
際
的
に
実
施

し
て
い
る
N
G
O
で、

A
P
D
A
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
団
体
と
ち
協
力
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
で
は
、
戦

後
巳
本
の
家
族
計
画
の
事
例
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
だ
他
、
日
本
の

2
0
0
8
年

G

B
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
N
G
O
フ
万
ー

ラ
ム
代
表
者
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

〈

1
)
戦
後
日
本
の
家
族
計
画
の
経
験

(
近
泰
男
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
)

戦
後
位
年
が
経
過
し
た
現
在
の
日
本
は



アフリカ・アジア4晃察

ジョイセフから説明を受けた後、 NG07オ ラム代表者との懇談の様子

大
室
豊
か
で
あ
る
が
、
終
戦
直
後
の

1
9

4
5
年
1
1
9
5
0
年
は
、
政
府
ち
悶
民

ち
H

戦
後
の
復
興
・
国
家
再
建
d

と
い
う

目
標
に
向
け
て
、
白
亜
乞
過
酷
な
時
期
を
過

ご
す
と
同
時
に
、
人
々
が
復
興
・
再
建
仁

努
力
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
生
活
状
況
は

特
に
厳
し
く
、
衣
服
や
食
料
が
極
慌
に
不

足
し
、
ト
イ
レ
や
水
場
な
ど
は
住
民
が
共

同
で
使
用
し
た
。
ま
た
学
校
が
焼
け
落
ち

た
た
め
、
野
外
で
授
業
を
行
う
五
月
空
教

室
μ

が
い
走
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
。
現

在
、
国
会
議
事
堂
周
辺
は
整
然
と
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
当
時
は
食
物
を
得
る
た
め

に
議
事
堂
の
す
ぐ
前
の
道
路
に
さ
え
畑
が

つ
く
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
生

活
が
困
難
な
持
代
に
は
出
生
率
の
増
加
や

ヤ
ミ
中
絶
(
危
険
な
不
法
中
絶
)
が
広
ま

り
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
の
蔓
延
ち
多
<

見
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
定
め
、

1

9
4
6
年
か
ら

1
9
5
5
年
に
か
け
て
、

政
府
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
同
時
に
国

民
の
生
活
水
準
を
底
上
げ
で
き
る
よ
う
な

市
民
運
動
が
全
冨
的
に
展
開
さ
れ
た
。
新

生
活
運
動
と
い
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

生
活
改
善
運
動
と
し
て
貯
蓄
増
強
運
動
や

家
計
簿
記
録
運
動
、
農
村
改
善
運
動
と
し

て
農
業
の
改
良
・
古
い
因
習
か
ら
の
脱
却

が
行
わ
れ
走
。
ま
た
、
ハ
工
や
蚊
の
駆
除

や
ト
イ
レ
の
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
る
公

衆
衛
生
の
改
善
が
行
わ
れ
、
結
核
や
伝
染

病
、
寄
生
虫
予
防
運
動
ち
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
た
新
生
活
運
動
は
政
府
の
支
援
の
ち

と
、
閉
四
民
が
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
自
発

的
に
活
動
し
た
こ
と
で
、
大
き
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
9
4
8
年
に
は
、
危
仲
間
な
ヤ
ミ
中
絶

か
ら
女
性
を
守
る
だ
め
、
条
件
付
で
人
工

妊
娠
中
絶
が
合
法
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
安
易
に
行
う
風
潮
が
出

始
め
た
疋
め
、

1
9
5
2
年
仁
は
、
政
府

主
導
に
よ
る
家
族
計
画
推
進
事
業
が
開
始

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
同
年
、
現
在
で
は
、

「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
・
権
利
」

(
印
。
×
cω
一
回
コ
且
刃
O
百
三

uac口
同
一
く
め
工

oω
一
汁
プ
¥

辺
警
叶
)
分
野
で
世
界
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
世
界
第
2
伎
の
悶
際
N
G
O
で
あ
る

冨
際
家
族
計
画
連
盟

(
p
p
F
)
が
発

足、

1
9
5
4
年
に
は
臼
本
家
族
計
画
連

盟
十
ち
設
立
さ
れ
だ
。
こ
う
し
て
政
府
と
国
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民
、
専
門
家
と
の
協
潤
活
動
に
よ
り
、
人

工
妓
娠
中
絶
数
や
出
生
率
が
低
下
す
る
な

ど
、
家
族
計
画
の
成
果
が
見
ら
れ
だ
。
特

に
、
乳
児
死
亡
率

(
i
M
R
)
は
市
・

7

(
1
9
4
7
年
)
か
ら
2
・
8
(
2
0
0
5

年
)
に
、
妊
産
婦
死
亡
率

(
M
M
R
)
は

1
6
7
・
5
(
1
9
4
7
年
)
か
ら
5
・

8
(
2
0
0
5
年
)
に
減
少
し
た
。
現
在

は
、
若
者
と
予
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
中

高
年
の
妊
娠
・
中
絶
が
増
加
傾
向
に
あ
る

定
め
、
こ
う
し
定
年
代
に
焦
点
を
当
て
た

家
族
計
画
運
動
を
進
め
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
家
族
計
画
が
成
功
し
た

委
素
は
7
つ
あ
る
。
第
ー
は
「
人
闘
を
中

山
と
し
て
据
え
る
」
こ
と
で
あ
る
。
家
族

計
画
の
理
念
は
、
決
し
て
政
府
の
人
口
抑

制
政
策
と
い
う
よ
部
か
ら
の
圧
力
で
は
な

く
、
全
て
の
カ
ッ
プ
ル
が
7
7
ど
ち
を
産

む
・
産
ま
な
い
と
い
う
墓
本
的
な
権
利
を

口
す
る
と
と
ち
に
、
母
子
保
健
に
と
っ
て
家

族
計
画
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
国
民
が
認
識
し
、
人
々
が
主
体
性

を
持
っ
て
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
第
2
は
「
指
導
す

る
側
と
住
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
」
で

あ
る
。
家
族
計
画
は
、
病
ん
で
い
る
人
の

病
気
を
治
す
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ち

健
康
な
人
々
の
性
生
活
に
立
ち
入
る
と
い

う
と
て

t
デ
リ
ケ
ト
な
問
題
で
あ
る
の

で
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
日
本
で
は
、
住
民
等
が
信
頼

の
お
け
る
保
健
帥
や
朋
産
師
が
中
山
と
な

っ
て
地
域
活
動
を
行
っ
て
き
走
。
第
3
は

「
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
d

つ
く
り
L

で
あ
る
。

地
域
内
で
住
民
が
組
織
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
特
に
女
性
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
走
。
第
4
は
っ
N
G
O
、
政

府
、
専
門
家
と
の
連
携
」
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら

協
力
体
制
を
構
築
し
活
動
し
て
行
く
こ
と

で
あ
る
。
第
5
は
「
質
の
高
い
リ
ダ

の
教
育
」
で
あ
る
。
家
族
計
画
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
側
は
、
日
々
新
し
い
情
報
を

入
手
し
て
お
り
、
常
に
一
歩
先
を
行
<
サ

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
リ
ー
ダ

世
田
成
仁
志
力
を
入
れ
て
き
た
。
第
6
は

「
有
効
な
教
材
の
開
発
と
改
善
」
で
あ
る
。

人
々
が
使
い
や
す
く
、
実
用
的
な
教
材
に

す
る
た
め
に
、
二
ズ
仁
基
づ
き
政
府
や
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現
場
の
関
係
者
が
連
携
し
つ
つ
改
善
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
材
に
よ

る
収
入
は
、
活
動
の
財
源
に
乞
繋
が
る
の

で
、
常
に
人
々
の
二

i
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
施
し
て
い
る
。

第
7
は
「
自
問
努
力
に
よ
る
経
済
的
自
立

と
そ
の
持
続
」
で
あ
り
、
家
族
計
画
運
動

を
展
開
し
て
い
く
上
で
一
番
大
切
な
要
素

で
あ
る
。
そ
の
実
現
の
定
め
に
は
、
有
能

な
リ

i
ダ
ー
の
発
掘
と
明
確
な
理
念
、
経

済
的
自
立
が
縮
っ
て
、
こ
う
し
定
運
動
は

持
続
的
に
発
展
す
る
。

アフリカ・アジア視察

(
2
)
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
者
と
の
懇
談

ジ
ョ
イ
セ
フ
と
の
会
合
に
続
い
て
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
活
動
を
行
っ
て

い
る
9
団
体
の
園
内
N
G
O
代
表
者
が
集

ま
り
、
視
察
議
員
団
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

支
援
を
受
け
る
側
の
各
冨
包
会
議
員
か
ら
、

普
段
、
外
部
の
者
が
あ
ま
り
見
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
最
新
の
現
場
状
況
や
特

徴
、
今
後
の
要
望
に
つ
い
て
対
話
を
行
つ

だ
。
ま
走
、
支
掴
置
が
進
む
に
つ
れ
新
だ
な

一
一
!
?
?
ズ
に
ち
対
応
で
き
る
よ
う
話
し
合
い

を
行
っ
た
。

2
.
冨
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A
)
訪
問

午
後
は
広
尾
に
あ
る
つ
J
i
C
A
地
球

ひ
ろ
ば
L

を
訪
問
し
だ
。
上
田
義
久
J

参
加
N
G
O

ジ
ョ
イ
セ
フ

(
J
o
ー
c
F
P
)

-
ハ
ン
ガ
ー
・
フ
リ
・
ワ
ル
ド

(
H
F
W
)
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

(
O×
isヨし
ω
京
当
)

国
際
保
健
協
力
市
民
の
会

(
S
H
A
R
E
)
 

・
日
本
リ
ザ
ル
ツ

3
2
c一日し
ω
Bコ)

.
T
I
C
A
O
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
T
C
S
F
)
 

-
ス
ペ
ー
ス
あ
ら
い
ず

(
ω
3
8
》一一一
O
ω
)

.
ほ
っ
と
け
な
い
世
界
の
貧
し
さ

(00コ、
2
0
Z
H
Z
1
2
0
E
3く
0
3
5

一
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

-
千
葉
県
総
合
企
画
部
男
女
共
同
参
画
課

.
千
葉
県
健
康
福
祉
部

傾
不
日
間
敬
称
路

C
A
理
事

(
A
P
O
A
理
事
)
よ
り
歓
迎

の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
各
回
配
当
者
か
ら
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
J
I
C
A
の
事
業
や
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
走
。

J
I
C
A
ア
フ
リ
カ
事
業
全
般

(
米
崎
英
郎
・
ア
フ
リ
カ
部
中
西
部
ア

フ
リ
カ
チ
i
ム
官
民
)

世
界
の
後
発
開
発
途
上
国

(
L
D
C
)

と
い
わ
れ
て
い
る
約
力
国
の
う
ち
、
川
四
カ

国
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
集
中
し
て
い
る
。

国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
の
『
2
0

0
5
年
人
間
開
発
報
告
』
に
よ
る
と
、

1

日
1
ド
ル
以
下
で
生
活
す
る
人
の
約
半
数

が
ア
フ
リ
カ
の
人
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
絶
対
的
貧
困
や
経
済
的
に
取
り
残
さ
れ

て
い
る
背
景
は
大
き
く
4
つ
の
要
因
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
ー
は
、
教
育
、

安
全
な
飲
料
水
、
保
健
な
ど
、
人
々
の
基

本
的
な
生
活
の
質
が
低
い
こ
と
。
第
2
は、

国
民
に
透
正
な
資
源
の
分
配
が
で
き
な
い

な
ど
、
国
家
機
能
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
。

第
3
は
、
貿
易
や
投
資
、
情
報
面
で
の
遅

れ
が
経
済
成
長
の
停
滞
在
肪
長
し
て
い
る

こ
と
。
第
4
は
、
圏
内
紛
争
を
含
む
不
安
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定
な
治
安
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

1
9
8
0
年
代
は
、
ア
フ
リ
カ
は
世
界

の
O
D
A
が
最
ち
集
中
し
て
い
る
地
域
で

あ
っ
た
が
、

1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
、

い
わ
ゆ
る
「
援
問
疲
れ
L

と
い
う
風
潮
が

欧
米
諸
国
に
広
が
り
、
同
地
域
へ
の

0
0

A
拠
出
が
低
下
し
始
め
だ
。
し
か
し
、

2

0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
冨
首
脳
が
初
め

て
招
轄
さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
で
の
主
要
国
首

脳
と
の
会
談
が
行
わ
れ
だ
。
そ
し
て
同
年

仁
は
欧
米
諸
国
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
O

D
A
拠
出
の
増
額
ち
表
明
さ
れ
る
な
ど
、

再
び
ア
フ
リ
カ
支
援
の
世
界
的
な
動
き
が

始
ま
っ
走
。

2
0
0
5
年
の
グ
レ
ン
イ
ー

グ
ル
ズ
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
は
、
対
ア
フ
リ

カ
へ
の

O
D
A
拠
出
を
3
力
年
倍
躍
す
る

と
表
明
し
、
ア
フ
リ
カ
の
自
由
出
努
力
支
援

を
行
っ
て
い
く
と
発
表
し
走
。

日
本
は
1
9
9
3
年
に
第
1
回
目
と
怠

る
つ
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

(
T
i
C
A
D
ど

を
開
催
し
、

B
本
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

ち
と
「
ア
フ
リ
カ
諸
冨
の
開
発
に
向
け
た

自
助
努
力
の
促
進
と
、
国
際
社
会
に
よ
る

本
課
題
仁
お
け
る
取
り
組
み
の
強
化
L

仁

つ
い
て
認
議
を
行
つ
だ
。

2
0
0
3
年
の

T
I
C
A
O
山
で
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
自
ら

の
オ
ナ
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
ア
フ
リ
カ

開

発

の

だ

め

の

新

パ

ト

ナ

シ

ッ

ブ

(
N
E
P
A
D
)
L
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
支

援
を
基
本
方
針
と
し
て
、
「
人
間
の
安
全
保

障
L

に
重
点
を
憲
き
、
「
人
間
中
山
の
開
発
」

「
経
済
成
長
を
通
じ
た
貧
困
削
減
」
「
平
和

の
定
着
」
を
3
大
柱
と
し
て
「
ヨ
本
の
対

ア
フ
リ
カ
協
力
イ
二
シ
ア
テ
ィ
ブ
L

が
発

表
さ
れ
走
。
こ
う
し
て
T
I
C
A
D
で
決

議
さ
れ
疋
提
言
や
万
針
ほ
J

C

A

ア
フ

ソ
力
支
援
の
基
本
万
針
と
な
っ
て
い
る
。

J
i
C
A
は
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
リ
カ
支

援
活
動
の
結
果
、
技
術
協
力
実
績
は
1
9

7
億
円

(
2
0
0
3
年
)
か
ら
2
3
7
億

円

(
2
0
0
6
年
)
ヘ
摺
額
し
、
「
青
年
海

外
協
力
隊
派
遣
L

や
「
無
償
資
金
協
力
L

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
を
組
み
合

わ
ぜ
て
効
果
的
な
成
果
が
出
せ
る
よ
う
、

工
夫
在
凝
ら
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
年

は
、
現
地
に
新
規
事
務
所
を
設
置
し
て
在

外
事
務
所
へ
の
人
員
移
動
や
権
限
委
譲
、

さ
ら
に
地
域
支
援
事
務
所
の
設
置
を
行
っ

て
お
り
実
施
体
制
の
強
化
ち
図
っ
て
い
る
。

(
2
〉
ア
フ
リ
カ
の
保
健
分
野
事
業

(
竹
本
啓
一
・
人
間
開
発
部
第
4
グ
ル

ー
プ
保
健
人
材
喬
成
チ
ー
ム
長
)

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
保
健
分
野
の
支
援

は
、
人
々
の
甘
謀
本
的
な
生
活
の
向
上
を
図

る
走
め
に
、
大
変
雲
要
で
あ
る
。
特
仁
、

住
民
自
身
が
自
分
の
健
康
を
主
体
的
に
考

え
、
自
ら
が
参
加
し
自
己
決
定
を
行
え
る

プ
ラ
イ
マ
リ
|
-
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
強
化
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
だ
、

H

V

/

エ
イ

ズ
や
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
の

予
防
と
早
期
治
療
に
焦
点
在
当
て
、
特
に

抵
抗
力
の
弱
い
女
性
や
子
ど
乞
の
寄
生
虫

対
策
や
予
紡
接
種
の
実
施
な
ど
の
健
康
改

善
を
行
っ
て
い
る
。
ま
定
、
物
質
的
な
援

闘
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
医
療
従
事
者
へ

の
数
育
や
技
術
移
転
、
さ
ら
に
保
健
医
療

の
組
織
や
制
度
の
改
善
を
行
い
、
行
政
官

の
能
力
向
上
に
ち
力
を
入
れ
て
い
る
。

4<1 

一
村
一
品
運
動
等
地
域
開
発
へ
の
取

り
組
み

(
花
井
淳
一
・
農
村
開
発
部
第
3
グ
ル

ー
プ
詑
燥
畑
作
地
帯
第
2
チ
l
ム
障
問
)

ア
フ
リ
カ
の
食
料
問
題
は
貧
困
問
題
と

(
3
)
 



深
<
関
わ
っ
て
お
り
、

J
I
C
A
の
基
本

理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
人
間
の
安
全
保
鰐
L

を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
定

め
、
農
村
地
域
の
貧
困
削
減
ち
考
慮
し
た

農
業
生
産
性
の
向
上
を
包
指
し
、
小
規
模

農
家
向
け
の
農
業
技
術
開
発
と
普
及
を
サ

ポ
卜
し
て
い
る
。
現
地
で
は
竹
や
曹
果
、

砂
袋
な
ど
再
生
可
能
な
農
異
を
利
用
し
住

民
に
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
木
の
皮
を
使

っ
た
濯
瓶
用
水
路
な
ど
住
民
自
ら
が
考
案

し
た
改
善
策
ち
取
り
入
れ
て
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
農
民
参
加
型
に
よ
る
N
E
R

C
A
(
Z
Oく
く
刃
一
口
ゆ
え
〉
才
一
口

ω
ネ
リ
カ

(
農
業
用
水
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
ち
十

分
に
吉
田
つ
よ
う
、
ア
ジ
ア
稲
と
ア
フ
リ
カ

稲
の
種
間
受
雑
を
し
だ
新
口
凹
種
)
の
普
及

ち
行
っ
て
い
る
。

アフリカ・アジア視察

(
4
)
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
紹
介

(
草
野
孝
久
・

J
l
I
C
A
地
球
ひ
ろ

ば
所
長
)

J
l
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
は
市
民
の
国
際

協
力
参
加
の
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
抽
出
球
社
会
の
一
口
買

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
吉
田
く
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
定
、
市
民
団
体
の
冨
際

協
力
に
関
す
る
矯
報
発
信
や
受
流
、
研
修

の
活
動
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
副
ち
あ
る
。

地
球
ひ
ろ
ば
の
主
な
活
動
内
容
は
、

(
1
)

間
開
発
教
育
へ
の
支
援
、

(
2
)
国
際
協
力
へ

の
参
加
相
談
や
支
援
、

(
3
)
市
民
団
体
や

地
万
自
治
体
と
の
協
働
、

(
4
)
市
民
参
加

に
よ
る
国
際
協
力
の
実
施
、

(
5
)
J
C

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
各
種
研
修
実
施
と

帰
冨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
社
会
還
元
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

第
2
日
目

2
0
0
7
年
8
月
引
日
(
金
)

3
・
群
馬
県
庁
訪
問

4
・
あ
ぐ
り
ハ
ウ
ス
あ
ふ
く
ろ
亭

5
・
伊
香
保
温
泉
小
潤
口
権
者
組
合

訪
問

3
.
群
馬
県
庁
訪
問

視
察

2
B
B
は
群
馬
県
庁
を
訪
問
し
、

群
馬
県
に
お
け
る
地
域
相
互
扶
鈎
活
動
と

し
て
の
疾
病
予
防
や
、
消
防
屈
の
活
動
、

入
会
地
、
農
村
女
性
の
経
営
・
社
会
参
画

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
だ
。

こ
の
様
子
は
同
日
の

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
関

東
版
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
報
道
さ
れ

だ。
ま
ず
、
茂
原
埠
男
副
知
事
か
ら
歓
迎
挨

拶
が
あ
り
、
群
馬
県
が
行
っ
て
い
る
農
業

高
校
留
学
生
交
流
事
業
や
群
馬
県
出
身
者

ち
派
遣
さ
れ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
磁
等

の
抑
制
力
を
通
じ
て
、

4
7
包
の
視
察
議
員
団

の
出
身
固
と
群
馬
県
の
交
流
が
既
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
鮮
は
既
に
存
在
し
て
い

る
と
紹
介
さ
れ
走
。
ま
た
、
会
回
の
会
議

お
よ
び
視
察
事
業
を
実
施
し
て
い
る
福
白

康
夫
A
P
D
A
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

財
包
活
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
述
べ
走
。

視
察
団
代
表
と
し
て
、
ピ

i
タ
・
↓
ア

イ
ビ
ッ
ト
・
マ
チ
ュ
ン
グ
ワ
・
ザ
ン
ビ
ア

国
会
議
員
が
、
山
U

温
ま
る
皆
様
の
歓
迎
に

大
変
感
謝
し
て
い
る
と
述
べ
、
こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
各
密
国
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
固
に
持
ち
帰
り
、
是
非
、

B
の
発
展
の

た
め
に
育
効
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
、
会
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。
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(
1
)
群
馬
県
氾
お
け
る
結
核
対
策
へ
の
取

り
組
み

(
川
崎
英
弘
・
保
健
予
防
課
疾
病
対
策

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
係
長
)

日
本
に
お
け
る
結
核
擢
患
率
は
年
々
減

少
し
て
い
る
が
、
世
界
の
先
進
国
と
出
較

す
る
と
、
そ
の
数
は
依
然
と
し
て
高
く
、

ス
ウ
工

i
デ
ン
の
約
6
倍
以
上
で
あ
る
。

感
染
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
、
特
に
市
歳

存
」
過
ぎ
る
と
体
の
抵
抗
力
、
か
低
下
し
始
め

る
た
め
、
保
菌
者
で
こ
れ
ま
で
発
症
し
な

か
っ
た
人
々
の
間
で
発
疲
が
始
ま
り
、
そ

の
結
果
、
結
核
擢
患
率
が
増
加
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

群
馬
県
で
は
結
核
予
紡
婦
人
会
や
市
町

村
保
健
推
進
員
、
市
町
村
保
健
衛
生
部
局

を
設
置
し
て
お
り
、
研
修
会
等
を
通
じ
て

結
核
仁
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図

り
、
結
核
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
婦
人
会
で
は
復
十
字
シ
ル
葬
金
活

動
ち
行
い
、
群
馬
県
だ
け
で
は
な
く
全
国

の
結
核
や
腕
が
ん
、
そ
の
ほ
か
の
胸
部
仁

関
す
る
疾
病
を
無
く
し
、
箆
民
の
病
気
や

予
紡
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
健
康
で
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

十
日

L

、
結
核
健
康
診
断
の
受
診
率
を
向
上
さ

世
る
た
め
の
取
り
組
み
ち
行
っ
て
お
り
、

保
健
衛
生
部
局
で
は
一
次
健
康
診
断
で
の

育
所
見
者
に
対
し
、
早
期
発
見
や
迅
速
な

医
療
機
関
の
紹
介
を
通
じ
た
早
期
治
療
等
、

適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
の
保
健
所
で
ち
情
報
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
接
触
者
検
診
や
結
核
と
し
て

登
録
さ
れ
た
患
者
へ
の
家
庭
訪
問
や
治
療
万

法
の
説
明
、

D
O
T
S
(
口
市
口
ぞ
一
o
u
ω
0
2
0且

ギ
g
ヨ0
3
F
m
T
6
1
口
凸
E
B
O

直
接
監
視
下
短

期
化
学
療
法
ド
ッ
ツ
)
等
の
適
切
な
指

導
、
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。
群
馬
県
で

は
、
こ
う
し
て
複
数
の
関
係
団
体
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
結
核
撲
滅
に
向
け
た

活
動
を
続
け
て
い
る
。
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(
2
)
群
馬
県
の
消
防
邸
活
動

〈
毒
自
由
拓
樹
・
消
紡
紡
災
諜
消
防
グ

ル
ー
プ
主
事
)

消
防
団
の
歴
史
は
江
戸
持
代
ま
で
遡
り
、

八
代
将
軍
士
口
宗
が
設
置
し
た
「
い
ろ
は
四

八
組
」
と
い
う
町
火
消
が
そ
の
前
向
日
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

1
9
4
7
年
に
な

る
と
消
妨
組
織
法
が
公
布
さ
れ
、
全
国
の



市
町
村
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
現
在
の

「
消
防
団
」
と
い
う
形
態
を
と
る
よ
う
仁
な

つ
だ
。
今
日
、
全
匿
で
は
約

ω万
人
(
う

ち
女
性
団
員
は
1
万
4
千
人
)
が
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

群
馬
県
内
で
は
、
約
1
万
2
子
人
の
消

防
団
員
が
お
り
、
そ
の
う
ち
約
印
人
が
女

性
団
員
で
あ
る
。
現
在
、
臼
本
の
消
防
屈

は
世
界
の
義
勇
消
防
の
中
で
乞
上
位
の
人

員
数
で
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
地
域
相

互
扶
鈎
の
典
型
的
な
活
動
と
い
え
る
。
消

防
屈
は
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
池
域
の
火

災
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
、

そ
の
地
域
や
住
民
を
守
る
た
め
に
育
士
山
者

が
集
ま
り
活
動
し
て
い
る
。
消
防
田
山
口
貝
は

本
織
を
他
に
持
っ
て
お
り
、
休
日
等
を
利

用
し
て
教
育
や
訓
練
を
重
ね
て
お
り
、
い

つ
で
ち
災
害
時
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

準
備
を
怠
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
だ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
消
妨
活
動
の
他
、

常
備
消
紡
と
ち
呼
ば
れ
て
い
る
消
妨
活
動

を
職
業
と
す
る
消
防
本
部
(
消
防
署
)
が

あ
り
、
災
害
時
に
は
連
携
を
し
て
活
動
し

て
い
る
。
川
沼
節
団
の
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
火

アフリカ・アジア会議

災
時
に
お
い
て
消
火
・
毅
助
活
動
、
水
害

時
は
土
嚢
穣
み
等
の
水
防
活
動
、
地
震
時

に
は
消
火
・
救
郎
・
避
難
誘
導
活
動
等
を

行
う
。
平
田
村
は
災
害
の
予
防
や
住
民
仁
対

す
る
妨
山
氏
意
識
の
器
発
活
動

t
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
地
域
と
密
接
に
か
か
わ
り
、

そ
の
地
域
の
消
防
防
災
リ
ダ
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

消
防
団
の
今
後
の
課
題
は
、
住
民
の
地

域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
を
向
上
さ
ゼ
る
こ

と
仁
あ
る
。

1
9
6
2
年
に

2
万
8
干
人

い
た
消
防
団
員
は
現
在
で
は
1
万
2
千
人

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

地
域
に
よ
り
密
着
し
生
活
し
て
い
走
農
業

が
中
心
で
あ
つ
だ
昔
と
比
べ
、
消
防
団
員

と
し
て
活
発
に
活
動
で
き
る
年
代
の
多
く

が
サ
ラ
リ
マ
ン
化
す
る
な
ど
、
そ
の
就

業
形
態
が
変
わ
つ
だ
た
め
で
あ
る
。
消
防

屈
の
活
動
は
災
害
時
の
み
の
活
動
で
は
な

く
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
ち
つ
な
が
る

の
で
、
ム
コ
後
ち
消
紡
密
の
活
動
を
継
続
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
入
会
地
と
生
産
森
林
組
合

(
吉
両
橋
正
直
・
林
業
振
興
課
林
業
団
体

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
矯
佐
)

山
林
原
野
の
入
会
制
度
が
発
生
し
だ
の

は
、
徳
川
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

地
域
仁
暮
ら
す
農
山
村
の
人
々
が
慣
習
に

基
づ
い
て
、
草
刈
場
や
萱
場
、
入
り
山
、

仲
間
山
、
組
山
、
村
山
な
ど
を
共
同
で
利

用
し
て
い
た
。

一
万
イ
ギ
リ
ス
に
ち
コ
モ
ン
ズ
と
呼
ば

れ
る
、
入
会
地
と
類
似
す
る
制
度
が
存
在

し
て
い
る
。
コ
モ
ン
ズ
に
は
「
公
共
の
土

地
」
で
は
な
く
「
共
同
所
有
し
て
い
る
土

地
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
<
、
実
際
に

は
周
辺
で
土
地
を
借
り
て
放
校
や
林
業
、

漁
業
を
営
む
人
々
が
そ
の
権
利
を
所
有
し

て
い
た
。
包
本
で
、
入
会
権
が
設
定
さ
れ
た
土
地

(
入
会
地
)
の
共
有
者
の
資
格
は
、
一
定
の

地
域
・
集
落
に
居
住
す
る
世
帯
主
に
限
ら

れ
て
い
る
。
共
有
者
間
の
入
会
権
の
権
利

譲
渡
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
部
外
者
へ

の
権
利
譲
渡
は
全
面
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

走
だ
し
、
共
有
者
は
そ
の
地
域
・
集
落
を

去
る
と
、
こ
の
権
利
が
な
く
な
る
。
そ
の
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ほ
か
、
共
有
者
の
持
ち
分
や
登
記
名
義
に

つ
い
て
、
個
人
に
分
配
さ
れ
定
収
益
の
使

途
、
分
割
を
す
る
際
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
、

杷
続
者
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
慣
習
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

入
会
権
の
相
続
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
、
質
問
が
行
わ
れ
走
。

こ
れ
に
対
し
て
、
基
本
的
に
そ
の
地
域
の

入
会
権
を
持
つ
家
族
の
男
子
に
相
続
さ
れ

る
と
い
う
回
答
が
あ
り
、
引
き
続
き
男
女

平
等
の
点
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
た
。
事

務
局
よ
り
回
答
の
補
足
説
明
と
し
て
、
巳

本
の
民
法
に
お
い
て
財
産
棺
続
は
全
く
男

女
平
等
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
入
会
権
は
慣

習
的
な
権
利
で
あ
り
、
慣
習
活
に
従
っ
て

い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

B
本
の
伝
統
的
な

財
産
権
の
考
え
万
に
は
、
財
産
権
と
同
時

仁
そ
の
財
産
を
維
持
す
る
義
務
が
強
<
付

随
し
て
い
る
こ
と
。
従
っ
て
、
入
会
権
の

よ
う
に
森
林
を
総
婚
す
る
た
め
の
波
打
ち

ゃ
間
伐
な
ど
の
作
業
が
義
務
的
に
課
さ
れ

る
権
利
に
関
し
て
は
、
女
性
労
働
と
し
て

適
切
で
な
い
こ
と
乞
あ
っ
て
、
男
性
の
問

で
そ
の
権
利
義
務
が
訟
き
継
が
れ
て
き
疋

の
だ
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
走
。

B
本
が
高
い
人
口
密
度
の
中
で
環
境
を

維
持
し
て
き
た
背
景
に
は
、
権
利
だ
け
が

独
立
し
て
主
張
さ
れ
る
西
欧
的
な
権
利
関

係
を
基
盤
に
お
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、

先
福
代
々
の
土
地
を
手
々
孫
々
に
伝
承
し

て
い
く
義
務
が
あ
る
と
い
う
、
「
義
務
L

を

背
景
と
し
て
「
権
利
」
が
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

明
治
引
年
に
民
法
で
「
共
有
の
性
質
を

有
す
る
入
会
権
」
と
「
共
有
の
性
質
を
奇

せ
ざ
る
入
会
権
」
と
い
う
2
か
条
の
入
会

権
規
定
が
法
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
は

各
地
万
の
慣
習
に
従
っ
て
運
用
が
な
さ
れ

て
い
走
。
昭
和
創
年
に
は
「
近
代
化
法
」

が
施
行
さ
れ
、
入
会
林
野
の
利
用
高
度
化

と
発
展
の
だ
め
、
旧
来
の
慣
習
に
慕
づ
く

権
利
を
解
消
し
、
権
利
者
に
は
所
有
権
、

地
上
権
等
の
近
代
的
な
権
利
が
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
っ
走
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
「
生
産
森
林
組
合
法
」

が
制
定
さ
れ
、
入
会
権
の
「
生
産
森
林
組

合
L

へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
森
林
所
有
権
者
や
地
上
権
取
得
者

が
現
物
出
資
を
行
っ
て
、
そ
の
森
林
営
業

を
協
同
で
行
う
よ
う
に
な
っ
走
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
森
林
の

綬
営
・
維
持
・
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
伐
採
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
木

材
は
そ
の
価
格
が
低
い
だ
め
に
あ
ま
り
利

誌
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
々
の
森
林

経
営
に
対
す
る
関
心
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
や
、
過
疎
化
に
よ
る
住
民
の

移
転
や
組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
森

林
経
営
に
携
わ
る
人
々
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
仁
な
っ
て
い
る
。
ま
定
、
入

会
権
の
如
何
続
な
ど
の
慣
習
法
に
基
づ
く
権

利
関
係
は
、
現
在
の
法
解
釈
の
基
準
と
照

ら
し
合
わ
ゼ
た
場
合
、
そ
の
基
盤
と
す
る

概
念
の
相
違
ち
あ
っ
て
矛
盾
が
生
じ
る
。

近
代
化
法
の
中
に
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程

で
、
日
本
が
伝
統
的
に
保
持
し
て
き
た
共

同
体
に
よ
る
共
有
資
産
の
維
掲
皆
同
理
は
現

代
日
本
で
ち
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

指
撤
さ
れ
だ
。
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(
4
〉
群
馬
県
尼
お
け
る
農
村
女
性
の
経
営

参
画
・
社
会
参
画
の
歩
み

(
清
水
千
鶴
・
中
部
農
業
事
務
所
農
業

振
興
課
担
い
手
育
成
グ
ル
ー
プ
補
佐
)

1
9
4
8
年
に
施
行
さ
れ
た
農
業
改
良
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あぐりハウスおふくろ亭の皆さんと視察団

朋
長
法
を
受
け
、
同
年
、
群
馬
県
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
協
議
会
が
発
足
し
だ
。

1
9

5
4
年
に
な
る
と
察
庁
の
農
業
技
術
課
に

生
活
改
善
係
が
設
墨
さ
れ
、
農
村
住
民
の

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
の

技
術
向
上
を
図
る
と
い
う
政
策
が
始
ま
っ

走
。
こ
う
し
だ
改
善
運
動
は
生
活
普
及
員

に
よ
る
指
導
の
ち
と
、
住
民
自
身
が
自
分

や
家
族
の
健
康
を
考
え
生
活
を
向
上
さ
ゼ

て
い
こ
う
と
い
う
、
自
主
性
を
持
っ
て
活

動
し
た
結
果
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
だ
。
例
え
ば
、
旧
来
の
か
ま
ど
を
レ
ン

ガ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
に
改
善
す
る
こ
と

で
、
薪
の
軽
減
や
台
所
で
の
労
働
時
間
が

短
縮
す
る
こ
と
が
実
現
し
だ
。
ま
た
、
共

同
の
水
汲
み
場
の
設
置
や
共
同
の
簡
易
水

道
作
業
を
住
民
自
身
が
行
い
、
家
庭
へ
の

上
水
道
の
整
備
が
進
む
と
、
家
事
・
育

児
・
畑
仕
事
の
全
て
に
必
要
と
さ
れ
る
、

水
汲
み
と
い
う
重
労
働
か
ら
女
性
が
開
放

さ
れ
、
高
齢
の
女
性
で
ち
労
働
参
加
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
生
活
仁
関
す
る

指
導
で
は
農
繁
期
の
食
事
に
役
立
つ
保
存

食
や
常
偏
食
、
労
働
に
あ
っ
定
食
生
活
指

導
、
滅
塩
・
滅
糖
に
よ
る
健
康
管
理
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
繁
期
に
な
る

と
栄
養
知
識
を
得
左
女
性
だ
ち
が
家
事
を

共
同
で
行
い
、
農
作
業
者
へ
の
食
事
提
供

を
行
っ
た
。

1
9
7
1
年
に
は
生
活
普
及

員
ち
同
乗
し
た
「
キ
ッ
チ
ン
力
」
で
移

動
し
、
協
同
炊
事
が
な
い
地
域
に
ち
健
康

を
考
慮
し
疋
栄
養
の
あ
る
食
事
と
生
活
指

導
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
、
農
民
の
健

康
状
態
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

近
年
に
な
る
と
、
自
給
菜
濁
の
普
及
や

地
域
の
農
産
物
を
生
か
し
た
料
理
の
指
導

を
行
い
、
朝
市
へ
の
出
活
や
料
理
コ
ン
ク

ー
ル
を
回
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者

の
正
し
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
さ
ら
怠

る
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。
一
し
の
結
果
、

農
村
女
性
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
地
域
社
会

へ
の
参
加
に
加
え
、
個
人
や
共
河
で
起
業

化
し
、
豆
腐
の
加
工
施
設
や
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
の
経
営
な
ど
、
経
済
的
自
立
ち
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
都
市
部
の
消

費
者
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
食
農
体
験

を
実
施
し
た
り
、
各
棲
食
品
加
工
卒
の
出

版
を
行
う
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
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4
.
あ
ぐ
り
ハ
ウ
ス
お
ふ
く
ろ
吉
一
苧

当
日
の
昼
食
会
場
で
ち
あ
つ
だ
「
あ
ぐ

り
ハ
ウ
ス
お
ふ
く
ろ
亭
」
は
赤
城
農
村
女

性
加
土
販
売
組
合
が
経
営
し
て
い
る
農
村

女
性
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
昨
年
3
月
に

才

i
プ
ン
し
だ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
立

メ
ン
バ
は
け
人
で
、
地
一
元
農
家
の
羽
j

m歳
代
の
女
性
だ
ち
で
あ
る
。

旧
赤
城
村
が
池
域
の
農
産
物
を
利
用
し

て
、
地
域
振
興
を
邑
指
し
た
加
工
販
売
組

織
の
立
ち
上
げ
が
検
討
さ
れ
、
赤
城
村
農

村
女
性
会
議
の
育
士
山
什
名
が
集
ま
っ
て
赤

城
農
村
女
性
加
工
販
売
組
合
が
設
立
さ
れ

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
立
ち
上
げ
費
用
3
5

3
2
万
円
の
う
ち
、

2
6
0
0
万
円
が
旧

赤
城
村
の
助
成
金
と
し
て
援
問
さ
れ
だ
が
、

残
り
の
1
3
8
4
万
円
は
同
絡
会
員
の
共

同
出
資
金
で
あ
る
。

こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
食
材
は
地
元
産
に

こ
だ
わ
り
、
昧
付
け
は
農
家
の
家
庭
料
理

を
再
現
し
て
い
る
。
定
番
メ
一
一
ュ
は
地

元
銘
柄
豚
肉
の
「
土
亦
減
ポ
ク
」
を
使
用

し
た
ト
ン
力
ツ
定
食
や
焼
肉
井
、
角
煮
入

り
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
で
あ
る
。
季
節
に

よ
り
地
一
元
で
採
れ
る
旬
の
野
菜
を
使
つ
だ

季
節
料
理
ち
あ
り
、
今
後
は
侶
赤
城
村
に

伝
わ
る
伝
承
料
理
石
提
供
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
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5
・
伊
香
保
温
泉
小
関
口
権
者
組
合
訪
問

こ
一
し
で
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
「
温

泉
」
を
ど
の
よ
う
に
分
配
し
、
永
続
的
に

利
用
し
て
い
る
の
か
視
察
を
行
っ
た
。
訪

問
し
た
小
間
口
権
者
組
合
と
は
、
源
泉
が

流
れ
る
本
線
(
大
震
)
か
ら
、
各
源
泉
所

有
者
が
引
湯
す
る
時
仁
使
用
す
る
湯
口

(
小
間
口
)
の
利
用
権
を
持
っ
て
い
る
人
々

の
絡
会
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
香
保
で
は
、

源
泉
に
適
し
た
棄
の
生
木
を
使
っ
た
木
樋

が
、
こ
の
小
間
口
仁
使
用
さ
れ
て
い
る
。

1
分
間
の
総
湧
出
畳
一
軍
は
5
ト
ン
、
こ
の
源

泉
を
沼
口
の
湯
口
(
小
間
口
)
権
者
が
分

配
し
使
用
し
て
い
る
、
有
名
な
石
畳
の
階

段
に
あ
る
十
二
支
の
銅
版
は
こ
の
湯
口
権

者
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。

伊
香
保
温
泉
の
小
間
口
権
者
の
歴
史
は

古
<
、

1
7
4
1
年
に
渡
辺
民
部
が
残
し

た
「
覚
L

仁
よ
る
と
、

1
6
3
9
年
、
安

中
領
主
で
あ
る
井
伊
兵
部
少
舗
が
定
め
た

「
樋
口
井
切
こ
満
寸
活
」
に
記
載
さ
れ
て
い
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伊香保森林公園

る
。
現
在
は
9
軒
の
旅
館
が
所
奇
し
て
お

り
、
厳
し
い
組
合
規
定
の
ち
と
、
伊
香
保

の
伝
統
源
泉
で
あ
る
「
黄
金
の
湯
L

を
保

持
し
続
け
て
い
る
。

湯
口
権
穿
」
新
た
に
獲
得
す
る
場
〈
一
口
い
や
、

相
続
人
が
い
な
い
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
新

た
な
湯
口
権
は
つ
く
ら
ず
既
存
の
湯
口
権

者
か
ら
分
け
て
ち
ら
う
し
か
な
い
、
ま
だ

相
続
に
関
し
て
は
ま
だ
事
例
は
な
い
の
で

明
確
な
回
答
は
で
き
な
い
と
断
り
な
が
ら

ち
、
湯
ロ
権
は
組
合
に
戻
す
こ
と
仁
な
る

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
日
本
の
伝
統
的

な
財
産
権
が
共
河
体
の
維
持
と
深
<
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
だ
。

第
3
日
目

2
0
0
7
年
9
月
1
日
(
土
)

6
・
伊
香
保
森
林
公
盟
&
森
林
学
習

セ
ッ
タ
ー
訪
問

7
.
大
門
屋
訪
問

6
.
伊
香
保
森
称
公
冨
概
要

(
清
水
敏
夫
・
渋
川
環
出
現
森
林
事
務
所
長
〉

伊
香
保
森
栃
公
園
で
は
、
水
源
濁
養
林

等
の
保
安
林
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
実
際
に
公
園
内
在
散
策
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
の
雨
空
の

た
め
管
理
棟
で
紙
委
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

森
林
学
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
セ
ン
タ
ー

の
見
学
と
引
き
続
き
説
明
を
受
け
た
。

森
林
公
園
は
2
2
4
h
a
の
面
積
を
持

ち
、
伊
香
保
町
の
南
西
に
位
置
す
る
こ
ツ

岳
(
雄
岳
と
雌
岳
の
総
称
)
在
中
山
ω
に
東

西

2

・9
k
m
、
南
北
1

・
9
k
m
に
及

ん
で
い
る
。
元
々
は
大
正
同
年
、
白
玉
木
7
7

殿
下
(
昭
和
天
皇
)
の
ご
成
婚
記
念
仁
、

模
範
林
造
成
用
地
と
し
て
御
料
地
の
山
林

か
ら
1
2
6
2
h
a
の
払
い
下
げ
を
受
け

だ
土
地
で
あ
る
。
そ
の
山
林
の
一
部
を
林

野
庁
所
管
事
業
で
あ
る
「
生
活
環
境
保
全

林
整
備
L

や
「
保
健
保
安
林
施
設
整
備
L

な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
ヰ
山
道
や

潅
水
施
設
、
張
り
芝
な
ど
の
整
備
や
自
然

林
の
造
成
や
改
良
を
行
っ
て
、
昭
和
田
年

に
同
開
園
し
た
。
こ
の
森
林
公
園
は
大
気
浄

化
や
気
象
状
況
・
防
音
等
の
緩
和
、
土
砂

崩
れ
の
防
備
等
の
環
境
保
全
の
役
割
(
土

砂
流
出
防
備
保
安
林
の
指
定
)
と
、
人
々

が
森
林
内
を
散
策
す
る
こ
と
に
よ
る
必
身
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の
健
康
保
持
や
休
養
の
場
と
し
て
の
保
健

休
養
の
役
割
(
保
健
保
安
林
の
指
定
)
が

あ
る
。

7
.
大
門
屋
訪
問

l
臼
本
の
伝
統
文
化
を

体
験
(
田
中
純
一
・
大
門
屋
社
長
)

だ
る
ま
は
中
国
樺
宗
の
初
祖
達
時
間
大
師

が
9
年
間
壁
に
向
か
っ
て
座
禅
を
し
、
悟

り
を
開
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
座
禅
す
る

僧
侶
の
姿
を
模
し
て
作
ら
れ
だ
人
形
で
あ

る。
高
崎
だ
る
ま
は
、
約
3
0
0
年
前
、
少

林
山
達
磨
寺
九
代
東
獄
和
尚
の
伝
承
に
よ

り
、
山
県
友
五
郎
が
最
初
に
作
つ
疋
と
い

わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
人
で
あ
る
大
師
を

模
し
て
、
顔
に
は
豪
快
な
「
毛
」
が
施
し

て
あ
る
。
上
部
の
居
毛
は
鶴
を
、
下
の
ひ

げ
は
晶
唱
を
表
し
て
お
り
、
実
に
お
め
で
だ

い
顔
と
な
っ
て
い
る
。
顔
の
両
脇
は
金
色

に
施
さ
れ
て
お
り
、
商
売
繁
盛
や
家
内
安

全
な
ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
お
腹
に
は
そ
の
達
磨
を
手
に
し
疋
人

に
福
が
訪
れ
る
よ
う
「
福
入
」
と
警
か
れ

て
お
り
、
と
て
ち
縁
起
の
よ
い
だ
る
ま
で

こ
の
高
崎
だ
る
ま
の
生
産
量
は
全

E
1
位
で
国
内
の
約
加
%
を
占
め
て
い
る
。

大
門
屋
で
は
、
高
崎
だ
る
ま
の
特
徴
的

な
鶴
の
信
毛
と
亀
の
ひ
げ
の
筆
入
れ
を
す

る
様
子
を
田
中
氏
仁
実
演
し
て
い
↑
に
だ
き
、

視
察
呂
田
義
等
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

乞
、
出
自
思
い
思
い
に
だ
る
ま
の
時
間
に
絵
付

け
を
行
っ
た
。

あ
る
。

あ
わ
り
Z

視
察
団
は
群
馬
県
の
視
察
を
終
え
、
成

田
空
港
に
向
か
っ
た
。
こ
の
車
中
で
乞
積

極
的
な
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
日
本

の
コ
モ
ン
ズ
の
管
理
や
人
口
転
換
の
経
験

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
走
後

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
人
口
開
発
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム

(
E
F
P
)
を
代
表
し
て
、
リ

ト
ア
二
ア
の
ベ
サ
イ
テ
議
員
か
ら
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
ア
ジ
ア
フ
ォ
ラ
ム

(
A
F
P
P

O
)
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
F
A
A
P
P
D
)
の
問
に
、
よ
り
二
層
強

力
な
連
携
を
構
築
し
て
い
き
乏
い
と
、
希

望
が
述
べ
ら
れ
走
。

ま
だ
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
フ
才
|
ラ
ム

を
代
表
し
て
ザ
ン
ビ
ア
の
マ
チ
ユ
ン
グ
ワ

議
員
が
、
合
間
の
会
議
・
視
察
が
実
り
豊

か
な
ち
の
で
あ
っ
た
こ
と
仁
感
識
の
言
葉

を
述
べ
、
さ
ら
に
「
我
々
が
国
仁
帰
っ
て

何
を
す
る
か
が
問
題
だ
。
こ
れ
か
ら
は
私

た
ち
の
責
任
で
あ
る
L

と
力
強
く
参
加
者

を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
、
参
加
者
全
員

が
拍
手
で
河
意
し
走
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
走
世
界
の
中
で
ア
フ

リ
カ
問
題
は
日
本
仁
と
っ
て
ち
切
実
な
問

題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
多
く
の
困
難
を
抱

え
て
い
る
が
ア
フ
リ
カ
開
発
を
行
う
た
め

に
は
日
本
の
伝
統
的
な
知
恵
の
活
用
が
不

可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
事
務
局
と
し
て
ち
、

人
ひ
と
り
の
人
間
の
可
能
性
を
信
じ
て

こ
れ
か
ら
ち
活
動
を
続
け
て
生
き
た
い
と
、

改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
っ
定
。
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• • 社会的男女関係

効果的なHIV/エイズ予防戦略の

(上編)中核

(lPPF)南アジア地域局長

H
i
V
/
エ
イ
ズ
の
流
行
巴
関
す
る
印
象

H
ー
v

/
工
イ
ズ
と
い
う
と
、
次
の
よ

う
な
人
物
像
が
思
い
浮
か
ぶ
。

総
父
か
ら
度
震
な
る
性
的
虐
待
を
受
け
、

H
i
v
に
感
染
し
た
沿
歳
の
少
女
。

H

V
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
定
た
め
に
解

雇
さ
れ
た
上
、
工
場
内
の
誰
と
受
際
し
走

か
を
容
赦
な
く
詰
問
さ
れ
た
M
歳
の
女
性

士
場
労
働
者
。
そ
し
て
、
サ
リ
タ
は
次
の

よ
う
に
話
す
|
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お

か
げ
で
シ
ョ
ッ
ク
と
の
痛
が
和
ら
ぎ
、
立

ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し
だ
。
不
満
乞
次

第
に
抽
出
え
、
会
は
人
生
を
希
望
を
括
っ
て

精
一
杯
生
き
よ
う
と
思
い
ま
す
」
。

ナース• パラ• マドゥ

国際家族計画連盟

古
問
ア
ジ
ア
巴
お
け
る
H
i
V
/
エ
イ
ズ

過
去
ゆ
年
間
で
、

H
i
V
感
染
者
数
は

世
界
中
で
4
0
0
%
ち
燈
加
し
た
。
毎
日
、

世
界
で

6
0
0
0
人
ち
の
若
者
が
H

V

に
新
た
に
感
染
者
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

は
こ
の
ア
ジ
ア
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る

2
0

私
疋
ち
ア
ジ
ア
人
は
「
ア
フ
リ
カ
と
は
遣

う
」
と
い
う
が
、
私
た
ち
の
社
会
は

H
l

V

/
工
イ
ズ
仁
対
す
る
脆
さ
を
呈
し
始
め

て
い
る
。
自
発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
抗

体
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

9
人
中
わ
ず
か
1
人
に
過
ぎ
な
い
。
抗
レ

ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
療
法
片
岡
、
途
上
国
で
必
要

と
し
て
い
る
人
々
の
だ
っ
疋

7
%
に
し
か

庖
い
て
い
な
い
。
私
た
ち
が
、

H

V

/

工
イ
ズ
予
防
の
た
め
の
コ
ン
ド
ー
ム
使
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
間
仁
志
、
世
界
中
で

毎
分
1
9
0
人
ち
の
女
性
が
計
画
外
ち
し
く

は
望
ま
れ
な
い
妊
娠
に
直
面
し
て
い
る

2
0

マドゥ・バラ・ナース

IPPF南アジア地域局長。スウエ
デン国際開発庁 (8旧A)勤務を経
て、 1986年より国連女性開発基金
(UNIFEM)でアドバイザーを務め
る。 1994年には国連開発計画
(UNDP)のHIVIヱイズに関する地
域プロジェク卜に携わり、その桂
2000年までニュヨクでUNIFEM、
由連合同ヱイス2計画(UNAID8)

のジェンダーおよびHIVのアドバイ
ザ として勤務、その桂UNIFEM
地域アドバイザ を経て、 2003年
より現職。著書に“AndThen 
She Stirred"、“ FromTragedy 
Towards Hope"カずある。
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何
と
い
う
皮
肉
で
あ
ろ
う
。

妊
産
婦
死
亡
の

ω
%
は
、
イ
ン
ド
や
パ

キ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
開
発
途
上
国
で
起
き

て
い
る

5
0
H
i
V
感
染
に
よ
っ
て
妊
婦

は
さ
ら
に
何
倍
ち
の
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後

ω年
間
で
、

1

億
人
以
上
の
少
女
が
氾
歳
未
満
で
結
婚
す

る
と
の
予
測
が
あ
る
八
4
3

そ
の
幼
い
少
女

が
、
夫
に
よ
り
安
全
な
行
為
を
と
っ
て
く

れ
る
よ
う
受
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
出
問
ア
ジ
ア
で
は
、
結
婚
と
出
産
・

育
児
に
対
す
る
社
会
的
圧
力
が
大
き
い
た

め
に
、
彼
女
だ
ち
は
さ
ら
に
弱
い
立
場
に

立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

ジ
エ
ツ
ダ
1

(
社
会
的
性
差
)
の
問
題
を

無
視
し
た
代
償

H
i
V
/
エ
イ
ズ
が
発
見
さ
れ
て
か
ら

お
年
近
く
縫
っ
た
合
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

状
況
を
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
や
は

り
、
汁

l
V
/
工
イ
ズ
対
策
に
お
い
て
、

ジ
エ
ン
ダ
(
社
会
的
性
差
)
の
問
題
を

無
視
し
て
し
ま
っ
た
代
償
は
あ
ま
り
に
ち

大
き
か
っ
足
。
今
日
、
こ
れ
が
致
命
的
な

過
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
部
す
証
拠
は
十
分

あ
る
。
私
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
分
析

か
ら
、

H

V

/

工
イ
ズ
感
染
の
砿
大
を

招
い
だ
原
因
を
示
す
事
例
を
い
く
つ
か
述

べ
疋
い
。

事
例
ぬ
1

1
9
8
1
年
の
エ
イ
ズ
の
発
見

1
9
8
1
年
8
月
、
工
イ
ズ
の
最
初
の

症
例
が
男
性
患
者
か
ら
報
告
さ
れ
、
そ
の

わ
ず
か
2
力
月
後
に
は
女
性
の
発
症
が
確

認
さ
れ
だ
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
は
そ
の
後

ち
男
性
の
病
気
と
認
識
さ
れ
続
け
定
。

1

9
9
5
年
、
一
般
科
学
雑
誌
「
O
一ω
8く
雪
L

の
巻
頭
特
集
は
、
工
イ
ズ
が
女
性
の
間
で

感
染
拡
大
す
る
と
い
う
可
能
性
を
否
定
し

た
。
そ
こ
で
の
説
明
は
、
で
こ
ぼ
こ
し
た

形
状
の
女
性
の
生
殖
器
官
は
「
性
交
亡
出

産
に
よ
る
磨
耗
L

に
湛
え
う
る
よ
う
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
女
性
が
異
性
聞

の
性
受
渉
に
よ
っ
て
大
規
模
に
感
染
す
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う

ち
の
で
あ
っ
た

E
。
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど

女
性
運
動
は
ナ
イ
ロ
ビ
で
の
世
界
女
性
会

議
の
成
功
を
賛
美
し
て
い
た
が
、

H
!

V

/
工
イ
ズ
の
分
野
で
は
、
女
性
の
問
題

仁
関
す
る
対
話
や
協
議
が
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
な
か
っ
定
。
こ
う
し
だ
非
現
実
的
な
予

想
が
な
さ
れ
て
い
る
閤
に
、
工
イ
ズ
は
1

9
9
1
年
に
は
既
仁
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
多
く
の
抑
制
市
で
若
い
女
性
の
主
要
な
死

因
に
な
っ
疋

E
。

岳4

事
例
阪
2

エ
イ
ズ
診
祭
は
お
け
る
固
定
観
念

合
衆
国
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー

(
C
O
C
)

に
よ
る
工
イ
ズ
の
定
義
は
、
当
初
、
男
性

に
見
ら
れ
た
H
i
V
関
連
の
疾
病
の
特
徴

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
女
性
特
有

の
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患
、

7

才
宮
頚
由
問
、
お

よ
び
臆
カ
ン
ジ
ダ
疫
か
ら
く
る
症
状
は
除

外
注
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
根
本
は
、

「
病
気
に
は
性
的
な
区
別
が
な
い
」
と
い
う

現
在
で
ち
は
び
こ
っ
て
い
る
回
定
観
念
に

あ
っ
た
。

4
7
日
、
女
性
は
度
重
な
る
検
査

を
受
け
、
お
金
を
使
い
果
た
し
た
未
に
よ

う
や
く
最
終
的
な
診
断
が
な
さ
れ
る
と
い

う
現
状
に
慎
り
を
感
じ
て
い
る
(
7
3

女
性

仁
対
す
る
配
慮
の
な
さ
が
、
現
在
の
よ
う
な

状
況
を
つ
く
り
出
し
た
主
因
と
な
っ
て
い
る
。



事
例
恥
3

医
療
従
事
者
の
性
区
関
す
る
共
感
訓
練

性
感
染
症

(
S
T
D
)
と
H
ー

v

/
工

イ
ズ
と
の
関
連
は
叩
年
以
上
前
に
立
証
さ

れ
て
い
だ
。

S
T
D
仁
擢
患
し
て
い
れ
ば
、

H
l
V
感
染
の
リ
ス
ク
は
約
ゆ
倍
に
増
加

す
る
。
男
性
の

S
T
O
の
感
染
は
、
女
性

の
場
合
に
比
べ
て
也
較
的
笥
単
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
ム
聞
は
、
多
く

の
社
会
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
は
男
性

が
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
ち
彼
ら
の
社
会

で
は
往
々
に
し
て
男
性
は
不
特
定
の
相
手

と
の
性
受
関
係
を
持
つ
こ
と
は
許
容
さ
れ

て
お
り
、
男
性
同
士
で
セ
ッ
ク
ス
や
性
的

な
関
係
に
つ
い
て
話
す
こ
と
ち
容
易
な
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
療
従
事
者
が
女

性
患
者
を
診
断
す
る
個
師
、
女
性
に
対
す
る

配
慮
や
、
そ
う
し
た
配
慮
に
基
。
つ
い
だ
問

診
の
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
、

適
切
な
対
応
が
で
き
な
い
。
女
性
が
性
に

関
す
る
問
題
を
話
す
こ
と
が
難
し
い
社
会

で
は
、
女
性
は
隆
か
ら
の
分
泌
物
の
異
常

に
言
及
せ
ず
、
「
背
中
が
痛
く
て
体
が
だ
る

い
」
と
い
う
よ
う
に
医
療
従
事
者
に
伝
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
気
付
か
ず
、
医
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療
従
事
者
は
こ
れ
ま
で
こ
う
し
疋
女
性
た

ち
に
鎮
席
剤
を
処
万
し
、
そ
の
結
果
、
女

性
だ
ち
は
医
療
に
対
す
る
信
頼
を
失
い
、

民
陪
療
法
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
走
。
つ
ま

り
、
医
療
従
事
者
が
女
性
の
問
題
に
対
し

て
十
分
な
配
慮
を
し
円
拙
か
っ
た
定
め
に
、

S
T
D
と
工
イ
ズ
予
防
に
関
す
る
全
国
的

な
試
み
は
成
果
を
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

事
例
恥
4

H
i
V
抗
体
検
査
の
事
前
・
事
後
の
カ
ウ

ツ
セ
リ
ツ
グ
区
お
け
る
女
性
へ
の
配
慮
の

欠
如
感
染
症
対
策
の
歴
史
に
お
い
て
、

H
l

V
抗
体
検
査
の
前
後
仁
実
施
す
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
導
入
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

走
。
そ
の
巴
的
は
、
検
出
率
の
向
上
や
、

H
l
V
感
染
者
や
H
l
V
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
や
す
い
人
キ
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
感
染
狐
大
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
対
策
は
、

1
9
8
8
年

と
い
う
早
い
時
期
に
W
H
O
の
H
i
V
/

工
イ
ズ
に
関
す
る
グ
ロ
パ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
初
の
中
期
計
画
と
し
て
導
入
さ
れ

だ
に
右
関
わ
ら
ず
、

H
ー

vウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
を
抑
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
走
。

こ
の
対
策
の
欠
陥
は
、
検
査
前
後
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
女
性
に
対
す
る
配

慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

H
i

V
/
エ
イ
ズ
・
カ
ウ
ン
セ
ソ
ン
グ
は
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
患
者
の
聞
の
守
秘
義
務
、

免
責
特
権
、
お
よ
び
密
接
な
人
間
関
係
と

い
っ
疋
数
多
く
の
原
町
田
や
価
値
観
を
要
す

る
。
し
か
し
、
夫
婦
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
異

性
問
の
関
係
が
タ
ブ

i
視
さ
れ
る
な
会
で

は
、
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
女
性
は

ま
だ
し
て
ち
取
り
残
さ
れ
、
積
極
的
な
活

動
の
主
体
と
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
し
、
女
性
を
取
り
巻
く
性
に
対
す
る
配

慮
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
匿
名
の
ま
ま
相
談

で
き
る
よ
う
な
っ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
つ

く
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

事
例
ぬ
5

H
i
V
/
エ
イ
ズ
の
治
療
巴
お
け
る
女
性

へ
の
配
慮
の
欠
如

こ
れ
ま
で
汁

V
感
染
治
療
の
定
め
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
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男
性
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の

悪
影
響
と
し
て
、
女
性
が
H
l
V
治
療
に

十
分
に
包
括
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
態

が
起
き
だ
。
多
施
設
治
験
に
お
け
る
患
者

の
増
加
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
検
討
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
女
性
は
わ
ず
か
6
・
7
%
の

み
だ
っ
た
百
五
ま
た
、
世
界
の
ど
こ
を
見

て
ち
H
l
V
/
工
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
に
対
す
る
単
一
薬
物
に
よ
る
治
療
は
推

薦
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

A
Z
T
(
抗
工

イ
ズ
薬
)
に
対
す
る
急
速
な
抵
抗
を
生
み

出
す
定
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
妊
娠
中
の

女
性
に
ほ
一
般
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

一
事
例
恥

6

H
l
V
/
工
イ
ズ
薬
の
入
手
可
能
性

H

V

/
工
イ
ズ
薬
剤
の
入
手
可
能
性

は
、
お
そ
ら
く
患
者
が
直
面
し
て
い
る
重

大
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
特
に
女
性

に
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
開
発

途
上
富
で
は
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
大
き
く

な
る
。
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
で
は
、
け

V

/
工
イ
ズ
感
染
者
の
治
療
の
た
め
の
薬

は
、
国
の
社
会
保
障
協
会
や
保
健
省
と
い

つ
だ
政
応
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
制
度
を
通
し
て

提
供
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
雇
用
が
あ
り
、

社
会
保
障
を
受
け
て
い
る
人
々
は
そ
の
恩

恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
大
半

の
女
性
患
者
は
そ
の
支
援
を
受
け
る
権
利

が
な
か
っ
走
。
な
ぜ
な
ら
、
女
性
の
大
半

は
非
公
的
な
分
野
で
一
雇
わ
れ
、
正
規
の
労

働
者
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
近
メ
キ
シ
コ
で

U
N
1
F
E
M
〈
国
連

女
性
開
発
義
金
)
は
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ベ

ー
ス
の
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
行
い
、
女

性
の
問
題
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
の
な
い

取
り
組
み
が
ど
れ
ほ
ど
女
性
に
悪
い
影
響

を
与
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
調

査
に
よ
れ
ば
総
名
の
女
性
の
う
ち
、
門
同
名

が
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
な
か
っ
疋
と
回

答
し
て
い
る
。
定
だ
し
、
こ
の
メ
キ
シ
コ

政
府
が
採
つ
だ
こ
の
対
策
は
注
尽
に
億
す

る
ち
の
で
あ
り
、
会
後
は
よ
り
女
性
の
置

か
れ
た
事
情
を
十
分
に
考
慮
し
た
視
点
で

女
性
だ
ち
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
よ
う
、

他
の
国
々
に
ち
取
り
入
れ
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
。

セ
ク
シ
ヤ
リ
テ
ィ
(
姓
の
問
題
)
の
再
定

義

i
新
し
い
ボ
ト
ル
の
中
身
は
悶
い
フ
イ
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エノ
ワ以
上
6
つ
の
事
例
は
単
な
る
示
唆
に
す

ぎ
な
い
が
、

H

V

/
工
イ
ズ
の
蔓
延
を

防
止
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
女
性
の

問
題
を
考
慮
す
る
こ
と
が
い
か
に
必
要
で

あ
る
か
を
指
撤
し
て
い
る
。
今
日
の
問
題

は
、
政
策
立
案
者
/
計
画
者
、
そ
し
て
事

業
実
施
者
が
こ
う
し
だ
側
面
を
取
り
入
れ

て
こ
な
か
っ
た
定
め
で
あ
り
、
彼
ら
は
ジ

工
ン
ダ
(
社
会
的
性
差
)
の
問
題
と
汁

i
V
の
問
題
に
つ
い
て
、
女
児
の
教
育
、

セ
ッ
ク
ス
・
ワ
力
へ
の
介
入
、
ヱ
イ

ズ
で
夫
を
亡
く
し
貧
困
に
あ
え
ぐ
未
亡
人

へ
の
支
援
と
い
っ
た
よ
う
な
、
非
常
仁
限

ら
れ
た
部
分
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
き
定
。

こ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
取
り
組
み
で
さ
え
、

私
た
ち
自
身
の
セ
ッ
ク
ス
と
性
の
問
題
に

対
す
る
型
に
は
ま
っ
た
価
値
観
の
た
め
に

偏
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

性
の
問
題
仁
お
け
る
社
会
的
性
差
ー
ー

そ
れ
が
何
を
意
昧
し
、
ど
う
私
だ
ち
自
身

の
判
断
に
影
響
し
、

H
ー
v

/
工
イ
ズ
の

脅
威
の
下
で
生
き
る
弱
い
立
場
の
男
性
お



よ
び
女
性
に
と
っ
て
何
在
意
味
す
る
か

ー
ー
に
つ
い
て
白
由
に
議
論
で
き
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ど
う
し
た
ら
こ
の
よ

う
な
固
定
観
念
が
再
定
義
さ
れ
、
よ
り
包

括
的
に
な
る
か
。
こ
れ
が
人
権
と
人
間
の

尊
厳
に
ど
の
よ
う
な
意
昧
を
持
っ
か
。
こ

う
し
だ
問
問
い
か
け
は
、

H
I
V
/
エ
イ
ズ

蔓
延
防
止
の
た
め
の
ど
ん
な
意
義
あ
る
介

入
で
ち
、
必
ず
私
的
、
ま
た
公
的
な
場
で

議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
核
む
泊
な

問
題
で
あ
る
。
↑
し
の
問
題
に
取
り
組
む

人
々
白
書
が
こ
の
過
程
を
実
際
仁
体
験
し

な
い
限
り
、
本
当
の
変
化
は
起
き
る
こ
と

は
な
く
、
甘
い
ぜ
い
「
新
し
い
ボ
ト
ル
の

中
を
旧
い
ワ
イ
ン
で
満
た
す
L

だ
け
に
な

る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
適
切
な
L

声

明
が
公
式
に
出
さ
れ
る
が
、
本
当
に
現
状

を
変
え
る
よ
う
な
政
治
的
意
思
は
生
ま
れ

な
い
。
「
ハ
ム
と
私
」
と
い
う
「
内
と
外
」
と

い
う
二
分
化
は
依
然
と
し
て
残
る
で
あ
ろ

投稿論文

(
O
百
一
ヨ
O
且
O

一ω〉

つ。
一
万
で
、

H
l
V
/
工
イ
ズ
対
策
は
、
血

液
の
選
別
、
匿
名
の
血
液
検
査
、
国
・
地

域
・
冨
際
レ
ベ
ル
で
感
染
拡
大
を
縫
認
・
予

測
す
る
感
染
症
拡
大
モ
デ
ル

の
開
発
と
い
っ
た
、
基
本
的
で
一
般
的
な

問
鐙
に
、
よ
り
効
果
的
に
焦
点
を
当
て
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
何
よ
り
重
要
な
こ

と
は
、
物
事
の
見
万
、
態
度
、
行
動
の
愛

化
存
」
乞
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
女
性
の
問

題
に
配
慮
し
た
万
法
で
H
l
V
/
工
イ
ズ

感
染
に
搭
続
的
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

個
人
だ
け
で
な
く
地
域
や
社
会
、
さ
ら
に

は
世
代
簡
に
お
け
る
搭
続
的
な
愛
化
が
欠

か
ぜ
な
い
。
現
在
、
女
性
の
汁

V
感
染

率
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
女
性
は
家
族
の

中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
包
括

的
な
万
法
で
汁
|
V
/
エ
イ
ズ
に
対
処
す

る
に
は
、
女
性
に
対
す
る
態
度
を
変
化
さ

ゼ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
委
に
な
っ
て
い

る
。
(
以
下
次
雪
に
続
<
〉

【注】
(1)
仁
/
L

〉一
U
印
日
一
ohuω
一E
0
0
0
3
M
o
o
h

(
2〉一刀
3
1
k
y
ココと
ω
一
E
O
U
0
3
M
D
D
M

(3)
一刀官官、
y
ココ
E
弘

E
O
U
0
2
M
D
O
M

(4)
一口市
U
O
且
J
O
B
0
3
0
2
口
ω
旦

亡
Z
市川勺〉

M
O
D
h

(
5
)
〈
〈

O
ョ
。
コ
匂
刀
O
く
O

ユて
ω
コ
且
》
一
O
印
!
日
可
ヨ
雪

口
0
3コO
Z
凶コ且

ω
ヨ
ヨ
0
3
ω
l
」
白
白
白

(
6
)
三
o
ヨ
0
3一
U
Oく
0
3〈

ω
コ且

E

U
印
1

1

q
ョ。、・

。。ココ
O
「

ω
コ
且
印
一
ヨ
ヨ
δ
コM
W

4

由
回
日

(
7
)
印一ブ@口
ω
コ
口
o
u
o
i
Z
ω
ヰ
J

」
由
由

J1

(
8
)
〈
〈

O
ヨ
o
コ
-
u
o
く
雪
宅
。
コ
旦
》
一
口
印
司
q
ョ。、

口
0
コヨ
o
ニ
ヨ
且
印
ヨ
ヨ
O
コ
ω

呂
田
印
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中国の人口問題-

子政策の功罪一人っ
元日本貿易振興機構アジア経済研究所研究主幹

明海大学非常勤講師

早瀬保子

世
界
経
済
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
め
ざ

ま
し
い
経
済
発
展
を
続
け
る
中
国
は
、
2
0

0
7
年
に
人
口
何
日
億
人
を
超
え
る
官
界
一
の

人
口
大
国
で
、

人
つ
子
政
策
を
世
界
で
初

め
て
実
施
し
た
こ
と
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
厳
し
い
人
口
抑
制
政
策
の
結
果
、
合
計

出
生
率
(
女
性
1
人
当
疋
り
生
涯
平
均
手
供

数
)
は
、
1
9
7
0
年
の
5
・
引
か
ら
、
ー

9
8
1
年
に
2
・
回
、
2
0
0
5
年
に
は
さ

ら
に
1

・
u
(
2
0
0
5
年
全
国
1
%
人
口

標
本
語
査

『
中
富
統
計
年
鑑
2
0
0
6』
)

の
急
速
な
低
下
を
示
し
た
。

一
人
っ
子
政
策

は
、
資
源
・
環
境
に
対
す
る
人
口
圧
力
を
緩

和
し
、
人
々
の
生
活
水
準
の
向
上
に
寄
与
す

る
一
万
、
人
口
高
齢
化
の
急
進
、
男
女
院
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
里
…
該
7

7

(

ヘ
イ
ハ
工
ズ
)

問
題
(
関
っ
7
7

中
罰
則
を
恐
れ
、
出
産
後
ち

人
口
登
録
さ
れ
な
い
予
供
)
や
小
皇
帝
(
親

の
過
保
護
と
一
人
っ
7
7
の
わ
が
ま
ま
)
な
ど

の
問
題
を
ち
だ
ら
し
て
い
る
。
最
近
で
は

人
っ
子
の
自
由
気
盛
な
生
活
優
先
の
風
潮
存
」

58 

反
映
す
る
晩
婚
化
や
結
婚
仁
対
す
る
親
の
過

干
渉
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
印
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
中
国
老

齢
工
作
委
員
会
の
「
中
屋
老
齢
化
発
展
趨
勢

予
測
研
究
報
告
」
(
2
0
0
6
年
2
月
発
表
)

に
よ
る
と
、
2
0
0
4
年
末
に
1
・
必
億
人

(
総
人
口
の
け
%
〉
、
2
0
1
4
年
に
2
億
人
、

2
0
2
6
年
に
は
3
億
人
、
2
0
3
7
年
仁

4
億
人
を
超
え
、
2
0
5
1
年
に
最
大
値
に

達
し
、
以
後
3
1
4
億
人
の
規
模
を
維
箔
す

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
人
口
高
齢
化
が
加

速
す
る
現
況
に
お
い
て
、
人
口
学
者
、
田
雪

原
氏
ら
各
界
専
門
家
の
間
で
「
中
箆
M

禾
富

先
老
H
3
縄
?
」
(
中
国
は
曲
一
一
旦
か
に
な
る
前

に
高
齢
化
が
進
む
の
か
)
に
つ
い
て
関
ゆ
が

高
ま
っ
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
、
2
0
0
5

年
に
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
中
国
の
年
金
問

題
改
廿
阜
存
」
提
言
し
て
い
る
。
ま
定
、
社
会
科

学
院
編
の
「
人
口
与
労
働
力
緑
皮
書
」
(
2
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0
0
6
年
)
に
は
、
高
齢
化
が
中
国
の
経
済

発
展
仁
有
利
な
状
況
を
失
う
と
懸
念
し
て
い

る。

万
で
、
M

未
富
先
老
H

議
論
に
疑
問
を

呈
す
る
学
者
ち
少
な
く
な
い
。
急
速
な
出
生

率
低
下
の
結
果
、
中
国
の
防
歳
以
上
人
口
出

準
(
図
1
υ
高
齢
化
率
)
は
、

2
0
0
0
年

の
7
%
か
ら
、

2
0
3
0
年
に
市
%
、

2 
O 

5
0
年
に
は
包
%
に
高
ま
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
毎
年
2
5
0
0
万
人
前
後
の
出
生
数
を

記
録
し
た
1
9
6
0
年
代
の
毘
塊
世
代
と
1

9
8
0
年
代
の
悶
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
、
現

在
の
経
済
発
震
を
支
え
る
生
産
年
齢
人
口
で

あ
り
、
従
属
人
口
指
数
(
生
産
年
齢
人
口
に

対
す
る
子
供
と
高
齢
者
の
和
の
人
口
比
)
が

杷
対
的
に
軽
い
「
人
口
紅
利
(
人
口
ボ
1
7

ス
)
L

の
優
位
は
2
0
3
0
年
頃
ま
で
は
変

わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
図
ー
よ
り
中
国
の
従

属
人
口
指
数
は
、

2
0
0
0
年
に
灯
%
と
日

本
と
ほ
ぼ
伺
水
準
で
あ
る
が
、

2
0
1
0
年

に
お
%
ま
で
低
下
す
る
。
そ
の
後
中
国
は
同

指
数
が
仲
間
今
に
上
昇
し
、

2
0
3
0
年
に

印
%
、

2
0
5
0
年
に
倒
%
と
な
る
が
、
日

本
は
そ
れ
ぞ
れ
刊
%
と
鉛
%
で
雲
泥
の
差
が

あ
る
。
中
国
は
引
世
紀
中
演
に
は
高
齢
化
が

加
速
し
、
高
齢
社
会
と
な
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
が
、

H

未
富
先
老
'
は
、

種
の
相
対

的
な
概
念
で
あ
り
、
不
確
定
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
深
刻
な
高
齢
社
会
と
な
る
前
に
、
社
会

保
障
都
度
の
繋
備
と
一
人
っ
子
政
策
の
再
考

が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。

【
参
考
資
料
〕

菱
向
群
、

《
人
口
研
究
》
編
輯
部
「
中
国

グ
未
富
先
老
u

ヨ
鳴
っ
L

、
『
人
口
研
究
』

く
♀
・

ω口
Z
0
9
2
0く

b
o
o四
日

印

eωJ1

陳
衛
、

《
人
口
研
究
》
編
輯
部
「
日
正
人
口

紅
利
ワ
還
窪
人
口
問
題
つ
」
、
『
人
口
研
究
』

く

o-・ω」
」

Z
O
M
L
i
q口斗
J
L
出
口
口
吋

h
J
z
h白

図 1 中国の年齢構成と臼本の従属人口指数， 1950年~2050年
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ODA提言 l 
OOAの反転増額を一民間有識者が提言一

菓子生尾崎人口問題協議会代表幹拳

緒方貞子・国際協力機構理事長に提言を手渡す明石康氏

2
0
0
8年
に
日
本
が
議
長
国
を
務
め
る
先
進
毘
首
酬
刷
会
議
(
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
・

7
月
)
、
第
4
回
ア
フ
リ
カ
隠
発
会
議
(
横
浜
・

5
月
)

を
扱
え
て
、
減
り
続
け
る
日
本
の
政
府
間
開
発
援
助

(
O
D
A
)
に
懸
念

を
強
め
る
民
間
の
研
究
者
、
評
論
家
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
お
人
(
代
表
・

明
石
康
元
国
連
事
務
次
長
)
が
O
D
A
の
拡
充
強
化
を
求
め
る
提
言
書

を
ま
と
め
た
。

①
「
地
球
と
人
間
の
共
生
を
め
ざ
す
国
際
協
力
」
の
推
進
、
②
O
D

A
の
減
額
か
ら
増
額
へ
の
転
換
、
③
O
D
A
の
国
際
合
意
、
協
民
総
生

産
比

0
・
7
%目
標
の
達
成
時
期
の
明
示
、
④
「
人
間
の
安
全
保
障
」

に
基
づ
く
ア
フ
リ
カ
援
助
の
強
化
、
女
性
の
視
点
の
重
視
、
⑤
「
自
民

に
支
え
ら
れ
た
国
際
協
力
」
実
現
の
た
め
の
国
際
理
解
教
育
の
促
進
と
、

図
会
議
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
ー
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
、
政
府
、

図
会
、
政
党
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
そ
の
実
現
を
働
き
か
け
る
。

わ
が
国
の

O
D
A
は
卯
年
代
に
は
世
界
ト
ッ
プ
の
実
績
を
示
し
た

が
、
近
年
不
況
の
長
問
問
化
と
財
政
再
建
設
策
の
影
響
を
受
け
て
米
国
に

継
い
で

2
0
0
6年
に
は
財
政
規
模
が
日
本
の

3
分
の

1
の
昔
封
筒
に
抜

か
れ
、
こ
こ

1
1
2年
の
問
に
仏
鍬
な
ど
に
先
を
越
さ
れ
世
界
の

5
1

6
位
に
転
務
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

提
言
は
O
D
A
の
質
的
改
善
を
進
め
な
が
ら
量
的
拡
大
を
図
り
、
日

本
の
特
長
を
活
か
し
た
間
際
協
力
の
強
化
に
努
め
る
べ
き
だ
と
し
て
、

既
に
編
加
藤
夫
・
函
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
長
、
緒
方
貞
子
・
国
際

協
力
機
構

(
j
I
C
A
)
理
事
長
、
外
務
省
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
提
言
の
内
容
次
の
通
り
。

6日



ODA提言

o~提言 11 
に関する提言(ODA) 政府隠発援助

2007年9月1日

内閣総理大臣殿

外務大臣殿

財務大臣殿

経済産業大豆澱

経済財政担当大臣殿

rODAの拡充を求める民間会議j代表
ジ、ヨイセフ・人口問題協議会 会長

明石康

《
提
雪
一
一
聞
の
趣
旨
》

発
想
の
転
換
に
よ
る
強
力
な
国
襟

協
力
の
展
開
を

2
0
0
7
年
日
月
初
め
、
ド
イ
ツ
・
ハ

イ
ソ
ゲ
ン
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
疋
主
要
国
首

脳
会
議
(
サ
ミ
ッ
ト
)
で
は
、
最
大
の
テ

ー
マ
と
な
っ
た
地
球
温
暖
化
問
題
で
「
2

0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
半
減
目
標
を
真
剣
に
検
討
す
る
」
こ
と

で
合
意
し
ま
し
た
。
伺
問
題
を
め
ぐ
る
各

国
の
利
害
が
錯
綜
す
る
中
で
、
日
本
を
含

む
関
係
国
の
窓
耐
強
い
努
力
の
結
果
、
主

愛
国
の
足
並
み
が
一
応
揃
っ
た
↑
し
と
を

我
々
は
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
合
意
で
は
具
体
的
な
数
値
白
標
が
田
明
示

さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
中
国
や

イ
ン
ド
な
ど
新
興
大
国
の
賛
意
が
得
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
問
題
に

関
す
る
「
京
都
議
定
書
L

以
降
の
世
界
的

な
枠
組
み
作
り
は
2
0
0
8
年
7
月
日
本

で
開
催
さ
れ
る
G
8
「
洞
爺
淑
サ
ミ
ッ
ト
」

仁
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
走
。

密
際
社
会
に
お
け
る

g
本
の
役
割
に
つ

い
て
呂
頃
か
ら
強
い
関
心
を
持
つ
私
た
ち

は
、
環
境
問
題
や
人
口
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
通
し
て
世
界
の
平
和
を
願
い
、

N

G

O
活
動
や
提
言
・
思
ロ
発
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
環
ー
と
し
て
本
年
初
め
か

ら
専
門
家
を
招
い
て
「
O
D
A
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
国
際
協
力
の
合
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
討
議
を
震
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
私
た
ち
は
、
地
球
温
暖
化
や

開
発
途
上
国
に
お
け
る
人
口
急
増
で
追
り

く
る
地
球
の
危
機
を
郁
に
し
て
、

B
本
が

「
国
際
社
会
の
中
で
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め

る
」
た
め
に
は
、
政
府
開
発
援
助

(
O
D

A
)
を
は
じ
め
国
際
協
力
を
格
段
仁
強
化

し
、
ま
だ
国
際
援
朗
協
調
の
焦
点
で
あ
る

ア
フ
リ
カ
を
中
山
と
す
る
貧
困
削
減
に
積

極
的
な
外
受
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致

し
ま
し
た
。

ま
定
、
国
際
協
力
を
真
に
実
効
あ
る
ち

の
に
す
る
に
は
O
D
A
を
「
幅
広
い
国
民

に
支
え
ら
れ
た

L
t
の
に
す
る
こ
と
が
緊

急
の
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
定
。
そ

の
定
め
に
は
政
府
、
関
係
機
関
に
よ
る
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

自
治
体
、
企
業
、
大
学
、

N
G
O
、
古
川
民
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社
会
が
一
体
と
な
っ
て
国
際
協
力
を
進
め

る
体
制
と
、
特
に
国
民
の
国
際
社
会
へ
の

関
心
を
促
す
t
L
め
の
国
際
理
解
毅
育
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
だ
め
に
国
会
議
員
や
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
指
導
的
役
割
が
不
可
欠
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
だ
。

こ
の
提
言
は
こ
う
し
疋
認
識
の
下
仁
、

回
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
「
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
」
「
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
N
」
「
J

ー

c
A
・J
B
I
C
統
合
L

を
国
際
協
力

強
化
の
好
機
と
捉
え
、
「
オ
ル
ジ
ャ
パ
ン
L

の
一
員
と
し
て
の
素
任
を
果
た
そ
う
と
い

う
意
図
に
基
づ
く
ち
の
で
す
。

内
間
関
係
閣
僚
各
位
、
国
会
議
員
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
切

に
額
う
次
第
で
す
。

提
言
1「地
球
と
人
潤
の
共
生
を
め
ざ
す
」
冨
線

協
力
政
府
開
発
援
肪

(
O
D
A
)
の
必
愛
牲
を
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
武

力
を
放
棄
し
た
日
本
、
小
資
源
国
日
本
、

貿
易
立
国
と
い
う
立
渇
か
ら
説
明
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
球
環
境
、
世
界
の
人
口

問
題
、
平
和
構
築
を
=
一
本
柱
巴
し
だ
「
地

球
と
人
間
の
共
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲

げ、

B
本
の
経
験
を
活
か
し
だ
「
B
本
ブ

ラ
ン
ド
」
と
し
て
積
極
的
位
打
ち
出
す
べ

き
で
あ
る
。

-
理
由日
本
に
お
け
る
人
口
学
の
泰
斗
、
故
黒

田
俊
夫
博
士
〈
前
出
ジ
ョ
イ
セ
フ
会
長
)
は

「
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
引
世
紀
前
半
の

印
年
は
最
大
の
難
関
で
あ
る
L

と
警
告
し

走
。
国
連
の
予
測
で
は
環
在
的
山
億
人
の
世

界
人
口
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
は
さ
ら
に

お
億
人
を
加
え

ω億
人
に
達
す
る
。

そ
れ
に
伴
う
人
間
活
動
の
拡
大
仁
よ
っ

て
食
料
、
工
ネ
ル
ギ
i
、
水
な
ど
人
間
の

生
得
に
不
可
欠
な
資
源
の
必
要
量
は
増
大

し
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
紛
争
の
要
因
に
ち

な
り
か
ね
な
い
。
ま
定
増
大
す
る
二
酸
化

炭
素

(
C
0
2
)
は
地
球
温
暖
化
を
促
進

し
、
砂
漠
化
、
生
物
の
多
様
性
の
喪
失
仁

つ
な
が
る
な
ど
地
球
の
生
命
維
持
装
置
に

ダ
メ
ー
ジ
を
ち
た
ら
す
。
黒
田
氏
の
警
告

は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
罰
境
を

越
え
だ
人
類
の
共
同
行
動
を
呼
び
か
け
た

ち
の
だ
。
ア
ジ
ア
仁
位
置
す
る
日
本
人
は
苔
か
ら

自
然
と
の
共
生
を
暮
ら
し
の
中
仁
取
り
入

れ
て
き
だ
。
最
近
「
世
界
話
回
L

に
な
り
つ

つ
あ
る
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
や
「
足
る
を

知
る
」
と
い
つ
だ
生
活
哲
学
ち
そ
う
し
た

臼
本
人
の
生
き
万
の
中
か
ら
生
ま
れ
疋
ち

の
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
力
を
利
用
し
て

物
質
的
欲
求
を
極
二
一
一
口
ま
で
追
い
求
め
て
き

た
人
間
は
、
近
年
逆
に
「
人
類
共
通
の
家
」

で
あ
る
地
球
を
危
機
に
陥
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
4
7

こ
そ
、
日
本
が
先
頭
に
立
ち
地

球
と
人
間
同
の
共
生
を
前
提
と
し
だ
生
き
万

在
世
界
に
向
け
て
強
<
発
信
す
べ
き
で
あ

る。
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戦
後
日
本
は
悲
惨
な
経
験
を
通
し
て
公

警
を
克
服
、
そ
の
延
長
線
上
に
エ
ネ
ル
ギ

節
約
型
の
先
端
工
業
技
術
を
持
つ
に
至

っ
て
い
る
。
ま
定
日
本
は
戦
後
日
本
列
患

を
襲
っ
た
過
剰
人
口
と
感
染
症
の
流
行

を
、
官
民
の
協
力
と
連
携
で
克
服
し
定
実

績
を
持
つ
。
そ
の
過
程
で
実
現
し
た
医
療
、

保
健
衛
生
で
の
水
準
向
上
は
4
7
B

の
、
位

界
一
の
長
寿
、
世
界
最
低
の
乳
幼
児
死
亡



率
と
い
う
「
名
誉
あ
る
地
位
L

に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

出
生
率
の
低
下
で
生
じ
た
財
政
余
力

「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
在
、
匡
土
の
復
興
と

そ
の
後
の
経
済
成
長
に
活
か
し
走
経
験
は

貴
雲
で
あ
る
。

B
本
の
経
済
成
長
は
O
D

A
を
通
し
て
そ
の
後
東
ア
ジ
ア
、
ア
セ
ア

ン
に
「
ア
ジ
ア
の
奇
跡
L

と
呼
ば
れ
る
経

済
成
長
を
ち
た
ら
す
誘
引
と
な
っ
定
。

幸
い
な
こ
と
に
戦
後
復
興
か
ら
経
済
成

長
に
専
必
し
た
日
本
は
、
激
動
し
た
勾
世

紀
後
半
の
地
域
戦
争
や
そ
の
後
の
民
族
紛

争
な
ど
大
き
な
戦
禍
に
直
接
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
な
く
、
印
年
閣
の
平
和
を
享
受
し

て
き
だ
。

ODA提言

ち
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
時
空
を
超
え
た
日

本
の
経
験
が
今
日
の
開
発
途
上
国
援
肪
に

そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
環
境
、
人
口
、
平
和
に
か
か
わ

る
白
本
の
戦
後
経
験
は
、

4
7
B
の
途
上
国

の
人
々
の
「
人
間
同
の
安
全
保
障
」
と
「
地

球
と
人
間
の
共
生
」
に
役
立
つ
知
的
財
産

と
し
て
、
ち
っ
と
国
際
社
会
に
役
立
主
さ

れ
て
よ
い
。

提
言

2 
B
本
が
世
界
の
平
和
と
安
定
民
一
一
層
の
責

任
を
果
だ
す
だ
め
、
こ
こ
8
年
間
継
続
さ

れ
て
き
だ
政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)
の

減
額
方
針
を
再
検
討
し
、

2
0
0
8
年
度

を
期
し
て
溜
額
巴
鼠
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

-
理
由私
↑
に
ち
は
バ
ブ
ル
崩
壊
|
長
期
不
況
に

陥
っ
疋
臼
本
経
済
を
背
景
仁
、
歳
出
歳
入

一
貫
改
革
、
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
政
府
の
万
針
を
十
分
に
理
解
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
国
際
援
問
協
調
の
世
界
に
目

を
転
ず
れ
ば
、

m
出
年
代
に
世
界
一
の
「
援

助
大
国
」
を
誇
っ
た
臼
本
の
開
発
途
上
国

支
援
は
、

2
0
0
6
年
に
は
最
盛
時
の
約

6
割
に
落
ち
込
ん
だ
。

経
済
協
力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)
に

よ
れ
ば
巳
本
は
む
界
の
優
助
額
で
英
国
仁

次
ぐ
第
3
位
に
転
落
し
、
「
経
済
力
で
は

英
国
の
3
倍
規
模
の
日
本
が
O
D
A
規
模

で
下
回
る
と
い
う
状
況
で
、
国
際
社
会
仁

対
し
て
説
得
力
あ
る
発
言
は
難
し
い
の
で

は
L

(

肝
年
4
月
5
8付
け
東
京
新
筒
社

説
)
と
の
指
摘
ち
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
推

移
す
れ
ば
こ
こ
数
年
以
内
に
仏
独
の
後
墜

を
拝
し
、
世
界
の
5
、
6
位
を
争
う
趨
勢

に
あ
る
。
途
上
国
援
鈎
に
お
け
る
日
本
の
退
潮

は
、
支
援
を
受
け
て
き
た
間
開
発
途
上
国
や

紛
争
か
ら
平
和
構
築
に
向
か
っ
て
立
ち
上

が
っ
て
い
る
国
々
の
信
頼
を
失
う
だ
け
で

な
く
、
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
へ
の
拠
出

金
へ
の
し
わ
寄
せ
は
国
連
へ
の
日
本
の
人

的
震
献
の
機
会
を
減
じ
る
な
ど
、
冨
際
社

会
に
お
け
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

喪
失
に
つ
な
が
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ

る。
財
政
改
革
が
内
政
上
の
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
を
十
分
理
解
し
だ
上
で
ち
、
日
本

に
対
す
る
国
際
社
会
の
間
期
待
仁
、
内
政
上

の
理
由
だ
け
で
対
応
す
る
に
は
困
難
な
事

態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
震
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
に
最
近
、

超
党
派
的
な
国
会
議
員
や
経
済
界
か
ら
右

「O
D
A
削
減
限
界
説
」
が
打
ち
出
さ
れ
、

O
D
A
に
批
判
的
だ
つ
だ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

か
ら
ち
「
量
的
拡
大
に
転
、
ず
べ
し
」
(
毎

呂
、
朝
包
な
ど
)
と
の
論
説
が
渇
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
定
。
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さ
ら
に
日
本
は
罰
際
的
に
O
D
A
の
1

0
0
億
ド
ル
積
み
躍
し
ゃ
、
ア
フ
リ
カ
援

助
の
倍
増
な
ど
を
公
約
し
て
お
り
、
↑
し
う

し
た
医
擦
約
束
の
履
行
の
た
め
に
ち
O
D

A
の
増
額
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
。

提
言
3
由
民
総
生
産

(
G
N
P
)
巴
占
め
る
政
府

開
発
援
助

(
O
D
A
)
の
割
合
同
L

関
す
る

冨
際
合
意
0
・
7
%
包
擦
を
阜
照
応
実
現

す
べ
き
で
あ
る
。
関
年
の
「
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
」
を
機
会
区
、
他
の
先
進
国
並
み
Z

B
標
時
間
開
聞
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。

-
理
由民
連
は
既
に
1
9
7
0
年
の
総
会
で
貧

困
国
の
経
済
開
発
を
支
援
す
る
定
め
先
進

国
は
国
民
所
得
の
0
・
7
%
を
国
家
予
算

か
ら
支
出
す
る
決
議
を
採
択
し
て
い
る
。

当
初
一
し
の
包
標
を
達
成
し
た
の
は
北
欧
5

力
開
闘
に
留
ま
つ
だ
が
、

2
0
0
1
年
の
国

連
総
会
で
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
関
発
目
標
」

(
M
D
G
S
)
が
採
択
さ
れ
、
貧
密
問
題

が
再
浮
上
す
る
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス

(
2

0
1
2
年
)
、
英
国

(
2
0
1
3
年
)
、
ド

イ
ツ

(
2
0
1
5
年
)
イ
タ
リ
ア
(
同
)

各
国
が
M
D
G
S
の
達
成
期
限
で
あ
る
2

0
1
5
年
ま
で
の
0
・
7
%
目
標
の
達
成

を
国
際
的
に
宣
言
し
定
。

日
本
は
0
・
7
%
目
標
自
体
の
受
入
れ

は
公
約
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
実
現
時

間
聞
を
明
示
し
て
い
な
い
。
「
日
本
は
富
家

の
予
算
規
模
に
お
い
て
他
国
出
と
は
異
な

る
」
と
の
弁
明
は
筒
か
れ
る
ち
の
の
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
は
ち
と
よ
り
、

O
E
C
D
な
ど
先
進
国
の
知
的
リ

i
ダ
ー

か
ら
の
ロ
本
に
対
す
る
期
待
ち
大
き
い
。

池
球
環
境
問
題
に
対
す
る
コ
京
都
会
議
」

以
来
の
国
際
的
推
進
役
を
果
た
す
た
め
に

ち
、
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
L

の
白
玉
と
し

て
2
0
1
5
年
ま
で
の
0
・
7
%
巴
標
実

現
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
を
提
案
し
た

ttν 

提
15 

4 
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
対
策
、
エ
イ
ズ
対
策
巴

日
本
は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
観
点
か

ら
積
極
的
巴
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
巴
ア
フ
リ
カ
へ
の
O
D
A
配
分
を

融
担
額
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
だ
ア
フ
リ
カ
支

援
巴
当
だ
っ
て
は
女
性
の
人
権
巴
最
大
銀

の
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

64 

-
理
由臼
本
が
1
9
5
4
年
「
コ
ロ
ン
ボ
計
画
」

に
参
加
し
て
国
際
援
助
を
開
始
し
て
以

来
、
日
本
の
援
肪
の
大
部
分
は
ア
ジ
ア
地

域
仁
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
ま
た
B

本
の
国
益
追
求
と
軌
を
一
に
す
る
遵
で
ち

あ
つ
だ
。
し
か
し
、
東
西
冷
戦
の
終
篤
に

伴
う
市
場
経
済
の
拡
大
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

シ
ヨ
ン
の
進
行
に
よ
っ
て
包
境
の
援
は

低
く
な
り
、
国
益
の
概
念
右
ま
た
拡
大
し

て
い
る
。
4
7
8、
悶
際
援
朗
協
調
の
焦
点
で
あ
る

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
、
特
に
サ
ブ
サ

ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
「
貧
鴎
削
減
L

に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
「
国
際

益
」
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
世
界
の
信
頼
を

得
る
と
い
う
意
味
で
国
益
の
重
要
部
分
と

な
る
。
私
定
ち
は
狭
い
意
味
で
の
国
益
追

求
だ
け
で
は
通
じ
な
い
時
代
に
遭
遇
し
て

い
る
。
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で

ち
各
国
首
脳
は
「
ミ
レ
二
ア
ム
開
発
目
標
L



に
到
達
す
る
藁
嬰
な
「
触
媒
」
と
し
て
の

O
D
A
の
役
割
を
確
認
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
ち
先
発
開
発
途
上

国
の
中
に
は
自
ら
周
辺
の
後
発
途
上
国
援

聞
に
乗
り
出
し
て
い
る
包
ち
出
て
き
て
い

る
。
一
万
、
世
界
の
後
発
開
発
途
上
国
出
印

力
国
の
う
ち
M
カ
国
は
人
口
急
躍
中
の
ア

フ
リ
カ
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
先
に
来

日
し
だ
チ
ョ
ウ
ド
リ
|
前
国
連
後
発
途
上

国
担
当
事
務
次
長
は
、
日
本
が
同
地
域
の

貧
民
対
策
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ

と
に
強
い
期
待
を
表
明
し
た
。
他
方
、
新

興
大
冨
の
中
仁
は
ア
フ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ

資
源
や
将
来
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
悶
叫
ん
で

一
気
に
局
地
域
へ
の
影
響
力
増
大
を
図
っ

て
い
る
国
右
あ
る
。

日
本
は
欧
米
諸
国
が
東
西
冷
戦
後
の

「
媛
朗
疲
れ
L

に
陥
っ
て
い
る
持
期
か
ら

「
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
」

(
T
i
C
A
D
)

を
主
催
し
て
き
た
。
ロ
本
に
と
っ
て
ア
フ

リ
カ
は
抽
出
政
学
的
に
ち
遠
隔
の
地
で
あ
る

が
、
他
万
、
日
本
仁
は
欧
州
諸
国
と
出
べ

て
ア
フ
リ
力
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
仁
積
民
地

経
営
の
経
験
が
な
く
、
ま
た
戦
後
包
本
は

開
発
途
上
国
か
ら
出
発
し
だ
と
い
う
戦
略

QDA提言

的
利
点
が
あ
る
。

こ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
諸
情
勢

に
配
慮
し
て
日
本
は
ア
ジ
ア
中
山
の
政
策

べ
i
ス
は
保
ち
つ
っ
ち
、

0
0
A
配
分
出

率
を
調
整
し
、
ア
フ
リ
カ
重
視
の
姿
勢
を

ち
っ
と
明
確
に
一
示
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
が
包
際
協
力
の
目
標
に
掲
げ
て
い

る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、
被
援
副
司

政
府
の
民
主
的
統
治
能
力
の
向
上
と
、
草

の
根
レ
ベ
ル
の
住
民
の
自
立
支
媛
と
い
う

こ
本
の
柱
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の

実
現
の
た
め
に
は
人
材
養
成
、
行
政
機
構
、

法
制
度
整
備
な
ど
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
が
不
司
欠
で
あ
る
。
こ
の
面
で

日
本
の
進
ん
だ
教
育
制
度
や
行
政
能
力
を

生
か
す
こ
と
は
ち
ち
ろ
ん
だ
が
、
有
能
な

ア
ジ
ア
の
専
門
家
を
「
南
南
協
力
L

、「一ニ

角
協
力
」
の
形
で
活
用
す
る
こ
と
が
円
滑

な
技
術
移
転
、
コ
ス
ト
面
か
ら
有
用
で
あ

る。
他
万
、
草
の
根
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ア
フ

リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
だ
め
に

は
、
日
本
お
よ
び
現
地
の
N
G
O
を
さ
ら

に
活
用
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
そ
の

面
で
日
本
の
N
G
O
や
国
際
協
力
機
構

(
J
i
C
A
)
が
実
績
を
あ
げ
て
い
る
生

活
・
健
康
改
善
の
だ
め
の
母
予
健
康
手

帳
、
改
良
力
マ
ド
、
再
生
自
転
車
、
人
々

の
行
動
変
容

(
8
C
C
)
を
促
す
手
段
と

し
て
の
紙
芝
居
、
一
村
一
品
運
動
、
臼
本

農
業
か
ら
学
ん
だ
「
ネ
ズ
ミ
返
し
」
(
穀

倉
の
支
枝
に
二
圧
縮
の
金
属
を
賠
り
付
け

ネ
ズ
ミ
の
侵
入
を
防
ぐ
ポ
ス
ト
ハ
ベ
ス

ト
対
策
)
の
子
活
な
ど
、
日
本
発
の
細
か

な
ツ
ー
ル
の
有
用
性
に
ち
白
を
向
け
る
べ

き
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
の
開
発
、
白
立
支
援
は
乞
と

よ
り
、
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
、
家

族
計
画
な
ど
の
保
健
衛
生
分
野
で
ち
政
策

決
定
か
ら
実
施
、
評
価
段
階
に
至
る
ま
で

女
性
重
視
(
ジ
工
ン
ダ

i
)
の
視
点
が
重

視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

提
言
5
「
国
民
巴
支
え
ら
れ
だ
国
際
協
力
」
を
実

現
す
る
た
め
、
教
育
現
場
巴
あ
げ
る
国
際

理
解
教
育
の
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
国
際
協
力
へ
の
世
論
形
成

の
だ
め
国
会
議
員
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責

任
が
特
区
重
要
で
あ
る
。

6ち



-
理
由私
た
ち
は
提
言
の
作
成
仁
先
立
っ
て
、

5
人
の
関
係
者
、
専
門
家
(
別
掲
)
か
ら

O
D
A
の
現
状
分
析
お
よ
び
合
後
の
あ
り

万
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
マ
ス
コ
ミ
、

N
G
O
、
研
究
者
な
ど
出
席
者
と
の
簡
で

意
見
受
換
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
は
国
際
協
力
に
関
す
る
世
界

の
動
向
、
と
り
わ
け
「
冨
連
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
」

(
M
O
G
S
)
の
採
択
以
降

顕
著
に
な
っ
て
い
る
欧
米
諸
国
の
援
問
強

化
、
新
興
大
固
に
よ
る
途
上
国
支
援
の
積

極
化
、
地
球
世
田
境
問
題
仁
対
す
る
国
際
世

論
の
高
ま
り
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
結
集
、
回
線
社
会
に
お
け
る
日
本

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
に
2
0
0
8
年
を
期
し
て
政
府
開
発

援
問
の
増
額
に
転
じ
る
と
と
ち
に
、
国
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
山
引
き
続
き
O
D

A
の
質
的
改
革
を
進
め
る
必
要
が
強
調
さ

れ
定
。日
本
が
将
来
に
向
け
て
平
和
の
う
ち
に

存
立
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
子
ど
ち
だ

ち
の
地
球
理
解
、
国
際
理
解
に
か
か
っ
て

い
る
。
多
発
す
る
年
少
者
犯
莞
で
「
家
族

崩
壊
」
ち
指
摘
さ
れ
る
中
、
学
校
や
家
庭
、

地
域
社
会
で
7
7
ど
ち
↑
に
ち
の
也
界
の
坦
環
境

問
題
、
人
口
問
題
、
平
和
橋
築
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
は
日
本
社
会
の
「
内
向
き

志
向
」
を
外
へ
向
け
る
道
に
ち
つ
な
が
る
。

O
D
A
改
革
の
た
め
に
は
実
施
機
関
の

援
部
ス
キ
ム
の
抜
本
的
見
直
し
、

N
G

O
へ
の
財
政
的
支
援
の
強
化
、
手
続
の
簡

素
化
、
そ
し
て
N
G
O
を
積
極
的
に
活
用

す
る
官
側
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

間
出
際
協
力
を
「
国
民
に
支
え
ら
れ
だ
」

ち
の
に
す
る
た
め
に
は
、
「
外
受
は
票
に

な
ら
な
い
」
と
す
る
一
部
国
会
議
員
の
意

識
改
革
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
役

割
が
求
め
ら
れ
る
。

O
D
A
の
質
的
な
改
革
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
広
範
な
視
野
か
ら
の
改
善
策
が
期

待
さ
れ
る
が
、
「
(
汚
れ
を
落
と
す
)
盤
の

水
と
一
緒
に
、
大
切
な
赤
ん
坊

(
O
D
A

そ
の

t
の
)
ま
で
流
し
て
し
ま
う
L

愚
を

お
か
し
て
は
な
ら
な
い
。

世
紀
的
な
変
革
期
に
あ
っ
て
、
日
本
が

直
面
す
る
内
政
外
交
上
の
課
題
は
多
い
。

し
か
し
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
提
言
ち
私
疋

ち
が
生
ま
れ
育
ち
、
私
た
ち
が
愛
す
る
日

本
の
将
来
、
地
球
の
未
来
を
思
う
真
警
な

気
持
ち
か
ら
出
疋
こ
と
に
深
い
理
解
を
い

た
だ
き
、
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
だ
だ
く

一
し
と
を
心
か
ら
お
願
い
し
疋
い
。

66 



OOA提言

rODA研究会」報告者と賛同者
-報告者

第1回(平成7年lfl24日)

第21"1(同 2月26日)

第3回(い 4月4口)

第4101(同 4Ji24日)

第5図(同 5月28日)

別pfri告部・外務省国際協力局長
主!l f言仁・国際協力機構(JICA)総務部長
杉下領夫・茨城大学教授

荒木光弥・ (株)尽際開発ジャーナル社主幹

大野泉・政策研究大学院大学教授

・賛同者 (50音順)
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明石 康(元同連事務次長 ジョイセ7 ・人口問題協議会会長)

荒木 光弥 (1掬国際開発ジャーナル社主幹)

有森 裕子(尚速人口基金親善大使)

安藤博文(臼本大学大学!完教授)

池限呑代子(ドイツ文学翻訳家)

大石芳野(写真家)

岡高 成行((社)日本環境教育フォーラム理事長)

附本行夫(河本アソシエイツ代表)

北両 伸一(東京大学教授)

北谷勝秀 (NPO法人 2050理事長)

久IIi 純弘(図際連合大学客員教授)
匡分 良成(慶応義塾大学教授)

小林陽太郎(元経済同友会代表幹事)

下河辺淳(下河辺研究室会長)

杉 F 恒.夫(茨城大学教授)
千 玄室(日本・函連親善大使 (財)日本田際連合協会会長)

重村智百I(早稲郎大学教授)
国中 均 (日本ド!際交流センタ}シニア・ 7ヱロー 東京大学公共政策大学院客員教授)

寺島 実郎(財団法人日本総合研究所会長)

原 関Jj (早稲回大学大学院教授)

原 ひろ子(城西国際大学客員教授女性と健康ネットワーク事務局長)

坂東員理子(昭和女子大学学長)

樋口 恵子(高齢社会をよくする女性の会現事長)

福)11 伸次(元通産事務次宵前電通総研社長 機械産業記念事業財団会長)

松本 洋((財)1"11努文化会館顧問)
宮崎 勇(元経済企画庁長官大和総研名誉顧問)

山本 良一(東京大学教授)

渡辺利夫(拓殖大学学長)



賓

雀r5つのAJIPPFの
③一安全でない人工妊娠中絶の削減努力

IPPF資金謂達オフィサー
なかむら ゆり

中村百合

l
p
p
F
の
「
5
つ
の
A
」

国
際
家
族
計
画
遼
盟

(
p
p
F
)
で

は
、
「
2
0
1
5
年
ま
で
に
全
て
の
人
々
に

伎
と
生
時
間
に
関
す
る
健
康
(
セ
ク
シ
ャ

ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
以

下
S
R
H
)
間
関
連
サ
ピ
ス
を
行
き
渡
ら

せ
る
」
と
い
う
国
際
人
口
開
発
力
イ
ロ
会

議
で
合
意
さ
れ
左
目
標
(
力
イ
口
白
標
)

を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
指
針
と
し
て
、

「

i
p
p
F
戦
路
枠
組

(
2
0
0
5
1
2
0

1
5
ど
を
策
定
し
ま
し
正
。
こ
の
枠
組
の

中
で
、

i
p
p
F
の
「
5
つ
の

A
」
と
呼

ば
れ
る
以
下
を
優
先
項
目
と
定
め
ま
し
た
。

①
ア
ク
セ
ス

(ky
口口

O
Z
す
べ
て
の
人

が
S
R
汁
仁
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス

を
行
き
渡
ら
ぜ
る
ー
ー
特
仁
貧
国
層
、

紛
争
地
域
の
人
々
を
含
む
社
会
的
弱
者

ー
ー
社
会
か
ら
見
放
さ
れ
、
排
除
さ
れ
、

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
の
少
な
い
人
定
ち

へ
の
S
R
H
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
拡
充
|
|
)

②
若
者
(
》
且
口
一
0
8
0
コ
日
宕
者
の
二

ズ
に
合
っ
た
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
)

③
安
全
で
な
い
中
絶
(
》
U
0
3
0
コ
安
全

で
な
い
中
絶
の
削
減
努
力
)

@
H
l
V
/
工
イ
ズ

(
H
i
V
/
A
i
o

S

予
防
・
治
療
・
ケ
ア
の
だ
め
の
情

報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
H

V

と
共

に
生
き
る
人
々
に
課
廿
ら
れ
た
差
別
と

汚
名
を
減
ら
す
こ
と
)

⑤
ア
ド
ボ
力
シ
i
(
k
y
aく
口
口
忠
〈
e

キ
ャ

ン
ペ
ン
・
政
策
提
言
、
国
際
開
発
に

お
け
る
S
R
H
の
重
要
性
を
一
般
市

民
・
政
策
決
定
者
・
政
府
・
因
際
機
関

に
訴
え
、

S
R
H
推
進
の
た
め
に
必
要

な
政
策
と
資
金
調
達
の
実
現
に
向
け
た

活
動
実
施
)
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4
7
ロ
は
、
こ
れ
ら
の
「
5
つ
の

A
L
の

中
か
ら
、
「
安
全
で
な
い
中
絶
の
削
減
努
力
」

に
関
す
る
l
p
p
F
の
活
動
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

引
世
紀
の
隠
さ
れ
だ
悲
劇
副
i
i安
全
で
な
い

人
工
妊
娠
中
絶
i
lの
世
界
の
現
状

安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶

Z
の
位
界

に
及
ぼ
す
影
響
は
引
世
紀
の
隠
さ
れ
た
悲

劇
で
す
。
毎
年
1
年
間
に

1
9
0
0
万
人
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の
女
性
・
少
女
が
、
安
全
で
な
い
環
境
の

下
で
行
わ
れ
る
人
工
妊
娠
中
絶
の
結
果
、

障
害
・
疾
病
、
死
亡
の
危
険
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約
7
万
人
の
女
性
は

命
を
落
と
し
、
何
百
何
千
と
い
う
女
性
が

危
険
な
中
絶
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
だ

疾
病
や
障
害
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
疾
病
や
障
害
が
そ
の
後
の
生
涯
を
通
じ

て
後
遺
症
と
し
て
残
る
場
合
ち
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
だ
問
題
の
ほ
と
ん
ど
全
て

(
鉛
%
)
が
間
開
発
途
上
国
で
起
き
て
い
ま
す
。

安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絡
に
よ
る
死
亡

は
ほ
と
ん
ど
予
防
可
能
で
す
。
そ
れ
な
の

に
、
多
く
の
途
上
国
の
女
性
、
特
に
ア
フ

リ
カ
の
貧
し
く
若
い
女
性
が
命
を
か
け
、

ま
た
健
康
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
ち
な
く
公
衆
保
健
の

大
間
顕
で
あ
り
、
ま
た
先
進
国
と
途
上
富

を
大
き
く
分
断
す
る
不
公
正
・
不
平
等
を

訴
す
↑
む
の
で
す
。

IPPFの英文出版物、 Death& Denialの表紙

安
全
で
な
い
人
工
妊
録
中
絶
と
貧
困
の
関
係

安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
は
、
貧
困

の
原
因
で
あ
る
と
同
時
に
結
果
で
右
あ
り

ま
す
。
ジ
エ
ン
タ
ー
(
社
会
的
文
化
的
性

差
)
、
社
会
的
・
経
済
的
不
平
等
、
文
化

的
・
宗
教
的
規
範
が
、
↑
し
の
問
題
を
よ
り

深
刻
に
し
、
女
性
、
特
に
若
い
女
性
と
少

女
の
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
基
本
的
権
利

の
行
使
、
ま
だ
そ
れ
ら
を
議
論
す
る
こ
と

さ
え
否
定
し
て
い
ま
す
。

貧
困
と
は
、
経
済
資
源
の
不
足
だ
け
で

な
く
、
人
権
の
欠
如
、
不
健
康
、
選
択
の

お
奪
な
ど
の
多
く
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

命
や
生
存
の
危
機
を
伴
う
よ
う
な
差
し
迫

っ
た
状
況
(
例
え
ば
紛
争
時
や
そ
の
後
に

続
く
レ
イ
ブ
被
害
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド

レ
ン
等
に
よ
く
完
ら
れ
る
よ
う
に
年
長
や

有
力
な
男
性
に
脅
さ
れ
て
無
理
強
い
さ
れ

た
り
、
本
人
と
家
族
の
生
き
残
り
を
か
け

て
収
入
を
得
る
た
め
等
々
、
性
的
強
要
・

虐
待
や
搾
取
)
に
よ
っ
て
多
く
の
女
性

(
特
に
若
い
女
性
や
少
女
)
が
望
ま
な
い
妊

娠
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
、
ず
れ
ち

直
接
・
陪
接
的
仁
貧
悶
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
百
十
ロ
貧
し
い
女
性
が

そ
う
い
う
立
場
に
追
い
込
ま
れ
や
す
く
、

そ
の
結
果
安
全
で
な
い
中
絶
に
頼
り
、
そ

の
悪
影
響
を
受
け
や
す
い
。
望
ま
な
い
妊

娠
や
安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
に
よ
っ

て
人
々
の
貧
困
の
度
合
い
は
さ
ら
に
深
ま

り
ま
す
。
例
え
ば
、
望
ま
な
い
妊
娠
仁
よ

っ
て
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
女
児
は
、

毅
育
の
機
会
を
失
う
こ
と
仁
よ
り
、
持
て

る
可
能
性
を
十
分
日
引
き
出
せ
ま
廿
ん
し
、

就
臓
の
選
択
肢
ち
狭
ま
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
女
性
の
収
入
の
み
に
頼
る
貧
し
い
世

帯
で
は
、
安
全
で
な
い
中
絶
を
受
け
た
女

性
が
疾
病
・
障
害
を
負
っ
た
り
、
死
亡
し

定
場
合
、
家
事
育
児
と
仕
事
の
両
万
を
担

う
柱
を
失
つ
だ
家
族
は
さ
ら
に
貧
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
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シリアの母子 (!PPFChloeHall)冒母子の健康改善が開発の鍵を握っている
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/{

令
官
ち

i
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ら
に
は
、
自
己
決
定
や
移
動
の
自
由
が
な

い
だ
め
に
(
す
な
わ
ち
、
強
妻
、
虐
待
、

搾
取
に
よ
っ
て
)
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た

場
合
で
あ
っ
て
ち
、
被
害
者
で
あ
る
女
性

が
、
周
囲
の
人
々
か
ら
汚
名
を
蓄
廿
ら
れ

た
り
、
排
斥
さ
れ
だ
り
す
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
は
、
問
問
人

レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
途
上
国
の
疲
帥
押
し

き
っ
た
脆
弱
な
健
康
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に

ち
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
ま
す
。
発
展

途
上
層
の
都
市
部
の
大
病
院
で
は
妊
産
婦

用
の
ベ
ッ
ド
3
床
の
う
ち
2
床
は
安
全
で

な
い
中
絶
の
患
者
で
占
め
ら
れ
、
婦
人
科

予
算
の
半
分
ま
で
を
そ
の
た
め
に
消
費
し
、

他
の
女
性
患
者
に
か
け
る
予
算
を
減
ら
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
膨
大
な
資
金
の
無
駄

遣
い
で
す
。
あ
る
4
力
関
出
較
調
査
に
よ

る
と
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
原
医
と
す
る
疾

患
や
篠
宮
口
へ
の
対
処
に
は
、
他
の
治
療
よ

り
ち
輸
血
量
な
ど
の
病
院
治
療
資
源
を
多

く
消
費
し
、
入
院
期
間
ち
長
く
な
り
、
他

の
治
療
の
だ
め
の
女
性
患
者
に
必
要
と
す

る
ベ
ッ
ド
ま
で
奪
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ニ
ア
唯

一
の
3
次
医
療
施
設
、
ヶ
ニ
ヤ
ツ
タ
国
立

病
院
で
は
、
妊
産
婦
病
棟
ベ
ッ
ド
の
印
%

が
安
全
で
な
い
中
絶
合
併
症
の
治
療
を
受

け
る
女
性
・
少
女
で
常
時
占
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
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安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
を
筋
ぐ
だ
め

区
な
す
べ
き
こ
と

包
括
的
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ピ
ス
の
一
環
と
し
て
合
法
で
安

全
な
人
工
妊
娠
中
絶
に
ア
ク
セ
ス
さ
え
で

き
れ
ば
、
一
し
の
ほ
と
ん
ど
の
死
亡
・
疾

患
・
障
害
は
回
避
で
き
ま
す
。
包
括
的
な

避
妊
法
の
サ

i
ビ
ス
・
情
報
提
供
が
中
絶

率
を
低
減
さ
廿
る
こ
と
は
多
く
の
調
査
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

チ
リ
で
行
わ
れ
た
妊
娠
の
危
険
が
一
高
い
女

性
を
対
象
に
し
た
謁
査
で
は
、
間
早
の
根
レ

ベ
ル
の
避
妊
活
サ
ピ
ス
・
情
報
提
供

(
産
児
調
節
法
、
数
育
、
相
談
、
追
跡
訪
問

等
)
の
結
果
、
中
絶
率
が
舵
%
ち
低
下
し

だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

冨
が
刑
罰
の
あ
る
法
律
を
つ
く
っ
走
り
、

中
絶
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
ち
、
中

絶
は
減
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
危
険
度



が
増
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
問
え

ば
、
ネ
パ
ル
で
は
、

2
0
0
2
年
に
中

絡
が
合
法
化
さ
れ
る
ま
で
、
望
ま
な
い
妊

娠
を
し
疋
貧
し
い
女
性
た
ち
は
、
中
絶
の

手
段
と
し
て
、
有
毒
な
液
体
を
飲
み
込
ん

だ
り
、
漂
白
剤
を
子
宮
に
押
し
入
れ
だ
り
、

本
の
校
や
先
の
尖
っ
た
ち
の
な
ど
で
か
き

ま
ぜ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
言

う
ま
で
ち
怠
<
、
女
性
の
健
康
を
害
し
、

命
仁
志
関
わ
る
危
険
な
手
段
で
す
。
し
か

し、

ω年
代
後
半
に
起
き
た
ミ
ン
ミ
ン
亡

い
う
親
類
に
よ
る
レ
イ
ブ
で
妊
娠
し
疋
氾

歳
の
少
女
が
中
絶
を
理
由
に
却
年
の
禁
宮

刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
件
を
き
っ
か

け
に
、
中
絶
仁
刑
罰
を
科
す
法
律
の
見
直

し
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
ま
し
定
。
そ
の

後、

2
0
0
2
年
に
ネ
パ
ー
ル
は
中
絶
の

合
法
化
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
同
詩
仁
、

安
全
な
中
絶
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
安
全
な
中

絶
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
a
つ
く
り
ゃ
実
施
計
画
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
等
に
必
要
な
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

2

0
0
1
年
に
は
出
産
叩
万
人
当
た
り
5
3

9
で
あ
つ
だ
妊
産
婦
死
亡
率
が
、

2
0
0

国際家族計函連盟(lPPF)活動レポートー7

6
年
に
は
約
半
分

(
2
8
1
)

っ
た
の
で
す
。

に
ま
で
滅

l
p
p
F
の
白
指
す
ゴ
ー
ル

安
全
で
な
い
中
絶
は
開
発
途
上
箆
の
女

性
が
直
面
し
て
い
る
最
右
軽
視
さ
れ
て
い

る
公
衆
保
健
・
人
権
問
題
で
す
。

-
P
P

F
は
、
安
全
で
な
い
中
抽
出
の
件
数
を
低
減

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

だ
め
に
、
安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
が

公
衆
衛
生
と
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
、
一
般
市
民
、
政
策
立
案
者
、
主
要
専

門
家
集
団
の
間
で
の
意
識
を
高
め
た
り
、

S
R
H
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
安
全
な

人
土
妊
娠
中
絶
関
連
サ
ピ
ス
の
提
供
を

拡
大
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
い
く

つ
か
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

i
p
P
F
に
よ
る
危
険
な
中
絶
の
削
削
減
努

力
区
関
す
る
実
績
・
ケ
ー
ス

凶
報
告
書
「
死
と
拒
絶
」
の
出
版

昨
年
初
め
に
、
臨
際
家
族
計
画
透
明
田

(
l
p
p
F
)
は
、
英
国
政
府
仁
よ
る
支
度

の
下
、
途
上
国
で
深
刻
な
公
衆
保
健
問
題

に
な
っ
て
い
る
安
全
で
な
い
中
絶
防
止
の

十
円

L

め
に
、
健
全
で
証
拠
に
墓
づ
く
公
衆
保

健
政
策
を
通
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
い
か

に
重
姿
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
定
め

に
、
報
告
書
「
0
8
9
ω
コヰ

0
0コ一
ω
一L

を
出

版
し
ま
し
た
。
一
し
の
出
版
物
の
発
表
後
、

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト

リ
ピ
コ
ー
ン
、
ラ
ン
セ
ッ
ト
、
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
、
ロ
イ
タ
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
と
り

あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
世
界

を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
月
に
は
、

白
本
の

N
G
O
で
あ
る
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
協

刀
の
下
で
、
こ
の
報
告
書
の
和
文
版
「
死

と
拒
絶

i
安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
と

貧
悶
」
を
作
成
・
発
表
し
ま
し
走
(
2
3

こ

の
出
版
物
は
、
「
女
の
遺
一
一
=
口
」
を
テ
マ
に

し
だ
東
京
紀
伊
国
屋
書
広
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

優
良
図
書
の

1
つ
に
選
ば
れ
、
昨
年
ロ
月

か
ら
5
週
間
同
書
屈
の
広
頭
仁
並
び
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
読
者
に

l
p
p
F

の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

聞
セ

l
フ
・
ア
ボ

l
シ
ヨ
ン
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
フ
ァ
ン
h
p

ア
メ
リ
カ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
る
反
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中
絶
政
策
(
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ

l
政
策
)

再
導
入
か
ら

5
年
後
に
、
間
政
策
に
反
対

す
る
英
国
、
ノ
ル
ウ
工
1
、

ス

ウ

工

デ

ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
政
府
か
ら
の

資
金
に
よ
り
、
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
活

動
基
金

(
S
A
A
F
)
が
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
だ
。
こ
の
基
金
は
、
世
界
の
安
全
で

な
い
中
絶
に
よ
る
影
響
を
軽
減
す
る
定
め

の
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
提
供
事
業
を
途
上
国

の
N
G
O
が
実
施
す
る
た
め
の
基
金
で
、

罰
際
家
族
計
画
連
盟

(
P
P
F
)
が
そ

の
運
営
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
合
年
5

月
、
は
人
の
専
門
家
か
ら
な
る
S
A
A
F

選
考
委
員
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
寄
せ

ら
れ
た

1
7
2
件
の
ブ
ロ
ポ
ザ
ル
の
中

か
ら
、
辺
力
国
に
お
け
る
幼
件
の
優
良
案

件
を
支
獲
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

幽
パ
レ
ス
チ
ナ
家
族
計
附
・
保
護
協
会

(
P

F
P
P
A
)
の
活
動

2
0
0
6
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
加
盟
協

会
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
家
族
計
画
・
保
護

協
会

(
P
F
P
P
A
)
は
、
安
全
で
な
い

中
絶
を
減
ら
す
た
め
に
、
そ
の
危
険
性
と

予
防
に
関
す
る
啓
発
運
動
を
開
始
し
ま
し

定
。
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
胎
児
に
重
度
の

異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
〈
一
口
や
母
体
の
命
に

関
わ
る
場
合
の
み
中
絶
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
以
外
の
場
合
、

中
絶
は
霞
に
隠
れ
、
無
資
格
の
個
人
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
安
全
で
な
い
伝
統
的
万
法
に
頼

っ
た
り
、
自
宅
で
行
わ
れ
走
り
す
る
た
め
、

女
性
は
そ
の
定
め
に
自
ら
の
健
康
と
命
を

危
険
に
さ
ら
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
原
悶
は
、
中
絶
の
危
険
性
に
関

す
る
情
報
や
望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め

の
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
現
状
を
打
開
す
る
定
め
、

P
F
P
P
A

は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
テ
レ
ど
と
協
力
し
、
実

際
に
安
全
で
な
い
中
絡
を
受
け
疋
定
め
に
、

深
刻
な
障
害
や
後
遺
症
に
悩
む
女
性
の
ケ

ス
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
作
製
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
ど
デ
万
を
村
で
上
映

し
、
中
絶
の
問
題
に
憶
す
る
実
際
的
な
話

し
合
い
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
を
設
け

る
こ
と
と
し
ま
し
だ
。
こ
の
活
動
は
、
街

か
ら
遠
く
離
れ
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
住
民

に
乞
ア
ウ
ト
ソ
チ
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
し
の
ビ
デ
才
は
、
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
走
め
、

政
府
系
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
他
の
N
G
O
仁

ち
配
布
さ
れ
、
広
<
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
以
下
は
、
こ
の
ビ
デ
オ
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
だ
女
性
の
一
人
で
あ
る

ナ
ワ
ル
さ
ん
の
一
言
葉
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
効
果
を
物
語
る
ち
の
と
い
え
ま
し

ょ~つ。
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「
安
全
で
な
い
中
絶
が
引
き
起
こ
す
問
題

に
つ
い
て
、
実
際
に
目
で
見
た
り
、
他
人

と
話
を
し
た
こ
と
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
走
。

P
F
P
P
A
の
ビ
デ
オ
上
映
に
よ
り
、
安

全
で
な
い
中
絶
が
い
か
に
深
刻
な
問
題
を

日
引
き
起
こ
す
か
を
理
解
す
る
と
同
時
仁
、

予
防
策
に
関
す
る
情
報
ち
得
る
一
し
と
が
で

き
だ
。
↑
し
れ
ま
で
自
宅
で
伝
統
的
方
法
仁

頼
っ
て
き
た
女
性
た
ち
は
い
か
に
自
ら
の

命
を
危
仲
間
に
さ
ら
し
て
い
た
こ
と
か
1
」

関
際
家
族
計
窃
連
盟

(
l
p
p
F
)
と
は

p
p
F
は、

1
5
0
力
国
の
加
鼠
協

会
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

1
7
9
力

医
で
活
動
す
る
世
界
最
大
級
の
淘
際
N
G

O
で
す
。
セ
ク
シ
ャ
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
う
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
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誌
上
再
録
④

人
口
• 
開
発

食
糧
を
考
え
る

• 
故佐藤隆衆議院議員

(さとう たかし)

佐
藤

元農水大臣、笥際人口問題議員懇
談会 (JPFP)元代表幹事、函連関
尭計百 (UNDP)元穏問、人口と
開発に関するアジア議員フォーラ
ム (AFPPD)初代議長、(財)ア
ジア人口開発協会 (APDA)創
始者・元理事長、団連平和賞聖賞。

隆

著

74 

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
F
D
A
)
は
、
今
年

2
月
、
設
立
お
湖
年
を
迎
え
た
。

A
P
D
A
の
原
点
は
、
国
会
議
員
活
動
を
通
じ
て
「
人
口

と
間
開
発
に
関
す
る
諸
情
題
」
の
解
決
に
取
り
組
み
、
人
類
と

地
球
の
平
和
な
共
生
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

人
口
と
間
開
発
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
A
P
D
A創
設
者
で
あ
り
、

こ
の
問
題
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
故
佐
藤
隆
氏
(
一
川
農
水

大
臣
、

A
F
P
P
D
初
代
議
長
、
元
A
P
D
A
理
事
長
)
が

そ
の
思
い
を
記
録
し
た
著
書
「
人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え

る
」
を
取
り
k
げ、

8
聞
に
分
け
て
連
載
し
、
あ
る
国
会
議

員
の
視
点
と
先
見
性
、
そ
の
足
跡
を
再
録
し
て
み
た
い
。

同
書
は
す
で
に
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
再
刊
を
望
む
戸
が

強
い
た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

(
役
職
・
表
記
等
は
著
作
の
ま
ま
で
掲
載
)

名
勺
》



著

い
き
さ
つ
は
こ
う
だ
。

北
京
会
議
に
参
加
し
た
ア
ジ
ア
各
箆
の

議
員
の
筒
か
ら
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
グ
ル

i
ブ
を
結
成
し

よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
、
強
い
要
望
が

ま
き
お
こ
っ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
人
口
は
世
界
人
口
の
五
八
・

二
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
定
、
世
界
の
人

口
上
位
一

O
力
霞
の
う
ち
、
第
一
位
中
国

6 

人
口
と
間
開
発
伝
聞
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
(
財
)
?
ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会
設
立
了
活
発
な
活
動
展
開

北
京
会
議
に
お
い
て
ア
ジ
ア
各
国
の
国

会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
人
口
と
開
発
に

関
す
る
諸
問
題
を
討
議
し
た
の
は
先
に
述

べ
疋
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
的
意
義
と
成
果
と
と
ち
に
、

北
京
会
議
が
私
に
と
っ
て
重
大
な
意
昧
を

ち
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
会
議
が
契
機
に

な
っ
て
、
エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

ー
ラ
ム
)
お
よ
び
A
P
D
A
(財
団
法
人

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
)
が
誕
生
し
た

こ
と
で
あ
る
。

f人口・潤発・主糧を考えるi佐藤接

-
九
%
だ
第
二
位
イ
ン
ド

五
・
七
%
で
第
五
位
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

(
一
一
一
・
四
%
)
、
第
七
位
日
本
(
二
・
五
%
)
、

第
八
位
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
(
二
・
一
%
)
、

第
九
位
パ
キ
ス
タ
ン
竺
了
一
%
)
と
、

六
力
匿
を
ア
ジ
ア
の
国
が
占
め
て
い
る
。

人
口
と
開
発
の
問
題
は
ア
ジ
ア
を
抜
き

に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
い
や
、

世
界
の
人
口
と
開
発
問
題
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
の
は
ア
ジ
ア
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

そ
う
い
う
認
識
と
決
意
が
底
流
仁
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
結
成
仁
当
た
っ
て
、
た
ん
な

る
議
員
の
サ
ロ
ン
に
す
る
の
で
は
な
く
、

政
策
と
実
践
活
動
を
し
て
い
く
グ
ル
ブ

仁
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
活
動
を
支

え
る
母
体
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
活
動
母
体
を
日
本
に
作
っ
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
提
案
の
ち
と
に
誕
生
し
た

の
が
A
P
D
A
で
あ
る
。

次
仁
、
そ
の
詳
し
い
経
緯
を
述
べ
て
み

よ
う
。

( 

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
設
立

北
京
か
ら
帰
国
し
た
私
は
、
さ
っ
そ
く
、

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
(
英

語
名
、
Y
E型
」
勺
D
U
C
E
E
O
コ

ωコ
立
0
0く
0
5古

ブ

ダ

ヨ
o
コH
K

Y

印
的
口
口
一
色
。
コ
略
称
A
P
D
A
)
の
設

立
に
向
け
て
奔
走
を
開
始
し
た
。

当
時
す
で
に
、
行
革
の
万
針
の
ち
と
で
、

財
団
法
人
や
社
団
法
人
の
認
可
が
厳
し
く

な
っ
て
い
疋
。
そ
の
端
的
な
表
わ
れ
が
、

資
金
的
な
裏
付
け
だ
っ
走
。

当
時
、
財
毘
法
人
設
立
に
は
基
金
と
し

て
最
低
五
干
万
円
が
必
要
だ
つ
だ
の
だ
。

こ
の
金
を
ど
う
す
る
か
1
1
1。

ま
ず
、
福
田
組
夫
先
生
、
田
中
龍
夫
先

生
、
住
栄
作
先
生
、
前
回
福
三
郎
日
本
電

波
塔
株
式
会
社
社
長
、
そ
し
て
私
の
五
人

が
私
費
を
二
百
万
円
ず
つ
出
し
走
。
計

千
万
円
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
だ
四
千
万
円
必
要
で
あ
る
。

お
願
い
し
た
の
は
、
日
本
船
船
振
興
会

の
笛
川
良
一
会
長
だ
っ
走
。
笹
川
会
長
の

幅
広
い
国
際
協
力
活
動
は
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
活
動
に
対
し
包
遠
平
和
賞
が

授
与
さ
れ
廷
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
笹
川
会
長
の
世
界
平
和
へ
の
情
熱

と
理
解
仁
訴
え
た
の
で
あ
る
。

結
果
、
笹
川
会
長
は
臼
本
船
舶
振
興
会
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と
し
て
四
千
万
円
拠
出
す
る
こ
と
を
快
諾

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
資
金
函

の
手
当
て
は
つ
い
た
。

し
か
し
、
難
問
が
残
っ
て
い
た
。
事
務

手
続
き
上
の
問
題
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
日
本
船
舶
振
興
会
ち
財

団
法
人
で
あ
り
、
所
管
は
運
輸
省
で
あ
る
。

四
千
万
円
拠
出
す
る
に
際
し
て
は
、
所
管

の
運
輸
省
の
許
可
が
必
要
な
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
運
輸
省
の
見
解
と
し
て
は
、

ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
未
認
可
毘
体
へ

の
拠
出
は
許
可
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ

る。
一万、

A
P
D
A
の
設
立
を
申
請
し
て

い
る
厚
生
省
と
し
て
は
、
五
干
万
円
の
基

金
が
用
意
で
き
な
い
か
ぎ
り
、
財
団
法
人

設
立
の
許
可
は
で
き
な
い
、
と
い
う
。

将
棋
の
干
日
子
の
よ
う
な
ち
の
だ
つ
だ
。

石
に
行
け
ず
主
に
行
け
ず
、
進
む
に
進
ま

れ
ず
、
引
く
に
引
け
ず
と
い
う
状
態
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
芯
〈
渉
は
難
航
し
走
。
当

時
、
設
立
準
備
に
奔
走
し
て
く
れ
疋
広
瀬

次
雄
A
P
D
A
参
与
や
、
当
時
秘
書
だ
っ

た
船
津
準
二
君
ら
関
係
者
の
苦
労
は
、
並

た
い
て
い
で
は
な
か
っ
走
。

だ
が
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
ち
多
か
っ

た
。
こ
こ
に
全
て
の
万
を
列
記
す
る
わ
け

仁
は
い
か
な
い
が
、

B
本
船
舶
振
興
会
の

町
田
干
秋
理
事
(
現
在
、
地
万
公
務
員
災

害
保
償
基
金
理
事
)
、
西
尾
喜
久
雄
福
祉
課

長
(
現
在
、
経
理
部
長
)
、
ま
走
厚
生
省
で

は
吉
村
仁
官
房
長
(
故
人
と
な
ら
れ
た
)
、

朝
本
信
明
企
画
課
長
(
現
在
、
社
会
福

祉
・
医
療
事
業
団
理
事
〉
、
さ
ら
に
運
輸
省

で
は
石
月
昭
二
官
房
総
括
審
議
官
(
現
在
、

新
幹
線
保
有
機
構
理
事
長
)
、
早
川
章
現
航

空
局
管
理
部
長
な
ど
に
は
、
ひ
と
か
だ
な

ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
万
々
の
力
添
え
と
指
導
が
な
か
っ
た

ら、

A
P
O
A
の
設
立
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
ま
さ
に
、

A
P
D
A
設
立
の
恩
人
と

ち
言
え
る
万
々
で
あ
る
。
こ
の
紙
上
を
借

り
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
し
だ
い
。

そ
し
て
つ
い
に
、
「
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
人
口
問
題
と
開
発
に
関
す

る
調
査
研
究
等
を
通
じ
、
社
会
開
発
と
経

済
発
展
に
寄
与
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
福

祉
の
向
上
と
平
和
の
確
立
、
お
よ
び
我
が

国
の
国
際
協
力
に
資
す
る
こ
と
を
臼
的
L

と
し
て
、
運
輸
、
厚
生
両
省
の
認
司
が
お
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担.. 

左から、黄筆中国外相‘佐藤耀子(著者夫人)

{司王室良工イシャン・フォ ラム副議長(黄華夫人)，筆者

り
疋
の
で
あ
る
。

運
輸
省
は
船
舶
振
興
会
の
資
金
拠
出
を

認
め
、
同
時
に
厚
生
省
は
財
団
法
人
設
立

を
認
可
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
二
月
九
日
、
笹
川
会
長
拠

出
の
包
千
万
円
を
骨
格
と
す
る
墓
金
に
基

づ
き
、
同
刑
罰
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協

会
が
発
足
し
走
。

北
京
会
議
よ
り
帰
国
後
設
立
を
決
意
し

て
か
ら
、
わ
ず
か
約
百
日
間
と
い
う
ス
ピ

ド
発
足
だ
っ
走
。
ま
さ
に
奇
跡
だ
と
、

当
時
い
ろ
ん
な
人
た
ち
か
ら
一
言
わ
れ
疋
ち

の
で
あ
る
。
ひ
と
え
に
、
関
係
者
、
協
力

者
の
、
緊
急
を
要
す
る
人
口
問
題
に
対
す

る
理
解
と
情
熱
と
努
力
の
だ
ま
ち
の
だ
つ

だ。
理
事
長
に
は
、
人
口
・
開
発
・
食
糧
問

題
に
造
詣
の
深
い
田
中
龍
夫
元
通
産
、
文

部
大
臣
が
就
任
、
私
が
副
理
事
長
と
し
て

包
中
先
生
を
補
佐
す
る
↑
し
と
に
な
っ
た
。

A
P
D
A
の
出
発
で
あ
る
。

北
京
会
議
で
ア
ジ
ア
各
国
の
議
員
定
ち

か
ら
寄
せ
ら
れ
走
熱
い
期
待
、
ま
疋
そ
れ

を
真
正
面
か
ら
受
け
と
め
疋
私
と
し
て
ち
、

A
P
O
A
発
足
は
喜
び
で
あ
る
と
同
時
仁
、

今
後
の
責
任
感
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
つ
だ
。

一
九
八
二
年
二
月
九
日
に
厚
生
省
認
司

法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
だ
の
ち
、
一
九

八
三
年
三
月
三
十
一
日
外
務
省
、
農
林
水

産
省
認
可
、
以
後
厚
生
、
外
務
、
農
水
三

省
共
管
の
財
包
法
人
と
し
て
活
動
を
続
け
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
八
三

年
八
月
十
九
日
に
は
、
大
蔵
省
の
試
験
研

究
法
人
の
認
可
ち
受
け
て
い
る
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

l

(
エ
イ
、
ン
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
設
立

フ
ムA

P
D
A
と
い
う
活
動
母
体
ち
で
き
、

い
よ
い
よ
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
グ
ル

ブ
作
り
に
段
階
は
移
つ
だ
。

ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
に
共
通
す
る
食

糧
、
家
族
計
画
、
一
雇
用
や
婦
人
の
地
位
の

向
上
を
、
議
員
向
士
で
話
し
合
い
、
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨

で
、
各
国
に
広
く
よ
び
か
け
を
行
な
つ
だ

の
で
あ
る
。
九
八
二
年
一
二
月
八
j
九
日
、
イ
ン
ド

の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
い
て
、
中
国
、

B
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本、ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
六
力
匿
の
代
表

が
集
ま
っ
て
証
言
定
委
員
会
を
開
催
、
こ
こ

で
北
京
宣
言
に
基
づ
き
、
「
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
一
フ
ム
L
(
k
y
ω

雪

マ
レ
ー
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
力
、
イ
ン

1
0
E
ヨ
O
吋
刀
ω寸一一
ωヨoコ

g
コ
ωコ印
O
コ
刀
口
百
「
L
4

5
5
3
ω
ヨ且

0
0
く
包
口
百
ヨ
の
コ
汁
)
、
略
称
A
F
P

P
D
、
(
通
称
工
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
)

工イシャン・フォーラム第1回大会で議長挨拶する筆者

(1984年2Fl17日，ニューデリー)

が
正
式
に
発
足
し
走
。

ヱ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
長
に

は
私
が
就
任
し
た
。
副
議
長
に
は
、
黄
輩

中
国
一
元
外
相
夫
人
の
何
理
良
議
員
が
就
任

し
た
。以
降
、
数
回
の
運
営
委
員
会
を
経
て
、

一
九
八
四
年
二
月
十
七
日
j
二
十
日
、
イ

ツ
ド
の
一
一
ュ
デ
リ
に
お
い
て
「
人
口

と
開
発
仁
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
走
。
一
し

の
会
議
は
各
界
の
注
目
を
集
め
、
各
新
聞

で
ち
連
日
報
道
さ
れ
定
。

参
加
冨
は
二
二
カ
雷
、
四
七
機
関
、
参

加
者
は
二
九
七
名
に
ち
の
ぼ
っ
走
。

開
会
式
で
は
、
福
田
起
夫
名
誉
窃
長
が

挨
拶
を
述
べ
ら
れ
定
。

ま
走
、
開
会
演
説
に
お
い
て
、
イ
ン
ド

の
放
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
が
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
家
族
計
画
推
進
の
経
過

を
中
山
に
演
説
、
そ
の
な
か
で
、
人
口
の

急
激
な
膨
脹
は
凋
発
に
よ
る
成
果
を
侵
食

す
る
と
訴
え
一
、
人
口
抑
制
の
重
要
性
を
強

認
し
だ
。
さ
ら
に
、
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
前

首
相
が
、
「
世
界
経
済
問
題
に
関
す
る
欧
州

の
見
万
」
と
い
う
基
謁
演
説
を
行
な
っ
た
。

「
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ラ
ム
向
日
ニ
一
一
口
L

(

二
ユ

デ
リ
省
一
宮
百
)
を
採
択
し
て
、
四
日
田
同
に

わ
だ
る
会
議
は
終
わ
っ
た
が
、
こ
こ
で
特

記
し
て
お
き
疋
い
の
は
、
人
口
問
題
を
論

ず
る
国
際
会
議
に
お
い
て
初
め
て
宗
教
問

題
が
狙
上
に
上
が
つ
だ
こ
と
で
あ
る
。

宗
教
問
題
は
微
妙
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

一
種
の
タ
ブ

i
祝
さ
れ
て
き
て
い
だ
。
だ

が
、
避
け
て
通
れ
な
い
厳
然
た
る
問
題
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
難
問
は
難
問

と
し
て
直
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
と
え
持
問
は
か
か
ろ
う
と
ち
、
地
道

な
認
議
存
」
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
き
っ
と

解
決
の
糸
口
は
つ
か
め
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
定
め
に
は
、
ま
ず
狙
上
に
の
ぜ
る
こ

と
。
こ
れ
が
私
の
考
え
だ
っ
た
。

同
会
議
に
お
け
る
挨
拶
の
な
か
で
、
私

は
、
「
効
果
的
な
人
口
対
策
を
進
め
る
た
め

に
は
、
宗
教
上
の
底
難
な
墜
を
の
り
こ
え

て
い
く
決
断
が
必
婆
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
↑
に
。

こ
の
私
の
発
一
一
一
一
口
が
契
機
に
な
っ
て
、
イ

ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
首
相
、
西
独
の
シ
コ
ミ

ッ
ト
首
相
ち
宗
教
問
題
に
言
及
す
る
こ
亡
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工イシャン・フォ ラムメンバ (1985年現在)

団主、瓦 オーストフリア 準会員 キプロス

中[耳 イラン

フイジー ラオス

インド 西サモア

H本 ソロモン言昔島

大韓民p1 パプアニューギニア

マレーシア クウェート

モルジプ インドネシア

モンゴル その他

シンガポール

スリランカ

シリア

タイ

ネパール

パキスタン

ブータン

ベトナム

フfリピン

に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
宣
言
文
に
、
人

口
と
宗
教
と
の
関
連
事
項
が
盛
り
込
ま
れ

疋
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宮
言
文
中
の
行
動
計
画
、
人

口
増
加
率
の
抑
制
の
項
に
、

「
全
て
の
宗
教
グ
ル
!
ブ
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
新
し
い
避
妊
技
術
の
研
究
を
支
援
す
る

事」
と
い
う
一
文
が
明
記
さ
れ
た
。

表
現
と
し
て
ち
お
と
な
し
い
し
、
ま
た

ほ
ん
の
一
文
で
あ
る
が
、
人
口
仁
関
す
る

冨
際
会
議
に
お
い
て
は
、
画
期
的
な
一
歩

で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
五
月
十
一
二
日

i
十
四
日
に

は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
い
て
「
第
二
包

人
口
と
開
発
に
関
す
る
イ
ン
ド
議
員
会
議
」

(
い
わ
ば
イ
ン
ド
版
議
員
懇
)
が
開
催
さ
れ

た。
こ
れ
に
、
私
は
工
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ

ラ
ム
の
議
長
と
し
て
招
か
れ
、
来
賓
と
し

て
基
調
講
演
を
行
な
っ
疋
。

私
は
こ
の
演
説
で
ち
触
れ
た
が
、
そ
の

前
任
、
人
口
と
開
発
に
大
き
な
功
績
を
残

し
た
イ
ン
デ
ィ
一
フ
・
ガ
ン
ジ
首
相
が
凶

弾
に
倒
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ジ
ブ
・

ガ
ン
ジ
ー
新
首
相
の
ち
と
、
サ
ッ
卜
・
ボ

ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
議
員
を
中
山
に
人

口
・
開
発
・
食
糧
問
題
に
果
取
に
取
り
組

ち
う
と
す
る
イ
ン
ド
の
新
し
い
患
吹
き
に

対
し
、
私
は
熱
い
激
励
を
送
つ
だ
。

A
P
D
A
の
活
動
状
況
と
エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
将
来
の
方
向

一
九
八
二
年
(
昭
和
五
十
七
年
)

月

九
日
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
A
P
O
A

(
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
)
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
活
動
は
目
ざ
ま
し
い
ば
か
り
で

あ
る
。〔
昭
和
五
十
九
年
度
〕

.
中
国
吉
林
省
に
お
け
る
人
口
・
家
族
計

画
基
礎
調
査

(
J
i
C
A
委
託
)

・
イ
ン
ド
国
農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査

(
由
辰
林
水
産
省
委
託
)

・
タ
イ
国
人
口
と
開
発
基
礎
調
査
、
社
会

信
祉
関
連
調
査
(
厚
生
省
委
託
)

・
日
本
の
人
口
転
換
と
農
村
開
発
の
研

究
、
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
作
成
(
船
舶
娠

興
会
繍
助
事
業
)

「
臼
本
の
農
業
・
農
村
開
発
と
人
口
」

ス
ラ
イ
ド
作
成
(
船
船
振
興
会
補
郎
事

業
)

・
中
包
農
村
の
出
生
力
と
生
活
水
準
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ト
調
査
に
基
づ
く
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
分
析
(
船
舶
振
興
会
補
助
事

世
草
木
)

(
昭
和
六
十
年
度
〕

・
中
国
吉
林
省
に
お
け
る
人
口
・
家
族
計

画
基
礎
詔
査
(
第
二
次
)

委
託
)

(
J
I
C
A
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-
イ
ン
ド
冨
人
口
・
開
発
基
縫
調
査
(
厚

生
省
委
託
)

-
タ
イ
国
農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査

(
農
林
水
産
省
委
託
)

・
ネ
パ
ル
王
国
人
口
・
家
族
計
画
基
礎

調
査

(
Jー

c
A
委
託
)

・
日
本
の
人
口
都
市
化
と
開
発
の
研
究
、

お
よ
び
レ
ポ
ト
作
成
(
船
舶
振
興
会

補
郎
事
業
)

「

B
本
の
都
市
化
と
人
口
」
ス
ラ
イ
ド

作
成
(
船
舶
振
興
会
補
助
事
業
)

・
タ
イ
因
の
バ
ン
コ
ク
ス
ラ
ム
調
蚕
に
基

づ
く
コ
ン
ビ
ユ
タ
分
析
(
船
舶
振
興

会
補
助
事
業
)

-
在
日
外
国
人
留
学
生
の
学
的
自
と
生
活
条

件
に
関
す
る
研
究
と
レ
ポ
ー
ト
作
成

(
N
R
A
助
成
事
業
)

(
昭
和
六
十
一
年
度
〕

・
ネ
パ
ル
王
国
人
口
・
家
族
計
画
墓
礎

調
査
(
第
二
次
)
(
Jー

c
A
委
託
)

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
都
市
人
口
と
開
発
基

礎
調
査
(
厚
生
省
委
託
)

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
農
村
人
口
と
農
業
開

発
調
査
(
農
林
水
産
省
委
託
)

・
日
本
の
労
働
力
人
口
と
開
発
の
研
究
、

<民間団体>

(!吋)日本船飴振興会

NIRA(総合研究跨発機構)

.その他民間団体

くAPDA関係機関図〉

-大学

・研究所

協力祷助事業

所管・委託事業

<日本政府>

・外務省

'農林水産省

・厚生省

労働省

JICA 
(国際協力

事業部)

国際協力協力事務局

-アジア諸国政府・

関係機関

委託事業協力

80 

<t玉i際機関>
回連開発計画(UNDP)

.国連人口活動基金

(UNFPA) 

-国際家族計同連盟(]PPF)

その他ドl際機関

〆
，，
 

J
 

〆

-人11と開
発に関する

アジア議貝フ
ォーラム{エイ

シャン フォーラ

ム、 AFPPD)
回国際人口|問題議員懇

談会(議貝懇)

人口と開発に関する国会

議長世界委貝会(グローパル

コミッティー、 GCPPD)



お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
作
成
(
船
舶
振
興
会

補
助
事
業
)

「
日
本
の
産
業
発
展
と
人
口
L

ス
ラ
イ

ド
作
成
(
船
総
振
興
会
補
問
事
業
)

・
人
口
と
開
発
関
連
統
計
集
の
編
集
・
作

成
(
船
舶
録
興
会
補
郎
事
業
)

ま
定
、

A
P
D
A
が
力
を
入
れ
て
い
る

ち
の
と
し
て
、
年
一
回
主
催
し
て
い
る

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

代
表
者
会
議
」
が
あ
る
。

人
口
と
開
発
問
題
に
つ
い
て
、
邸
内
・

国
際
的
啓
蒙
、
意
見
の
交
換
、
討
議
が
、

会
議
開
催
の
目
的
で
あ
る
。

第
一
包
は
、
一
九
八
五
年
二
月
五
j
七

呂
、
外
務
省
国
際
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

著

第
一
一
也
会
議
の
開
催
挨
拶
の
な
か
で
、

私
は
ヱ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
才
一
フ
ム
と
A

P

D

A
は
、
人
口
と
開
発
政
策
の
実
行
を
進

め
る
定
め
の
車
の
両
輪
と
い
う
形
容
を
し

て
、
ま
さ
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ

と
を
強
調
し
疋
。

第
一
回
会
議
に
は
、
オ
ス
ト
ラ
リ
ア
、

中
園
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、

マ
レ
シ
ア
、
ネ
パ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

『人口・開発・童糧を考えるj佐藤隆

タ
イ
、
お
よ
び
日
本
の

一
力
闘
の
霞
会
議
員
と
、

U
N
F
P
A
の

サ
ラ
ス
事
務
局
長
、
お
よ
び
日
本
の
専
門

家
が
多
数
出
席
し
た
。

第
二
回
は
一
九
八
六
年
三
月
三

1
五
包
、

経
団
連
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
走
。

ま
た
第
一
二
聞
は
、
一
九
八
七
年
二
月
二

十
三

i
二
十
四
日
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で

同
開
催
さ
れ
疋
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
私

は
十
主
催
者
挨
拶
を
行
な
い
、
八
七
年
十
月
、

北
京
に
お
い
て
工
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ラ

ム
の
第
二
回
総
会
互
開
催
す
る
決
意
を
述

べ
た
。

ス
リ
ラ
ン
力
、

A
P
D
A
と
工
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
密
接
な
連
世
間
関
係
は
、
今
後
と
ち
ょ

り
発
展
し
て
い
く
と
一
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
活
発
な
事
業
展
開
を

行
な
っ
て
い
る
A
P
O
A
で
あ
る
が
、
そ

の
陣
容
は
、
正
融
制
員
二
人
に
す
ぎ
な
い
。

二
人
の
熱
意
は
ち
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
れ
は

ひ
と
え
に
A
P
D
A
に
協
力
・
指
導
を
い

た
だ
い
て
い
る
外
部
の
専
門
家
の
万
々
の

お
力
添
え
の
賜
で
あ
る
。
深
く
感
謝
し
て

い
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
仁
、

工
イ
シ
ャ
ン
・
フ
才

l
ラ
ム

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ

~つ。
メ
ン
バ
ー
が
国
会
議
員
で
あ
る
以
上
、

定
期
的
に
選
挙
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
を

神
経
質
に
考
え
て
い
て
は
何

t
で
き
な
い
。

変
化
に
謄
せ
ず
、
一
つ
の
基
調
と
い
う
ち

の
を
ち
ち
続
け
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
ろ
う
。

人
口
・
凋
発
・
食
糧
の
問
題
は
長
期
的

な
観
点
仁
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
い
ず
れ
ち
一
報
一
タ
に
解
決
で
き

る
事
柄
で
は
な
い
。

国
会
議
員
の
会
議
や
お
議
を
積
み
重
ね

る
こ
と
は
、
一
見
迂
遠
な
万
法
仁
見
え
る

か
ち
し
れ
な
い
が
、
国
会
議
員
が
国
民
の

代
表
で
あ
る
以
上
、
こ
う
い
う
地
昧
な
努

力
の
積
み
重
ね
が
、
結
局
は
現
実
的
な
解

決
の
道
を
さ
ぐ
り
当
て
る
い
ち
ば
ん
確
実

な
方
法
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
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0
5
0
5
0
5
0

一
増
数
は
8
1
7
4人
で
、
人
一
み
て
い
る

omザ
白
丹
、
男

1
t
t注一
口
減
と
な
っ
た
軍
宮
、
一
性
の
需
用
数
が
前
年
目
比

町

率
)

9

5

4

M

{

一
百
円
び
出
回
加
に
転
じ
た
。
一
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
半
年
遅
れ

リ

山

川

川

体

小

川

町

一

噌
出
回
一
円
け
は
い
:
一
厚
労
省
は
、
河
出
生
率
の
一
て
一
侭
年
末
白
か
ら
結
婚
数
も
増

F

緋
陀

ih出
制
田
一
上
昇
要
因
と
し
て
、
①
窮
qu
一
え
て
い
る
o
妻
の
平
均
初
婚

叫
測
し
い
制
約
凹
一
子
以
降
の
出
生
車
が
陀
年
ぶ
一
年
齢
は
お
・

2
歳
。
ぞ
出

向

吉

川

μ川
田
一
り
に
喧
一
足
る
な
ど
、
第
2
、
一
歳
女
性
の
出
生
数
は
む
万
7

町

1
t
j比
一
点
由
一

3
子
以
降
の
僧
②
引
3
1年一
7
7
3人
で
、
前
半
比
I
万一

一
ぷ
ル
ふ

2
一
生
ま
れ
の
富
ジ
ュ
ニ
ア
世
一

3
0
7
え
増
え
た
。

(
1人
の
女
性
が
一
生
に
産
一
か
に
な
っ
た
。
組
事
の
上
一

4
年
ぶ
り
だ
o
た
だ
、
出
生
一
な
ら
な
い
と
み
て
い
る
。
数
ふ
封
一
一
関
一
代
女
世
の
出
生
半
智
③
績
摘
一
た
だ
、

ω年
の
J

出
生
数
は

む

E
m数に
拐
さ
が
J
昇
は
∞
年
以
来
日
年
ぶ
り
一
言
ト
一
言
宮
署
一
(
品
に
関
連
記
事
)
一
位
、
元
山
内
諾
一
数

(η
万
9
7
3
件
)
の
ち
一
撃
の

i12に及

渦
去
最
低
だ
っ
た
閃
年
の
l
一
で
、
増
加
舗
は

0
・
侶
司
垣
一
い
う
側
面
が
強
く
、
今
後
上
一
切
牛
の
出
生
数
は
前
年
比
一

r
i「
i
lト
l

|
」
一
年
ぶ
り
増
に
よ
る
第
1
子
僧
一
ば
な
い
。

ω年
に
入
っ
て
出

合
意
向
J
号
、

1
一し

5
2う
ま
翌
年
宣
言
転
じ
る
か
は
不
透
問
。
一
品
1
3
2入
車

1

3
一
回
臥
即
日
間
日
。
一

1
4挙
げ

る

。

一

生

数

は

雪

量

皆

、

先

・
幻
に
土
葬
し
た
乙
と
が
、
一
年
以
来
、
犯
年
ぶ
り
の
大
き
一
出
生
期
を
迎
え
る
女
性
数
は
一
万
2
5
6
2人
。
死
亡
数
は
一

9
2人
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
①
3
@
は
い
ず
れ
も
損
気
一
行
き
は
不
透
間
関
だ
。

一
日
口
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

Z
o
-
-
3台
と
な
っ
た
り
雪
一
方
で
、
厚
労
省
は
人
了
0
8
7
4
8
8人
で
6
一
差
し
引
き
し
た
人
口
の
喜
一
の
富
が
一
聖
書
省
は
一
{
宙
開
志
]

ゆ

冨 す占、
3ぉ

ぞら
gを2

出
生
率

1
・
nに

人口動態統計

06 
年

B次

-
出
生
率
1
・
犯
に

:
:
:
:
i
i
i
i
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
舵

・
女
性
の
国
会
議
員
吃
カ
国
中
村
川
位

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
m

.
世
界
の
人
口
付
加
億
人

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
:
斜

.
貧
困
半
減
恩
標
達
成
へ

i
i
i
i
i
i
j
j
i
-
-
:
-
a
i
-
-
:
:
斜

.
平
均
寿
命
男
女
と
も
ア
ッ
プ
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
・
・
・
・
・
お

.
北
極
海
の
氷
、
最
小
に
・
・
:
:
・
:
:
:
・

-
-
-
-
-
-
-
-
m

・
人
口
減

2
年
連
続
:
・

j
i
-
-
・
:
・
:
:
'
'
'
'
'
'
'
'
目
・

:
:
m∞
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にゆーすふお らむ

政
府
は
m
即
日
、
例
年
版
の
「
男

女
共
同
参
爾
白
書
」
を
閣
議
決
定

し
た
。
ア
ジ
ア
や
欧
米
な
ど
ロ
カ

留
の
男
女
共
同
一
参
画
一
状
視
の
国
際

比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
国

会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
や

女
性
一
国
家
公
務
員
の
割
合
は
、
諸

外
国
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
い
た
。

間
山
年
の
女
性
国
会
議
員
(
二
院

側
の
場
合
は
下
院
の
み
)
の
割
合

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
幻
・
3
%
で

日本9%、スウェーデン47%

最
も
高
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
幻
・
9

%
)
、
ド
イ
ツ
(
担
・
日
%
)
と
続

く
。
園
駅
下
位
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
8

日
間
・
9
%
。
日
本
は
9
・
4
M
で
下

画
か
ら
2
番
目
だ
っ
た
。

問
問
山
年
の
女
性
国
家
公
警
貝
の
割

共
合
は
、
ヂ
!
タ
の
あ
る
叩
カ
国
で

即
日
本
が
お
・
0
%
と
最
も
低
く
、
他

の
9
カ
国
は
出
・
o
i
m・oMm。

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
、
日
本
は
ぬ
・
1Mmで
、
欧
一
米
諸

国
よ
り
も
極
端
に
低
い
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
貯
・
8
%
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お

.
日
%
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
陥
べ

て
も
、
韓
国
7
・
8
%
と
並
ん
で
低

迷
し
て
い
る
。

白
書
で
は
「
女
性
の
地
位
を
一
郡

高
爆
の
一
つ
」
と
し
て
、
男
女
間

の
賃
金
格
差
も
調
査
し
た
。
男
性

の
賃
金
に
対
す
る
女
性
の
賃
金
の

割
合
は
、
欧
米
諸
国
は

m
m台
だ

が
、
日
本
は
館
山
・
8
%
だ
っ
た
。

夕刊)
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〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
H
佐
々
木
良
寿
】
国
連
人
口
基
会

(
U
N
F
P
A
)は
釘
目
、
?
0
0
7
年
版
の
「
世
界
人
口

白
書
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
世
界
の
人
口
は
、

7
5
6
0
万
人
培
え
、
目
的
億
1
5
9
0
万
人
と
な
っ
た
。

上
位
3
か
国
は
、
昨
年
間
綴
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
米
国
。
日
本
は
、
問
万
人
培
え
て
1

億
2
8
3
0
万
人
で
、
3
年
連
続
の
問
位
と

な
っ
て
い
る
。

伺
白
書
は
、
2
0
0
8
年
に
初
め
て
世
界

人
口
の
半
数
以
上
の
約
四
ω
億
人
が
都
市
部

で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
初
年
に
は
そ
の

数
は
約

ω億
人
に
な
る
と
の
見
通
し
を
握

示
し
、
コ
」
の
前
例
の
な
い
変
動
は
、
発

展
を
拡
大
し
持
続
燃
を
促
進
す
る
可
能
性

と
、
貧
困
の
深
刻
化
と
環
境
の
恵
化
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
都
市
部
で
の

人
口
拡
大
が
秘
め
る
正
と
負
の
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

国連白書都市集中強まる

朝刊)07・6・28(読売新聞

一
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
H
臼
川
義
一
当
』
心
[
見
込
み
と
な
っ
た
。

一
和
〕
国
連
は
1
目
、
2
0
1
6
一
一
方
、
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
者
一

言
で
に
菌
や
飢
餓
に
顧
問

F
o
o
l年
の
2
2
8
万
人
…

一
す
る
人
口
を
、
1
9
9
0
年
比
一
か
ら
2
0
0
6
年
は
2
9
0
万
…

一
で
半
い
滅
す
る
こ
と
な
ど
を
婦
げ
一
人
に
増
加
し
た
o

一

一
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
圏
」
一
2
0
0
5
年
の
主
要
国
首
脳
一

一
の
逮
成
状
況
を
ま
と
め
た
中
間
一
会
議
(
サ
ミ
ッ
ト
)
は
対
ア
フ
一

一
報
告
書
を
公
表
し
た
。
一
リ
カ
支
援
を
倍
増
す
る
こ
と
で

一
報
告
書
に
よ
る
と
、
1
日
1
一
合
意
し
た
が
、
先
進
悶
酬
の
政
府
一

一
が
未
満
で
生
活
す
る
貧
困
層
の
一
間
開
発
援
助

(
O
D
A
)
総
額
は
一

一
割
合
は
1
9
9
0
年
の
幻
%
か
一
郎

5
m年
に
5
・1
%
減
少
し
一

一
ら
、
2
0
0
4
年
は
ゆ
%
ま
で
一
た
o
O
D
Aの
減
少
は
1
9
9
一

減
少
。
2
0
1
6
年
ま
で
に
l
一
7
年
以
来
初
め
て
で
、
話
基
文
一

9
9
0
年
時
点
の
水
準
を
半
減
一
国
連
事
務
総
長
は
、
先
進
留
に
一

さ
せ
る
目
標
は
、
ほ
ぼ
達
成
で
一
支
慢
強
化
を
求
め
た
。
一

国連

貧
困
半
減
目
標
達
成
ヘ

中
間
報
告

O
D
A
は
減
少
傾
向

朝刊)07・7・2(読売新開
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にゆーす，)、ぉーらむ

! ……(紛…丹端掛即歳齢糾)ゆ力がi
くo
男性は前年の4位から
アイスランド (79.4歳)
に続く 2位に上がった。
3位以下は香港(78.8歳)、
スイス (78.7歳)、スウ
ェーデン (78.50歳)の
1員。
日本の湯合、 3大疾患
で死亡する確率は男性が

56.ω%、女性は53.57
%0 3大疾患が克服され
れば、男性の平均寿命は

8.31歳、女性は7.20歳延
びる見込みという。

男女ともアップ平均寿命
女
性
問
・
mm歳
2
年
間

1
位

省は、がん、心綴病、脳

血管疾患の3大疾患での
治療成績の向上が貢献し

ており、当分寿命が延び

る傾向が続くとみてい
る。

厚労省が担鍾する主要

各国・地域の最新データ

と比較すると、女性は22
年連続の世界一で、香港

(84.6歳)、スペイン、ス
イス(¥、ずれも83.9歳)、

男
性
叩
・
∞
歳
世
界
2
位
に

06年の日本人の平均寿
命は男性が79.00歳、女
性が85.81裁で、前年よ
りも男性は0.44歳、女性
は0.29歳延びたことが26
日、厚生労働省がまとめ

た簡易生命表で分かつ

7己。
05年はインフルヱンザ
が流行した影響で前年を

下回ったが、 06年は再び
上昇傾向に転じた。厚労

報干1))

北極海の氷、最小に舗

07・7・27(朝日新開

宇宙航空研究開発機構が

観測した北極海の氷。 e
が昨年9月、@が今年8
月15日ニエ@IARC-JAXA

万
平
方
J
で
、
と
れ
ま
で
最
小
だ
っ

た
閃
年
日
月
幻
自
の
5
3
1
・5
万

北
橋
海
の
海
氷
山
出
積
が
今
夏
は
急
車
ム
万
J
を
下
回
っ
た
。
夏
の
海
氷
は

速
に
減
少
し
、
目
白
に
は
1
9
7
8
1
9
7
0年
ご
ろ
ま
で
約
8
5
0万

年
に
始
ま
っ
た
衛
星
観
測
史
上
で
最
平
方
J
あ
っ
た
。
海
洋
研
究
開
発
機

小
に
な
っ
た
乙
と
が
、
海
洋
研
究
開
構
の
猪
上
淳
研
究
員
は
「
今
年
特
有
一

発
機
構
と
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の
嬰
一
因
も
あ
る
が
、
予
測
モ
デ
ル
を
一

の
共
同
解
析
で
分
か
っ
た
o
海
氷
の
超
え
た
減
少
が
続
い
て
い
る
。
温
暖
一

縮
小
は

9
月
中
旬
ま
で
続
く
見
通
化
の
影
削
闘
が
大
き
い
」
と
指
摘
し
て
一

し

。

い

る

。

…

ζ
の
ベ

i
ス
だ
と
過
去
巌
小
よ
り
今
年
の
嬰
阪
と
し
て
は
①
海
氷
が

も
加
物
小
さ
く
な
り
、
国
連
「
気
候
薄
く
て
解
け
や
す
く
、
そ
れ
が
北
概

変
動
に
関
す
る
政
府
間
四
1

ハ
ネ
ル
」
(
I
海
内
部
ま
で
広
が
っ
た
②
そ
の
海
氷

P
C
C
)
が
、
地
球
狙
暖
化
が
進
行
が
早
い
時
期
に
解
り
て
日
扇
を
吸
収

す
る
2
0
4
0
3
m年
色
ろ
と
予
測
し
海
水
が
温
ま
っ
た
③
停
滞
し
て
い

し
た
レ
ベ
ル
ま
で
減
少
す
る
可
能
性
る
低
気
圧
が
北
極
海
か
ら
太
平
洋
に

も

あ

る

。

海

氷

を

押

し

出

し

た

|

|

乙

ど

が

推

回
目
の
海
氷
崩
積
は
5
3
0
・7
担
比
さ
れ
る
。
{
江
口
一
】

温
暖
化
が
影
響

朝刊)
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人
口
減

2
年
連
続

3
大
都
市
圏
居
住
、
半
数
超
す

総
務
省
は

2
呂
、
住
民
基
本
一
の
3
大
都
市
圏
人
口
の
合
計
が
一
日
山
年
度
は
、
少
子
化
の
影
響

A

口
帳
に
基
づ
く
3
月
末
現
在
の
一
初
め
て
会
人
口
の
半
数
を
上
問
一
で
出
生
者
数
が
死
亡
者
数
を

人
口
を
発
表
し
た
o
全
国
の
人
一
っ
た
。
全
人
口
の
う
ち
、
防
歳
一
下
回
り
、
人
口
が
初
の
自
然

口
は
、
-
億
2
7
0
5万
3
4
一
以
上
の
「
老
年
人
口
」
の
割
合
一
減
と
な
っ
た
が
、
昨
年
度
は

7
1人
で
、
前
年
同
期
よ
り
1
一
は
、
過
去
最
高
の
幻
%
。
老
年
一
出
生
者
数
が
大
幅
に
閥
復
し

5
5
4人
減
少
し
、

1
9
6
8
一
人
口
割
合
の
ト
ッ
プ
は
島
根
県
一
た
o
海
外
へ
の
転
出
入
や
帰
化

年
の
調
査
開
始
以
来
初
め
て
減
一
で
お
%
、
次
い
で
秋
田
県
で
♂
一
な
ど
に
伴
う
社
会
増
加
数
は
、

少
し
た
2
0
0
5年
度
に
続
一
%
。
人
口
減
少
率
は
秋
田
県
(
l
一1
万
2
2
9
7人
の
減
少
だ
っ

き、

2
年
連
続
で
減
少
し
た
。
一
・
ω
%
)
、
青
森
県

(
l
・
∞
一
た
。

一
方
、
東
京
、
名
古
屋
、
関
西
一
%
)
の
般
で
高
か
っ
た
o
出
生
一
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
、

B

一
者
数
か
ら
死
亡
者
数
を
引
い
た
一
本
に
住
む
日
本
人
の
人
口
で
、
一

一
自
然
増
加
数
は
、
昨
年
度
は
1
一
永
住
外
国
人
ら
は
含
ま
な
い
。
一

一万
7
4
3人
の
増
加
だ
っ
た
o

一

一
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イ ?

; 機関誌 f人口と開発j投積論文を募集 ; 

; i討凶法人アジア人日 開発協会は、機関誌 f人口と開発jで発表する論文を ; 

| 募集しております。テーマ{土、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、ァ 1 
? ジアの現状に関するものを歓迎いたします。掲載論文の著作権は、財団法人ア 1 
i ジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利mを妨げるものではありませ i 
l ん。また応募論文は米発表のものに限ります。 1 
? この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を ? 
i 切り開くようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。大学i淀伎をは i 
l じめ、若手研究者に門戸と都、今後の人口と献に関する慨を促進すること 1 
? を目的としております。広くご案内下さいますようお願い申し上lげTます七。 ! 

; 投船稿郁制肌き剖dhれ一1
。! 応募斡者の略歴倒つ吋き)も向附封吋さ剖軒仏Uい川、、

1 なお、採用された論文には糊(当制規定)を進皇致します。奮ってご応 l 
i 募下さい。

| 鰍機}縦士〕則被XiluEIJ関側側側側棚機欄繍 l 

E 麟融機織鰯機鱗畿線機議議鱗緩議離離繍織機議畿麟鱒麟織機購緩幾緩畿綴 E 

i 機織機機織鰍鰻勝機鰍i際協破滅蹴側側側機 i 
l 臨離職騒騒麓灘欝摺驚繋欝騒露盤麟 i 

i 欝欝韓購欝髄麟 ; 

L0  ・0 ・0 ・0 ・0-'。…一・0-'0-…。ー.。ー…一…一・0-10-・0 ・0 ・0 ・0-10-10 ・0 ・0 ・0 .。 .0 .j 
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叫

ル
観
磁
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緩
韓
議
機
関
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協
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関
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闇
闘
闘
闘
闇
闘
闘
闘
闇
闘
闘
闇
聞
闇
圃
園
調
翻
翻
劉
翻
観
翻
鶴
盤
綴
襲
撃
幾
三
塁
塁

3
2三
重

量

塁

線

十

一
A
P
D
A
賛

助

会

員

譲

議

議

議

離

騒

騒

騒

欝

議

欝

…

…

l
ご
入
会
の
お
願
い

i

欝
鱗
機
織
機
織
議
議
鶴
鱗
議
議
綴
欝
…

引
園
調
翻
翻
翻
劉
翻
繍
翻
観
劇
割
弱
翻
闘
関
随
闘
臨
陵
隠
隠
臨
臨
醗
庫
闇
聞
層
圏
聞
闘
闇
闇
闘
関
翻
組
組
織
機
襲
撃
襲
撃
翼
線
機
襲
撃
機
機
撃
叩

叫

織

機

織

議

議

溺

税

制

織

讃

邸

機

織

織

機

織

機

織

線

光

線

機

議

機

織

轍

麟

務

総

議

機

線

機

繍

鱗

鱗

鱗

綴

織

機

織

線

機

織

O

F

人
口
問
問
題
は
、
幻
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
0
1
9
9
9
機
織
機
織
問
翻
織
機
鱗
綾
織
機
織
機
線
機
織
線
機
織
機
織
一

十

年

に

ω億
人

を

超

え

た

世

界

人

口

は

現

在

防

億

人

に

達

し

、

人

口

は

依

然

と

し

て

増

え

続

け

て

い

ま

翠

襲

撃

襲

撃

議

議

議

題

襲

撃

十

引

す

o

今
後
、

2
0
5
0
年

ぐ

ら

い

ま

で

は

約

宮

人

に

ま

で

増

加

を

続

け

る

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

撃

機

臨

機

撃

機

総

額

融

機

機

畿

一

引
こ
の
地
球
環
境
に
大
き
な
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
o

線
機
騒
問
機
議
機
綴
機
織
線
機
綴
織
鵠
鍛
鰯
線
機
縁
潔
機
線
機
嫌
際
線
引

叫
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
、
世
界
各
地
欄
繍
綴
淵
轍
機
繍
鰍
麟
鱗
繍
問
機
鱗
麟
闘
機
鱗
霧

4

4

で
叫
ば
れ
て
い
る

n
環
境
問
題
H

も

、

人

口

の

増

加

が

大

き

な

根

本

原

因

で

す

。

響

機

鰍

錦

繍

襲

撃

響

機

織

約

機

械

議

議

襲

撃

↓

。

一
現
在
、
世
界
の
人
口
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
や
市
ア
綴
綿
織
鱗
鱗
機
機
鱗
鱗
線
機
鱗
鱗
繍
額
納
鱗
戦
機
鱗
綴
織
繍
機
織
機
一

。

ー

ト
ジ
ア
で
は
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
き
、
貧
困
に
抑
制
ん
で
い
る
と
同
時
に
、

H
1
V
/
エ

イ

ズ

の

蔓

襲

撃

議

警

護

襲

撃

襲

撃

義

務

総

議

機

撃

↑

。ル
延
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
o

ま
た
日
本
な
ど
の
よ
う
な
先
進
箆
で
は
、
少
子
・
高
齢
綴
畿
鱗
約
機
線
機
機
線
機
線
制
緩
綴
鋭
機
線
機
鱗
機
織
機
織
畿

ル
化
が
進
み
、
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
H
N
会
保
障
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
重
機
機
機
級
協
線
級
機
機
関
機
機
織
機
織
機
線
機
織
機
鴻
機
縁
側
側
十

鱗
線
鶴
繍
議
議
機
斡
議
機
線
機
鱗
線
機
線
級
繊
議
議
議
議
議
鋭
機
織
線
機
綴
鋭
機
幾
吋
時
建
設
機
縦
縦
一

帥
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
口
問
題
は
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
、

ρ

幸
せ
H

や
H

生
綴
綴
線
機
縁
綴
綴
線
機
綴
綴
緩
綴
綴
機
機
織
線
機
機
綴
畿
険
機
縁
側
鰍

ル

き

方
H

を

左

右

す

る

問

題

で

も

あ

る

の

で

す

。

機

織

機

織

鱗

帥

機

鱗

線

総

務

機

機

線

機

際

線

機

機

織

機

嫌

機

闘

機

臨

機

織

一

m総
務
依
防
協
綴
驚
護
施
冗
岬
級
務
総
緩
線
線
的
功
創
建
円
ゆ
議
プ
録
磁
議
筋
Jし
ι

「
私
議
引
川
線
務
総
務
綴
綴
機
縁
線
機

8
一
一
倍
泌
総
務
一

引
こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
の
中
で
の
、
環
境
、
保
欝
議
議
機
畿
騒
騒
脳
懇
翻
額
縁
絡
線
機
騒
額
欄
剖↑
 

引
健
、
農
業
、
労
働
、
都
市
問
題
な
と
へ
の
取
り
組
み
を
世
界
的
に
尖
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
機
枇
級
編
織
機
織
際
機
級
機
鰍
機
欄
繍
繍
機
織
機
織
機
織
問
問
引
。

↓
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

A
P
D
A
(
ア

プ

ダ

)

は

、

有

民

お

よ

び

毘

際

機

関

の

協

力

を

得

て

、

「

調

査

警

護

襲

撃

襲

警

護

議

選

襲

撃

機

撃

務

終

十

ド

む

総

議

議

選

緩

議

場

誇

警

察

務

議

議

譲

住

議

筋

綴

鍛

務

総

務

閣

議

機

露

。

↓
研
究
事
業
」
、
「
出
版
事
業
」
、
「
同
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
支
援
事
業
」
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
機
務
時
機
総
務
線
機
畿
悶
機
磁
滋
綴
綴
鱗
粉
鱗
粉
機
綴
機
畿
総
際
線
機

機
後
て
隊
群
弘
緩
襲
撃
線
鶴
議
議
議
誉
総
緩
務
務
審
警
護
務
総
鰯
翼
線
機
務
総
務
務
務
襲
。

一
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
東
京
事
務
所
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
研
究
か
ら
政
策
総
級
機
織
鰯
線
機
線
機
蹴
鞠
級
機
鱗
線
機
鱗
機
線
機
織
機
燃
機
側

。任
形

成

支

援

、

同

会

議

員

活

動

に

貢

献

し

て

い

ま

す

。

機

織

機

議

議

溺

繍

機

織

繍

機

織

機

線

機

繍

磯

部

繍

議

ル

ト
そ
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

A
P
D
A
は
そ
の
活
動
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
綴
綴
綾
織
機
械
綴
綴
鱗

ω綴
議
側
綴
機
機
鋭
機
数
綴
畿
問
綴
際
綴
総
議
ト

一
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
o

こ

の

機

会

に

ぜ

ひ

ご

検

討

下

さ

い

ま

す

鰍

欝

機

関

嬢

磯

議

離

機

織

欝

鱗

毅

…

任
ょ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
L
Kげ
ま
す
o

議

議

議

議

議

襲

撃

襲

撃

襲

撃

察

謬

十

0
 

0

・

〆

?
E
l
i
-
E
I
Z
-
-
i
l
;
l
E
l
i
l
i
-
-
E
l
i
l
i
l
i
-
-
;ー
;
l
iー
;
ー
・

o
i
l
s
-
i
l
;
l
?
z
i
g
-
?
?・
oizit

88 



2 東南アジア諸国寺人11 開発基礎調査報告書

インド同

Report on the Basic SUfvey of PopulatIon and 

Deve!opment in Southeast Asian Countries 

-Ind峨ー(英語版)

3 中華人民共和国人11 家族計密第二次幕礎調査報告書

Basic Survey (II) 011 Popu!ation <lud Family 

PI叩 nt時 inthe Peop!e's R叩 ublicof China (英語版)

生育率和生活水平芙車中日合作現査研究抱告者

(中国語版)

4 キパール王国人LI 家族計困基礎謂査

Basic Sur¥'ey Report on Population and Family 

Planning in the Kingdom of Nepal (英語版)

5 日本の人口都市fとと開発

Urbanizatioll und Development in Ja仰 n(粟語版)

6.バンコクの人口都市化と生活深境福祉詞也、

デJータ濡

Survey of UrhanizatioIl， Living Euvironment and 

Welfare in Bangkok-Data-(甚語版)

7 スライド 日本の都市ftと人口

Urh，mization and Popu¥ation in ]apan (英語版)
a本的妓市化与人口 (中国語版)
Urhanlsasi Dan Kependudukan Di ]epang (イ/ドネ

ンア語版)

昭和61(1986)年度
l アジア諸出の農村人口と農業開琵に関1る調査報告書

インドネシア同

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricu1tural Developmellt in Asian Countrie写

Indonesia-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

インドネン7国

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

Deve¥叩mentin Southeast Asian Counhies 

Indonesia - (英語版)

3 在日Wf学生の学胃と生活条件に!鳴する研究 人的能力

開発の課題に即Lて

4 日本の労働力人I1と間琵

Labor Force Ulld De¥'elopmcnt in Japan (英語版)

89 

5.人口と開発雨量統計集

Demographic and Socio-Economic Indicators on 

Population and Developlllent (茶話版)

臨部謹言書覇軍3同j~草薮翻荷鵬首圏

沼和58(1983)年度
l 中華人民共和医人11 家族許凶器礎調査報告書

Basic Sur¥'er on Population and Family Planning in 

the Pcopl出 Republicof China (英語版)

生育率和生活水平芙車中日合作向車研究被告布

(中国語版)

昭和59(1984)年度
1 アジア諸国の農村人11と轟業開発に関する調査報告書

インド凶

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural De¥'elopment in Asian Countries 

India-(英語版)

2 東南アジア詰国等人11 開発基礎調査報告書

タイ凶

Report on the Basic Survey of Population and 

D目モlopmentin Southeast Asian Couutries 

Thailand-. (英語版)

3 日本の人11転換と農村開発

Demographic Transition in ]apan and Rural 

Development (英語版)

4. Sur¥'cy of Fertility and Living Standards in Chinese 

Rural Area<;-Data-a11 the hO¥1seholds of tw司、Tillagesin 

]ilin Pro¥'ince sur¥'eyed by Questionnaires-(英語版)

央干中国忠村的人口生育率与生活水平的調査担告

付干吉林省、商寸村主並行全戸商談湾責的結果

統計鵠~(中田語版)

5 スライド 日本の農業、農村開発と人口 その軌跡

Agricu!tural & Rural De¥'elopment and Population in 
]apan (英詩版)

日本攻、.Jkt<村的宜展和人口的推移 (中居語版)

Perl日mbanganPertanian)，fasyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di ]epang (インド不シ7語版)

本作品 (.1カ用語版)は、 19:目今 (肘)日本視聴覚教育

協会主催罷秀玖:時教材選奨社会教育部門で優秀賞を

受賞。

昭和60(1985)年度
l アシ'ア諸凶の農村人口と農業開発に隠する調査報告書

タイ毘

Report on the Survey of Rural Population and 

Agncultural Deve¥opment in ;¥sian Countries 

Thailand-(葺語版)



Agricl1hural De¥'elopment in A剖anCountries 

Nepal-(英語版)

2 東南アジア諸国等人11'開発基礎諮査報青書

中華人民共和伺

Report on thc Basic Sl1r¥'ey of Population and 

De¥'elopment in Southeast Asian Countries 

CI羽田 (英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に問する調査研究報告書

タイ回

4 日本の人IIc家族

Population and thc Family in Japall (英語版)

5 アジアの人口転換と開発給計集

Dcmographic Transition and De¥'elopmcnt in Asian 

Countries-O¥'en九ewand Statistical Tables 

(英語版)

6 スライド 日本の人IJと家族

Family und Population in ]apan-Asian Experience 

(英語版)

日本的人口与家庭(中国語版)

Pcnduduk & Keluarga Jepang (インドネシア語聞け

7 ベルー共和国人11家族計両基礎調査

平成元 (1989)年度
l アジア諸冨の農村人口と農業開発に関する調査報告書

パングラデンュ国一

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Dcvc¥opmcnt 

日間g!adesh-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

ネパール同

Rcport on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Nepal-(英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

マレーシア同

4 日本の人11構造変動と開発高齢化のアンア的視点一

Structural Change in Population and Development 

]apan's Experience in Aging-(英語版)

5 アジア諸国の農長開発 5カ同の比較

Strategic 1Ieasures for thc Agricu!tural Develop 

mcnt-Comparative Studies on Five Asian 

Co凹 tries- 英語版)

6 スライド 日本の際業開発と人11

その原動力。屯気

Industrial Dcvc!opment and Population in Japan 

…The Prime l1over-Electricity-(英語版)
日本的1".'11ィ宜属当人口

其原功力 曳笥 (中国語版)

Pembangunan Indllstri dan kependudukandi 

]epang-Penggerak Utama-Tenga Listrik 

(インドネンア語版)

7 ネパ ル!国人口家族計出i第二次基礎調査
Complementary Basic Sur¥'ey Report on Population 

and Family Planning in the Kingdom of Nepal 

(英語版)

昭和62(1987)年度
1 アジア諸問の農村人口と農業開発に関する詞査報告書

中華人民共和国

Report on the Survey of Rura! Population and 

Agricllltura! Dcvc¥opment in Asian Countries 

China-(英語版)

2 東南アジア諸問等人口 開発基礎調査報告書

中華人民共和国

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

De¥'e!opment in Southcast Asian Countries 

ιhina-(英詩版)

3 アジア諸国からの労働力if:UIlに関する調査研究報青書
ブイリピム〆凶

4 日本の人口と農業開発

Population and Agricu!tural De¥'elopment in ]apan 

(英語版)

5. ネパール町人口 開発環境

Population. Dcvc¥opmcnt and Environment in Nepal 

(英語版)

6 スライド 日本の人口移動と経済発展

The Migratory ~fovemcnt and Econornic Deve10p 

m引は in]apan (英語版)

日本的人口移劫与経務宜展(中国語版)

Perpindal泌nPenduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

山 ]epang(インドネンア語版)

7 トルコ同人口京怯計百基礎調査

昭和63(1988)年度
l アジア諸国の農村人けと農業問発に関?る調査報告書

不パル向

Report on the Survcy of RUJ'al Populatioll山，d

f日
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SrI 1叩 ka-(英語版)

2 東南アジア諸国等人11 開発某礎調査報告書

フィリピン同

宜cporton the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Thc Phi1ippines - (英語版)

3 アジア諸国からの可働力流出に関する調査研究報告書

中華人民共和同

4 日本的地域開発と人口 1990年代の展望

Regional Deve!opment ;md Population in ]apan 

Trends and Prospects in the 1990's - (英語版)

5 アジアの労働力移動

Labor Migration in Asia (英語版)

6 スライド 日本の地域開発色人口

Re回ona!Development and Population in Japan 

(英語版)

日本的区域子干宜和人口(中国語版)

Permbangunan Daerah dan Populasi di jepang 

(インドネシア語版)

平成4(1992)年度
i アジア諸問の農村人口と農業開発に関する調査報青書

マレーシア包

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Deve!opment.--i'.Ialaysia-" 英語版)

2 東南アジア諸住i等人IJ 開発基礎調査報告書

ベトナム罰

Report on the Basic Survey of Population and 

Deve!opn淀川 inSoutheaは AsianCountries 

Viet Nam-(英語版)

3 アジア諸同からの労働}J流出に関する謂査研究報告書

スリランカ包

4 アジアの産業転換と人1J 

lndむきもtrialTransition and Population in Asia 

(英語版)

5 スライド ピデオ 明日に生きる

日本町産華転換と人口

Living for Tomorrow-Tndustrial Transition and 

Population in J叩削 (英語版)

生活在明夫 日本的I"'it特換与人口 (中国語版)

IIidup UI山lkHari Esok -Pera!ihan Struktur lndustri 

Dan Populasi jepang-(インドネンア語版)

6 スライド 高齢化社会への日本町挑戦

弓てきカ%、のあるj!;控をflj問Lて

八伊R只inJapan…Chal1enges and Prospects← 
(英語版)

連人高齢化社会的日本正面幅拡故 追求具生命意文

的老年生涯 (中国語版}

Tantangan i'.-fasyarakat Lanjut usia jepang 

(インドネシア語版)

本作品川カ同語版)は、 1990年(財) 84、視聴覚教

育協会主催箆秀映陣教材運華社会教育部門で優秀賞を

受賞。

平成2(1990)年度
l アジア諾凶の農村人口と農業開発にl期寸る調査報告書

フィリピン同

宜cporton the Survcy of Rural Population and 

Agricu!tural Development 

The Philippines-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

バングラデンユ司

Rcport on the Basic Survey of Population and 

De¥'elopment in臼utheastAsian Countries 

Bangladesh - (英語版)

3 アジア諸凶からの労筒}J流出にl叫する詩査研究報告書

インドネンア密

4 日本の人1J'開発深境 7ジアの経験

Population. Development and En¥'ironment in 

japan…Asian Experience - (英語版)

5 アジアの八"都市化技計葉

Prospects of Urbanization in Asia (英語版)

6，スライド H本の環壇。人口。開発

Environment， Population and Devc10pment in japan 

(耳語版)

日本的耳境・人口・牙宜(中国語版)

Liugkun山Ul.Pendudukdan Pembangl1llan Jepang 

(イ/ドネンア諮版)

本作品川カ国語版)は、 1991年(財) H本視認覚教

育協会主催恒秀民{聖教村選韮

社会教育部I"Jで陸秀賞を受賞U

平成3(1991)年度
l アジア諸註iの農村人"と農業開発に関する調査報告書

スリランカ同

Report on thc Survey of Rural Population and 

Agricl1ltural De¥'elopment 



New Horizons for the Women of Asia (英語版)

E州知女的新厨程(中国語版)

Wanita Asia Kini...... (イノドキンア ~aJ(fil

平成7(1995)年度
1 アンア諸佳!の発展段階別喜乗車村開発基従調査報告書

パキスタン伺

Report on the Basic Surveτon Agricultura! and 

Rural Development br Progress Stage in Asian 

Co叩町田 Pakistan-(英語版)

2 アジア諸1<1の都-rliftと開発詞査報告書 キパール昌一

Report 011 the Survey of Urbanizatiol1 and 

Development in Asian Countries-Nepal-(英語版)

3 アジア諸同町人問責市開発と労働力に関する謂荘研究

報告書一インド回

4 アジアにおける女性のエンパワーメント

Empowerment of Women in Asia (英語版)

5 スライド ビデオ アジアを干百け k1'lたち

A Bright of Gender Equality-Emp川，¥'ermentof 

¥¥' omen in Asia - (英語版)

通性目強之路ー今日車山|女性一 (中国語版)

Harpan Cerah bagi Persamaan-Kaum Wanita Asia 

:¥Ierambah Jalan-(インドネンア語版)

平成8(1996)年度
I アジア諸冨の卦民段階別農呆寵付開発基礎科査報古書

ラオス人民民主共和国

Report Orl the Ba"ic Survey 011 Agricultural and 

旦uralDevelopment by Progress Stage in Asian 

Courltlies 

Lao Peop¥e's Democratic Republic-(英語版)

2 アシ'ア諸問の都市化と開発調査報告書

フィリピン国

Report on the SUr¥'ey of Urbanization and 

Deve!opment in八Slarlζuuntn剖

the Philippin田 (英語版)

3 アジア諸河内人間資源開発と労働}Jに1唱する謂査研究

報青書ラオス凶

4. 21世紀の人口 宜慢戦時アジアと世界

Populatiun ;lnd Food Strategy for the 21st Century 

Asia and World-(英語版)

s スライド ピテオ 2025年への決断
アジアの人11増加と立科

Challenge and Dedsion for the Year 2025 

平成5(1993)年度
l アジア諸屈の龍村人11と農業開発に関Fる詞交報告書

ベトナム同

Report on the Survey of Rural Populatiorl and 

Agricultural Development 

Viet Nam- 英語版)

2 東南アンア誌面等人11 開発基礎調査報告書

スリランカ同

Report on thc Basic Survey of Population and 

Development in Southeast A剖anCountries 

Sri Lanka-(英語版)

3 アジア諸出の人間資源開発と労欝!Jに関する調査研究

報告書 フィリピン伺

4. 7ジアからの挑戦 人口と開発

Challenge and Stratcgy of Asian Nations 

Population and Su"tainable De¥'elopment-(主語版)

5 スライド ピヂオ

立たちの挑戦 立性の地位向上と 11木町人口

Woman and their Challenges -hnprovcmentおinthe 

Status of ¥¥'oman the Population of ]apan 

(英語版)

女性的挑故 女性地位的提高弓日本的人口

(中尉語版)

Tantangan Kaum Wanita-Emansipasi Wanita dan 

Populasi Oi ]epang- イノドネンア語版)

平成6(1994)年度
2 アジア諸国の藷民段階部農業農付開発基礎調査報告古

インド凶

R町川rtOIl the Basic Sur¥'ey on Agricultural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countnes 

India-(英語版)

2 アジア諾同の都市北と開発調査報青書 タイ回

Report Oll tht> Survey nf Urbanization and 

Development in Asian Countries 

ThaIland…(英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発と労闘力に関する認す在研究

報告書 ベトナム同

4 アジアの女性労働力参加と経済発展 21世紀の戦時

Woman's Labor Participation and Economic 

Development in Asia-Strategy Toward the 21st 

Century-(英語版)

5 スライド ピデオ アジアのy:刊たちはいま

92 



4 発展の制約 '1'同 インドを中心に

ιonst問ms【nDeve¥opmcllt 

Focus on China and India-(英語版)

5 スライト ピデオ 地球かりの警告

7ジア、水と立科の未来

A Warning from the Earth 

Thc FuhlfC of Asia， Water and Food- (英語版)

来白地球的警合亜洲、水和根宜的未来 (中国語版)

Pcringatan dari Bumi 

:Masa Depan Asia-Air dan Pangan - (インドネシ

ア語版)

平成11 (1999)年度
I アジア諮問の発展段階別農業 員付開発基礎調査報告

書 モンコル住i中央県、セレンゲ県を中心主 Lて

Report on the Basic Survey Oll Agricultural and 

Rural Devclopment by Progress Stage in Asian 

Countries -}"longolia -Focus on To¥' and Selege-

Aimang-(英語版)

2 アジア諸国の高齢化と保撞の実態調査報告書

中国 l 海を中'L'に

Report 011 the Sur¥'ey of Aging and Health in Asian 

Countnes 

China-Focus 00 Shanghai-(英語版)

3 アジア諸問の職業安定制度と雇用政請に1関する調査研

究報告書バングラデンユ人民共和国…

Report of Emp!oyment Security System and Labour 

Policy in Asian Co叩 tnesおangladesh-- (英語版)

平成12(2000)年度
1 アジア諸問の発展段階別最菜農村開発基健調査報告書

ミヤンマ連邦マンダレ菅区エヤワヂィ菅K

を中也、として

Report 00 the Basic SUl"¥'cy 00 Agricultural and 

Rural De¥'elopment by Progre同 Stagein Aぉmll

Countries 

…The Uni叩【f1'Iyanmar…F肘 llSon (>，1叩 dalayand
Ayeyarwudy Division - (英語版)

2 アジア諸情の高齢化と保龍の実態調査報古書

タイ回

Report on the Survey of Aging and Health in Asian 

Countries 

Thailand- (英語版)

3 アジア諸冨の職業安定制度と雇用政革に関する調査研

究報告書 カンドジア王凶

Population lncrease and Food in Asia-(英詰版)

向者2025年的夫断 亜洲的人口増長和槙官

Tekad Untuk Tahun 2025-Pertambahan Populasi 

d叩 E乃叫!andi Asia --インドネンア語版)

平成9(1997)年度
1 アジア諸問の発展段階別農菜農村開発基礎調査報古書

ラオス人民民主共和屈

Report on the Basic Survey on Agricultural and 

Rural Deve!opment by Progress Stagc in Asian 

Countries 

Lao Peoplc's Dem町 raticRepublic- (英語版)

2 アジアの社会開発と人間開発

Social Development and Human De¥'elopmenl in 

A剖a(英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発と'ヵ館}jに!唱する謂査研究

報告書マレーンア国

4 オ、をめくる21l吐紀の危機 アジア人11を焦点として

Water Crisis in the Twenty First Century 

Prospεct of Asian Population and Dewlopment 

(英語版)

5 スライド ピデオホは'tきている 人口と水資抑

Water is Ali¥'e"'-Population and Wat日 Resources

(英語版)

水是有生命的人口与水震源 {中国語版)

Air itu Hidup-Penduk dan Sumder Air 

(インドネンア語版)

平成10(1998)年度
I アジア諸国の発展段階別農事農村開発基礎調査報告書

カンポンア凶

Report on the Basic Survey on Agricultural aIld 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

CountTieも

Cambodia-(英語版)

2 アジア諸問の高齢化と保龍の実態詩査報官書

大韓民国

Report on the Survey of Aging a!ld Hea!th in Asian 

Countries 

l'he Republic of Korea - (英語版)
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イラン国

Report of Employment Security System and Labour 

PoJicy in A山川 CO¥llltries-IsJamicRepublic of Iran 

(英語版)
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Base Study 00 Impact {lf Population hsue on 

Agriculhlrc and Rural Development 

-Vietnum-(英語版)

2 日本企棄における中国人高度技能労働者の日本への移

動に関する調査研究

平成18(2006)年度
l 人n問題を基礎とした農業 農村環境問琵謂昔、
カンボジア 1回

Base Study on Impact of Population Issue on Agricu1ture 

and Rural Devclopment 

Kingdom ofCamb叫 ia-(英語版)

2 アンア各国からの留学生の雇い入れに閉する実態調告、

告書

平成13(2001)年度
1 人口問惑を薬隠とした農業農村開発詩査報fT書
カザフスタ〆向

Report on Survc可 ofAgricultural and Rural 

Development based 00 Population Issucs 

Thc R叩 ublicof Ka四 khst叩 (葺語版)

2 アジア諸凶の都市ftと開発調査報告書

マレーンア同

Report 00 the Survcy of Urbanization and 

Deve10pment in Asian Counlries 

1hlaysia-(英語版)

3，アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に閉する調査研

究報告書ーインド毘lT産業を中 Lぺこ

平成14(2002)年度
I 人口問題を基礎とした畏業農村開発調査報告書

ウズベキスタン国…

Report on Survey of Agricu!tural and Rural 

Dcve¥opment bascd on Popu¥ation 1剖 ue'

-The Republic of Uzbekistan-(英語版)

2 アジア諸国の戟業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書ベトナム国

平成15(2003)年度
l 人n問題を基礎とした農業員付開発調査報告書
パキスタン戸l

Report 00 Survey of Agricultural and Rural 

Development based on Population Issucs 

Pakistan- (英語版)

2 アγア諸国の雇用政荒と国際的な労働力移動に関する

調査研究報告書

ミ守/マ連邦

平成16(2004)年度
l 人11問題を基礎とした農菜 農村開発調査報告書

インド同

Rcport on SUfvey of Agricultural and Rural 

Development based 00 Population Jssues 

India 

2 情報サーピス実における国際分菜と労働力需給に!唱す

る調査研究 H本 Ijlf:I-J 

平成17(2005)年度
1.人口問題が毘葉 畏村に与える影響に関する基礎詩査

ーベトナム国一
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第4回世界k性会議 (FWCW)にあわせ、 199J年9丹に

東京で開催された国際女性 人U 開発議員会議

(I~I I'GPD) の議事録。同会議には第4回世界女性会議

に対する各国政府代表を中心とする国会議員が参加L

た。

9. FAO!UNFPAおよびボートン・スJアン、ヅエン・テ

イ・タン著「リソース・シリーズ3 童料安全保障と

人口買料J1997.1:手(日本語版)

世界宜料サミットへのを事情として、国連宜科農業機関

(FAO)が間違人口基金と共同研究を行った「人口増

加と士壌劣化」に閉する論文の日本語版。および、

1996年S月仁マレーシア・クアラルンプールで開治、れ

た人口と宜横安全保時に関するAFPPD七、口と開発

に関するアジア議員フォーラム)特別運営委員会で、

ベトナム開会社会委員会委員長グエン テイ タン議

員とマグサイサイ賞受賞昔である著名な農業学者ポ

トン ズアン博むの共著論文の行本語版の台本。世界

食料サミソト!ご向けた資科左して作成された。

10. r霞際童料安全保障・人口・開尭議員会議(lMPFSPD)

議事録J1997年(日本語版)

宜軒農業機関 (FAO)主催の世界食料サミット

(WFS)にあわせ、拍明年II月にスイス ジュネープ

で開撰された凶際宜科安全保聞 人口 開発議員会議

の議事録。河会議の成果は、世界食料サミットで公式

に配布され、橿井新会議議長からルジエ ロWTO

事務局長に手註されたc

11.国連人口基金「未来のための宜料J1997'手(日窓詩
版)

凶達人口幕金出版物 rFoodfor the FutureJの日本

語版。人口増加の抑制と食料確保を行うためには、 k

f干の事加が不可欠であることを様々な具体問から解明
している。

12 国連宣積農輩機構 (FAO)rリソ}ス・シリース:4

世界宣料サミット1996年世界宜料安全保障のための

口 マ宣言および世界童料サミット行動計画J1997 

年{日本語版)

世界食料サミァトのローマ宣言と行動計岡の本邦初の

翻訳。多分野から同文書の日本翻訳の決定版として高

い評価を受けたの

13. rリソス・シリス5 Five Years from ICPPD 

国際人口問尭議員会議から5年…人口と罵発に関す

る国会議員会議室言文J1998年(和・英)

カイロの間際人日開発会議から5司日を迎え、人口と

開発に関する凶際議員会議、地域議員会議の宣言文を

集成。今接の更なる発展のための資科と した。

14. rリソース・シリース:6 Population Policy in AsiaJ 

1998年(英語版)
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当財団が主催する「人円と罪l発に関するアジア民会議

員会議」で呼びかけ、各回の人口政請について各出政

1. r国連人口閣尭会議における注釈のついた概要J(日本
語版)

rlnternational Conference on Population and 

De¥'clopment Annotated outline of the fina! 

document of the conference， noted by the Sεcretary 

GeneraUのH本語版白河際人口開発会議行動計両の

1¥成過程で、その最幹準備会議開催に向けて用意され
た行動計商案である。この「概要jに基づき、間際人

口開発会議行動計画が形成された。行動計画保択以前

に準借されたこの有1訳は、行動計両採択に際L日本か

らの働きかけを行う上で大きく寄与したロ

2. r毘襟人口開尭会議行動計問要旨J1995年(日本語版)

19fH年カイロの国際人日開発会議 (ICPD)の行動計

商の要日。同文書関連の出版物としては本邦初。

3. r国際人口開発議員会議(lCPPD)議事録J1995年

(日本語版)

1994if.カイロでの国際人口開発会議(ICPD)に先駆

けて開催された、国会議員会議である国際人口湖琵議

員会議の議事録。同会議にはll7ヵ詞約3凹名の同会議

員が事加し、会議宣日文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を製機と Lてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された。

4 冨漣人口基金「世界人口・開尭援助の現状一日本の貢

献 J 1995年(日本語版)

現在の人口分野に対する按助の現状と、資金の流れを

分析。我が凶の人円分野への貢献も併載っ

5. r国際人口・社会開発議員会議(lMPPSD)議事録J

1996年 0'1本語版)
世界社会開発サミヅト (WSSD)にあわせ、 199J年3

月にデンマーク・コペンハーゲンで開擢された人口と

社会開発に関する出会議員会議議事録。

6 黒関班長著「リソース・シリーズ1 罰達人口会議20

年の軌跡 ブカレストからカイ口へ J 1996年(日

本語版}

第1同人口会議であるプカレスト会議から1的4年カイ

ロの伺際人口需発会議まで、すべての同連i催の人口

会議に事加L、人口分野における世界的火家である著

者が、その推移を概観し分析Lた。リソースーシリー

ズと Lて銘打った記念すべき第1号n

7. Toshio Kuroda， Resource Series 2 r From 

Bucharest to Cairo-20 Years of United Nations 

Population Conferences-J 1996年{英語版)

好評をもって迎えられた「リソース・ γ')-ズuの
英文版ハ

8. r国際女性・人口・閲尭議員会議(lMPGPD)議事録J

1996年(日本語版)



AFPPD議長の手により、ハ グの国際フォ ラムな

らびに31lにニューヨークで開催された準情会議の場

でも発表きれた。

19. r ')ソ ス・シリ ス:9 第21回罰連特別総会特別委

員会報告書 f付録j 国主主人口開尭会議行動計画のさ
らなる実施に向りた主な行動-J1999年(日本語版)

1999 11'6月 30~ -7月 2~ にかけて、ニューヨークの詞

連本部で問躍された「姐需詩人日間話会議から5年を経

過したその評価のための河連人口特別総会者H)~ i!:'J H 
本語版。同会議では、国際人口開発会議 IICPD)か

ら5年を経て、行動計両を実施する t。で世要となる指

標や、 AIDSの予想以上の甚廷といった障害を解消す

るための具体的行動などを、同連加盟問が同連総会の

場で協議し確認した。

20. r人口と開尭に関するアジア議員フォーラム第6回大会
議事録J2000年(日本語版)

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人(，と開発に罰する議員フォ ヲム IAFPPD)Jが3

年に一度開催する大会の議事録(日本語版)0 1981<fに

設立されて由来、 AFPPDは世界の人口と開発iこ関する

地域議員ìi~'動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な役割を担っている。 liiJ大会は、その提

唱昔であり部設昔の佐藤隆元農水大阪と、揖井軒

AFPPD議長の出身地である新潟県で開催され、 1000年

期設植の大会とLて、 2α削i期に向けたアジア・太平洋

地域の人目白矧尭問題に関する国会議員の活動方針を

協議し、その成果は「新潟宣言jにまとめられたじ

21. rリプロダクティブ・ライツ チャート2000J2000年

(日本語版)

IPPF I国際家族計調連盟)が作成Lたf]PPF/ 

iwuraw， reproductive rightぉ2問。Jウオールチャート

の訂本語版n 世界各国のリプロダクテイプ ヘルスや

ライツに関する政f査の現状や進捗状況を一覧にしたも

のである。英語版ではアルファベット瓶iこなっていた

ものを地域別 あいうえお闘に編集を加え、読者の閣

を凶っている また、各凶の同名去記は外務省の去記

に準拠した正規名称を用いている。

盟国連人口基金 f女性のヱンパワーメントに向けて」
20凹年(日本語版}

国連人口基金出版物 rWorkingto Empower Women 

UNFP A's Experience in Implementing the Beijing 

Platform of ActionJの円本語版.女性のエンパワー

メント"は同日正人口調強会議 (]CPDl行動計雨におい

て人口問題の解決を果たす上での重要なカギとなる概

念として位置付けられた。また、中伺北京で開擢され

た第4居世界女性会議では中心的な概念となった。第十i

1'1世界女性会議から5~:を踏まえ、人口、女性問題に

共通するk性のエンパワーメントをt!q:"、{二、 ICPD行

動計両ならびに女性会議の行動制調実施と関連する

UNFPAの活動をR体的に紹介しているc

府責任者もしくは専門家が記述したι 在荷の政箭に主

任を持つ再会議員が関リしている点で類例を見ないη

15. rリソースシリーズ7 究互の時代田政泊学引き裂か
れる水資源 J1998年{日本語版}

ワールド・ウオッチ研究所から刊行されたSandra

Poste!菅 r¥¥'orldwatchPaper 132: Dividing thc 

¥Yatcrs: Food Sccurity， Ecosystem Health. and the 

New Politics of Scarcity Jの邦訳ロ今桂、 ik7l資源の
不足は人類社会に太きな制約を与えると考えられてい

るn 増え授ける人口を支えるための農業生産も、淡水

資源の逼迫仁よって太きく制約を受ける。地球は本の

惑星といわれるが、飲科や農主用に安定Lて間用でき

る水の絵置は地球上の本町0.0叩曲8叫に過ぎない こ

の水の総量は有史以来変わっておらず、人Uが増加す

れば 人当たり使用できる水の最は減少していくのが

現実だが、 十分に認識されているとは言い難1，.'0 j.円

増加を主えている地球の限界がHの前に迫っているこ

とに普貯を発している。 I~本語版版権取f!~)

16 国連人口基金「人類のための環境J1998年(日本語版)

国連人口基金'"版物rEn四'Onmentfor P制 pleJの百本語

版J 人口問題、原境問題、開発問題を効率的かっ実質的

に解決するためには、その3つの領域間に架け橋を郁け、

指陪問悼を重視することが必要である。この視点に立ち、

主に環境と人口の問に横たわる様々な問題を取り!げ、

解決のために島要な視点、方法、子段を採っている。

17. r')ソス・シリス.'8 Partiamentarians' Activities 

on Population and Development-History of 

Parliamentarians' Activities and Its Findings---J 1999年
{英文、一部スペイン語)

1開9年2月ハ グ町出際プオ ラムに合わせて開催され

た、伺際人口開発会議詳f簡のための国会議員フォーラ
ム (]FP)のために準備された出版物己 19ゆ'<fの伺際

人口調発会議以降、人口E限発に関するアジア議員フ

オ ラムIAFPPD)を拍めとし、アメリカ地域人口 開

発問会議員グループUi¥PG)、アフリカアラブ地域人口

開発議員フォーラム(ドAAPPD)、ヨーロッパ地域での同

会議員活動の成車である宣言文と、各議連の活動史を

掲載コ地域の枠を超え、人口と開発に関する開会議員

活動の成果が覧としてまとめられた事はかつてなく、

地球規模での再会議員活動の広がりを象徴している。

18. r国際人口開発会議評領のための国会議員7ォーラム
(JFP)報告書J1999年(日本語版)

1999{1'2月ハーグの同際フォーラムに合わせて開催さ

れた!国際人口問先会議評価のための開会議員フォー

ラム IIFP)Jの報告書。 103ヵ固からおよそ2101，の

国会議員が参加した!司会議では、間際人口照強会議か

ら5年間の進持状況と、その進展を持lむ捧書について

熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開発を 貰L

た視点で級う事を強〈求めた「回路人口問琵会議評価

のための民会議員フォーラム・ハーグ買言jが採択さ

れた。この内容は会議事萌総長を諦めた桜井新
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論に査するために作成きれたもので、主将生産、安全

な水供給、公衆衛生などの側面から水と人口問題とか

かわりを包括的に抜ったものである。

31. rODAOuaバerly2004 on Popu!ation and Deve!opmentJ 

20例年{英語版)

2帥4年世iこ4半期ごとに刊行きれたODAクオータリ-

0)5号から8号までを英訳Lたもの。 ODAクォ タリ

は国会議員に対Lて人口と開発問題に対する日本国

からの拠出の重要性を訴えかけるために作成されたも

ので、財団法人家族計回国協力財団(JOICFPI と

UNFPA東京事昔所の協力で発行されている。それぞ

れのテマは、第5号 rrCPDtIOJ、第6号「人口、持

続可能な開発E原境」、第7号「人口、持続可能な凋苦

と貧倒とODAJ，第8号「ミレニアム開発H憶と人口j，

32， rミレニアム開尭目標の達成に向けて 人口とりプロ
ダクティブヘルスが正否の鍵を撮る 人口・開発戦

略 J 2004年(日本語版)

毘連人口基金から刊行された、 fAchieving the 

)'HlIenniUI1l Development Goals -Pop111atio!l and 

Reproductive Health as Critical Determinants ~ 

Population and Development Stratej:，>ies削 OJの日本

語版。ミレニアム開発目惇と人口関連の目擦を閑官、付

け、ミレニアム碍先日標とこれまでの達成を同でぷL、

ミレニアム開発目標を達成するためには今控どのよう

な努力がE要になるかを具体的に示している。

33， r人口から見た安全器薄冷戦撞の内戦と人口J2005

年(8本語版)

Population Action Internationalから刊行された fThe

Secl1rity Demographic -Pop111ation and Civil War 

after the Cold War -Jの日本語版っ冷戦捷の各回デ

ータを解折L、全人口に対する若年層の高い割合、都

市人11の急敢な増加、 メ当たり利用可能な耕地・4
資源の減少といった特徴を'l'Ti'Iでは内戦に陥る危険
性が高いことを不すn その方で、「多厳多死」から

「少産少托」の状態へと移行するこEで内戦のリスク

カミ低下することをt旨J高L、リプロダクティブ ヘル
ス サーピスの幅広い提供や女性の地位向 I等への活

動や凶際協力が、安全保障の観白からも重要であると

論じている。

34目 fODAOuarterly 2005 on Popu!atωn and Oevefop羽entJ

2005年(英語版)

2C配3年{こ4半期こφとにfJHiされたODAクオータリーの9号

から12号までを英訳したものc.ODAクオータリーは同会

議員仁対して人口と開発問題仁対する日本凶からの拠出

の重要性を訴えかけるために作成されたもので、肘団法

人家能計画国際協力IlnJlCJOICFPI、UNFPA東京事務
所、 N刊J205Cの協力で発行されているυ

35， r広島から未来へのメッセージ~人類と地球の平和な
未来のために~人口・環壇・エイズ・国際協力J2006年

(日本語版)
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23. rリソース・シリ-A1国連人口会議20年の軌跡 ブ

カレストからカイ口へ J (謹刻)
封評のため絶版となったリソース・ンリーズlを復刻した。

24. rリソース・シリースγ究互の時代の政治学 引き裂かれ
る水貰源 J(寵1JJ)

野評のため絶版となったリソ ス・シリ ズ7を恒刻した。

25 国連人口基金 f人口問題ブリーフィンヴキット2000

年度版J2001年(日本語版)

同連人口基金出版物 fPopulation Issues Briefing 

瓦it2000Jの翻訳人口問題はu故"の問題ではなく、

生活をLている"人々"の問題であるという視点から、

現主の人打分野における様々な謀題とその問題への取

り組みを慨侵Lたもので、カイロの行動計回実施の立

味を説明している。

26 霞連人口基金「人口問題ブリ}フィンヴキット2001

年度版J2002年{日本語版)

関連人口基金出版物 rpop111ationIssues Briefing Kit 

2001Jの翻訳。 2∞0年に国連本部で開催されたミレニ
アムサミットで採択されたミレニアム開発目標の中に

人口問題を位置付け、新たなUNFPAの人口問題への

取り組みを手L、人口分野iこおける様々な課題とその

問題の現状と取り組みを概観したっ

27， r人口問題を考える 人類生存の条件と人類社会の未
来 J (日本語版)
APDAfitJ)i:20問年を記念Lて河催された公開フォーラ

ム町議事録っこの世間フォ ラムでは、日本が世界に

誇る色分野の権域昔が、宇宙物理学、生物学から生命

倫理まで様々な視点かり人口問題を概観Lてもりい、

なぜ人口問題が人頭の持米にとって決定的に重要なの

かを論じた。私達が生きるこの世界における人口問題

の意味を、このような樟々な視点から論じた積書はほ

とんどなく、好評をもって迎えられたっ

28. fPopulaUon lssues-The Conditions of Human 

Survival and future of our SocietyJ (英語版)

「リソース27人口問題を考える 人踊保存の条件と人

類社会の未来 」の英語版門

29. fODAOuaバerly2003 on Populalion and Deve!opmentJ 

2003年(英語版}

四03年度lこ4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の創刊号から4号までを英訳Lたものぐ ODAクオータ

リーは国会議員に対して人口と開発問題に対するH本

向からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、財l司法人家族言1，雪国際協力財同1J00CFl'I
とUNFPA車反事務所との協hで発行されている R

30. r地球の人口と水J(日本語版)
用連人口基金の刊行物である rGlobalPopulation and 

WaterJの日本語版。[，;}書は2凹3年3月に京都大阪

滋賀で開催された第3回世界水フォ ラムにおける議



広島大学・凶連人口基金(UNFPAl ・凶際家族計凶

連盟 IJppF) 1~1í是のもと、四OG1no月に広島県広島

市でAPDAが開催Lた国内セミナーの講演を収録。

「乎和Jをキーワードに、環境、 mvノヱイスなどの
感染症、地方からの開発協力といった幅広い視古で人

Ll'陪発分野の現状主課題を取り fげ、持続的可能な

開発と人打防題の解決、および凶際協力的重要性を説

いた。
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A P D A-日誌 E

(2007年 6 月 ~8 月)

6
月
4
日

6
月
5
日

6
月刊
M

日

6
月
間
日

6
R
m
m
日

6
月
初
日

6
R
幻
自

A
P
D
A事
務
所
移
転
に
伴
い
問
所
式
を
開
催
。
一
稲
田
康
夫

A
P
D
A
理
事
長
(
衆
・

8
)
、
清
水
嘉
与
子

A
P
D
A
副

理
事
長
(
参
・
自
)
、
楼
井
新
A
P
D
A
現
事
(
参
目
白
)
、

広
中
和
歌
f
J
P
F
P
会
長
代
行
(
参
・
民
)
、
広
瀬
次
雄

A
P
D
A
顧
問
、
近
泰
男
ジ
ョ
イ
セ

7
理
事
長
、

A
P
D
A

職
員
が
参
加
。

土
屋
圭
造
九
州
大
学
名
誉
教
授
が
来
所
。
打
ち
合
わ
せ
を

担行、つ。

福
田
組
夫
元
首
相
U
M忌
に
楠
本
修
常
務
理
事
・
事
務
局
長

参
加
。

世
界
人
口
白
書
2
0
0
7
「
拡
大
す
る
都
市
の
可
能
性
を
引

き
出
す
」
(
於
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
)
記
者
発
表
会
に
、

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
ひ
と
み
医
際
課
長
が
山

か
H
O
平
成
四
年
度
農
水
省
委
託
調
資
事
業
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
蒸
礎
調
査
」
説
明
会
に
、

佐
藤
鉦
一
、
ン
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
竹
本
将
規
業
務
課
長
・

研
究
員
が
参
加
。

清
水
英
佑
・
東
京
慈
恵
会
阪
科
大
学
名
誉
教
授
を
楠
本
常
務

理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国
拠
出
課
長
が
訪
問
。
打
ち
合
わ
せ

を戸打、っ。

有
森
裕
子

U
N
F
P
A毅
誇
大
使
の
パ
キ
ス
タ
ン
訪
問
帰
国

報
告
会
に
木
村
亮
干
渉
外
課
長
が
出
席
。

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
岡
山
際
総
長
が

J
T
F
事

6
月
初
日

6
月
初
日

7
月
3
日

7
月
4
E

7
月
5
日

ヲ
'
伺

HHau
ロ凶

業
実
施
に
関
し
て
逢
沢
一
郎
議
員
(
衆
自
)
と
杉
浦
正
健

議
員
(
衆
白
)
を
訪
問
。
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

平
成
四
年
度
農
水
省
委
託
調
資
事
業
に
つ
い
て
早
瀬
保
子
前

議
員
と
竹
本
研
究
員
が
協
議
。

平
成
四
年
度
農
水
省
委
託
鵡
資
事
業
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
与
え
る
影
響
に
開
閉
す
る
基
礎
謁
査
」
に
つ
い
て
、

農
水
省
で
企
制
提
案
会
を
実
施
。
楠
本
常
務
珂
事
・
事
務
局

長
、
佐
藤
シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
竹
本
研
究
員
が
出
席
し
、

本
年
度
調
査
事
業
に
隠
す
る
提
案
を
行
、
っ
。

A
P
D
A事
務
所
で
、
臨
時
四
時
事
会
開
催
。
事
務
所
移
転
日

を
「
寄
附
行
為
」
の
認
定
が
行
わ
れ
た
日
と
す
る
こ
と
を
議

決。「
世
界
人
口
デ

1
」
記
念
、
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
環
境
問
題

と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
(
於
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
)
に

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国
際
謀
長
が
出
席
。

平
成
時
年
度
農
水
省
委
託
調
査
事
業
に
つ
い
て
、

評
議
員
と
竹
本
研
究
員
が
協
議
。

原
洋
之
介

O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会

(
6
者
協
議
)
を

J
O
I
e
F

P
で
開
催
。

O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
な
ど
に
つ
い
て

協
議
。
近
泰
男

J
O
I
C
F
P
理
事
長
、
石
井
澄
江
同
常
務

理
事
・
事
務
局
長
・
常
務
四
時
事
・
事
務
局
長
、
北
谷
務
秀
N

P
0
2
0
5
0
理
事
長
、
橋
本
来
遊
同
職
員
、
池
上
清
子
U

N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
、
上
野
ふ
ょ
う
拘
束
京
事
務
所
長

補
佐
、
門
岡
祐
子
同
職
員
、
新
屋
学

A
U
I
C
K
常
務
理
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7
月

6
a

7
月
初
日

7
月
刊
日

7
丹
怜
日

7
月
お
日

7
月
幻
自

8
月

7
a

事
・
事
務
局
長
、
森
本
信
行
同
事
務
局
次
長
、
松
倉
力
也
N

U
P
R
I
研
究
員
、
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
竹
本
業

務
課
長
が
参
加
。

内
鴎
菩
兵
衛
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
が
来
所
。

J

T
F事
業
に
つ
い
て
協
議
。

群
馬
県
東
京
事
務
所
を
訪
問
し
、

2
0
0
7
年
J
T
F
視
察

事
業
(
群
馬
県
視
察
)
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
楠
本
常
務

理
事
・
事
務
局
長
、
木
村
渉
外
謀
長
が
出
席
。

群
潟
県
前
橋
市
群
馬
県
庁
を
訪
問
し
、

2
0
0
7
年
J
T
F

視
察
事
業
(
群
馬
県
視
察
)
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
楠
本

常
務
理
事
事
務
局
長
、
木
村
渉
外
課
長
が
出
板
。

竹
本
将
業
務
課
長
が
「

G
I
I
/
I
D
I
に
関
す
る
外
務

省
/
N
G
O懇
談
会
」
に
参
加
。

西
和
一
・
群
馬
県
観
光
局
観
光
国
際
謀
国
捺
化
推
進
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
が
来
所
。

J
T
F
視
察
事
業
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
う
。
木
村
渉
外
課
長
が
出
席
。

平
成
四
年
度
農
水
省
委
託
調
査
事
業
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
号
、
え
る
影
響
に
関
す
る
碁
礎
調
資
(
剰
資
対
象

悶
ウ
ガ
ン
ダ
同
)
」
の
契
約
を
締
結
。

平
成
四
年
度
農
水
省
委
託
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
佐
藤
シ
ニ

ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
竹
本
研
究
員
が
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
訪

問
。
吉
山
栄
一
一
同
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と
謁
査
に
つ

い
て
協
議
を
行
う
。

8
月
9
B

8
月
忽
日

8
丹
辺
臼

i
n日

8
月
初
日

i
m
a
 参

議
院
選
挙
に
伴
い
、
新
人
議
員
、
再
選
議
員
、
非
改
選
議

員
の
う
ち
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)
メ
ン

バ
ー
以
外
の
参
議
院
議
員
に
対
し
議
員
会
館
事
務
所
を
各
戸

訪
問
し
、

J
P
F
P
へ
の
加
入
依
頼
を
行
う
。
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O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
を
衆
参
両
院
の
全
国
会
議
員
に
配

布
。
同
時
に

J
P
F
P
勧
誘
と

2
0
0
7
年

J
T
F
事
業

「
ア
フ
リ
カ
ア
ジ
ア
議
員
会
議
」
へ
の
参
加
呼
び
か
け
を

'汀、っ。
ジ
ル
・
グ
リ
ア

I
P
P
F事
務
局
長
、
中
村
百
合
I
P
P
F

資
金
識
迷
・
日
本
一
信
託
基
金
オ
フ
ィ
サ
l
が
訪

8
0
n
R
に

は
A
P
D
A新
事
務
所
に
来
所
。
福
田
康
夫
A
P
D
A
理
事

長
(
衆
自
)
、
清
水
嘉
与
子
A
P
D
A
副
理
事
長
・
元
環

境
庁
長
{
日
を
表
敬
。
お
日
に
は
棲
井
新
A
P
P
A
理
事
・
一
川

環
境
庁
長
官
と
会
合
を
行
う
。
楠
本
常
務
理
事
国
事
務
局
長

が
同
行
。

2
0
0
7
年
j
T
F事
業
「
T
I
C
A
D
Wと
G
B
サ
ミ
ッ

ト
に
ム
向
け
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
人
口
・
保
健
・
地

域
相
互
扶
助
能
力
構
築
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会

議
員
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
l

会
議
」
を
東
京
で
開
催
。
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
悶
カ
留
か
ら
国
会
議
員
初
名
が
来

日
。
日
本
か
ら
は
、
福
凶
康
夫
A
P
D
A
理
事
長
(
衆
・
自
)
、

中
山
太
郎
A
P
D
A
顧
問
(
衆
・
白
)
、
谷
津
義
男
A
P
D

A
理
事
(
衆
・

8)
、
南
野
知
恵
子
(
参
自
)
、
尚
橋
「
秋

(
参
・
白
)
、
加
藤
修
一
(
参
・
公
)
、
竹
本
直
…
(
衆
・
自
)
、

西
村
明
宏
(
衆
・
自
)
、
市
出
端
健
太
郎
(
衆
・

8)
、
小
野
耳
目

也
(
衆
・
自
)
、
三
原
朝
彦
(
衆
・
自
)
、
西
村
康
稔
(
衆
・

8
)
、
玉
津
徳
一
郎
(
衆
・
白
)
、
松
本
純
(
衆
・
白
)
、
今



くお知らせ>

弊財出の理事長を務めておりました、 11J剖康夫・衆議院議員が、自民党総球選挙出馬、首f}f.指名選挙
への立候補のため、 9J121日付で、理事長職ならびに環事を辞任いたしました。

その後、 9月23Uにれわれた自民党総裁選挙で勝利され、 25日の衆議院本会議で日本国の第91代内防
総理大臣に選出されました。財団法人アジア人口・開発協会役職員一問、心よりお慶び，pし上げると共
に、このようなすばらしい指導者を略事長として仰げたことを誇りに思っております。

現夜、民政の内外に数多くの諜題を抱え、大変なご苦労が予淵'Iされる中の内閣総理大臣へのご就任は

まさしく、“義を見てせざるは勇なきなり"のdιではなかったかと愚察いたしております。
現在日本伺は、 i在lfiiするl渚課題に加え、少子高齢化や気候変動など、長期的な課題に対しても将来を
見すえた方針を構築していくことが求められています。最高の重責を担われる福田康夫先生のお心を思

うとき、改めて身の引き締まる思いがしますとlii]時に、先生の11癖である「世界の中の日本jという己
葉を噛み締めるとき、福田康夫先生Zそがごの重賞を担い、 FI本の長期的な民望に基づいた戦略を構築
することができる指導者であると確信しております。

財団法人アジア人u・開発協会としても人口と開発に関する分野で幾分かでもご協力することができ
れば、と心より念願いたしております。

なお後任の理事長績は当iui空席とし、弊財凶「寄附行為jの規定に基っき、却l理事長をお務めのi古本
嘉ら子 元環境庁長宵が代行されます。皆様にはよろしくご高導下さいますようお願い'I'llげます。

福山康夫先'fが、同政における最高の職務をお元気に全うされ、改めて私どもを指導していただけま

すよう心より念願いたしております。

財団法人アジア人口・開発協会

常務理事・事務局長

修橋本

8
月
初
日

9
R
1
日

津
寛
(
衆
・
自
)
、
佐
藤
勉
(
衆
・
自
)
、
伊
藤
忠
彦
(
衆
・

自
)
、
秋
一
克
司
(
参
・

8
)
、
広
津
素
子
(
衆
・
自
)
、
小
此

木
八
郎
(
衆
・
白
)
各
議
員
が
参
加
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本

笥
務
理
事
・
事
務
局
長
、
佐
藤
、
ン
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
竹

本
業
務
課
長
、
木
村
渉
外
課
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
参
加
。

2
0
0
7
年
J
T
F
事
業
「
T
I
C
A
D
W
と
G

8
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
人
U
-
保
健
・
地

域
相
互
扶
助
能
力
構
築
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会

議
員
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
|
視
察
」
を
群
馬
県
で
実
施
。
群
馬

県
庁
に
副
知
事
表
敬
の
後
、
群
馬
県
に
お
け
る
農
村
'
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
、
起
業
支
援
事
業
、
水
源
濡
養
林
な
ど

の
コ
モ
ン
ズ
(
地
域
共
有
財
)
の
伊
丹
理
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

参
γ
加
議
員
の
ほ
か
、

7
ァ
I
マ
ハ
、
ネ
パ

l
U
N
F
P
A

ア
フ
リ
カ
局
長
、
池
上
清
子
U
N
F
P
A東
京
事
務
所
長
が

参
加
。
事
務
局
か
ら
は
械
本
常
務
理
事
事
務
局
長
、
木
村

渉
外
課
長
、
恒
山
川
国
際
課
長
が
同
行
。
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受
会上手

石

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猿
暑
で
、
地
球
温
暖
化
を
ま
さ
し
く
肌
で
感
じ

る
夏
と
な
っ
た
。

A
P
D
A
は
2
0
0
8
年
に
日
本
で
開
か
れ
る
「
G
8

サ
ミ
ッ
ト
」
、
「
T
I
C
A
D
W
」
に
向
け
て
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
図

会
議
員
に
よ
る
会
議
と
日
本
の
経
験
を
学
ぶ
視
察
事
業
を
実
施
し
た
。
ア

フ
リ
カ
は
ナ
イ
ル
川
流
域
な
ど
特
別
な
地
域
を
除
け
ば
、
感
染
症
に
よ
る

死
亡
率
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
歴
史
的
に
人
口
密
度
が
低
か
っ
た
。

死
亡
率
が
高
い
地
域
で
は
、
多
産
こ
そ
が
生
き
残
る
道
で
あ
り
、
長
い
医

史
の
中
で
育
ま
れ
た
慣
習
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

今
討
の
会
議
と
視
察
で
は
、
十
一
日
間
ぃ
人
口
密
度
の
中
で
生
き
て
き
た
日
本

人
が
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
生
き
る
た
め
に
「
耕
し
て
天
に
至
る
」
と

い
う
ほ
ど
の
努
力
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
日
本
の
伝
統
的
な
社
会
で
は
権

利
や
資
夜
と
い
う
も
の
は
義
務
を
伴
う
こ
と
、
従
っ
て
水
源
源
義
林
や
温

泉
な
ど
共
有
財
産
も
義
務
感
を
持
っ
て
守
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
参
加
議

員
は
尚
い
人
口
密
度
の
中
で
生
き
る
伝
統
的
な
知
恵
を
学
ん
だ
。

現
在
の
臼
本
は
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

i
シ
ョ
ン
の
中
で
伝
統
的
に
培
っ
て
き

た
知
恵
を
見
失
い
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境
の
保
護
や
持
続
可

抽
出
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
日
本
人
の
知
恵
を
改
め
て
認
識

し
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
来
年
の
G

8
と
T
I
C
A
D
W
に
向
け
て
こ

れ
を
世
界
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
M

間
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
向
上
す
る
上
に
お
い
て
も
重
要
な
窓
味
を
持
っ
と
思
う
。

(
0
・
K
)

ヨ}ロッパから参加

まの絵付けに挑戦した。墨と筆使いに悪戦

。
子

分だけのオリジナルのだるまにご満悦の様

最後に日本文化を体験するべく、高崎だる

苦闘しつつも、胞毛とひげを描き入れ、自

した国会議員は、群馬県での視察を終え、

アフリカ、

行本でだるまといえば、選挙とは切り

アジア、

離すことのできない必需品だが、参加議員

たちも自国に帰り、 七転び八起き、大願成
人口と開発・秋季号く通刊99号>

2007年10月1日発行く季刊> 就の精神で、会議の「提言」で調った「図
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だきたいと思う。(恒JlI)アジア人口・開発協会
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